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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章






「では陛へい下か。わたくしこれにてお暇いとまいたします」

　礼とともに、闇やみ夜よを紡つむいだかのような美しい黒くろ髪かみが、やわらかく胸もとへ流れてゆく。

　美しいのは髪だけではない。ゆっくりと前を向くその者は、誰だれしもがハッと息をのむほどに、妖よう艶えんな美び貌ぼうの持もち主ぬしであった。

　王は一時、返事をためらった。だがそれは一瞬のこと、すぐに双そう眸ぼうを女に向けると、ひとつうなずいた。

　女は赤い唇くちびるを引き結び、微かすかに目を伏せる。そして今一度礼をし、その場から消えた。

　王は女がいた場所に視線を据すえた。ため息はもうこれで最後にしよう。そう決めた。

　だが、

「へ、陛下───!!」

　今日くらいは揺ゆれる心を宥なだめるべく穏おだやかに過ごそう、と思っていた王だったが、静せい寂じやくは側近の大声によって台無しにされた。

「何事だ」

　それでも、常に冷静であれと自みずからの心に課し、さらに民はどんな罪人であろうと可か愛わいい我わが子こと同様であるという信条の王は、やわらかな口く調ちようで問うた。

　側近はその場に膝ひざをついて礼をするのも早々に、慌あわてて顔を上げた。

「サ、サディアス殿でん下かが……」

　息子むすこの名を聞いた途端に、王は眉み間けんに微かすかにしわを寄せる。

「サディアスがいかがした」

「エ、エルフリーデ様にッ！」

　その名に、今度は眉まゆ尻じりがぴくりと上がる。

「エルフリーデに？」

「さっ、攫さらわれてしまいました───!!」

「──」

「多数の目撃者がおります。エルフリーデ様は衛兵や護衛、従者侍じ女じよたちの制止を振り切って、抵抗するサディアス殿下の腕を摑つかむやそのまま宙に浮き、凄すさまじい勢いで飛んでいってしまわれました……！」

　側近の報告に王は顔をしかめ、外へと至いたるバルコニーへと向かった。だが真っ青な空の下もと、視線を凝こらしても元妻と息子の姿を見つけることはできなかった──。
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　あっ、と叫びかけた時にはすでに遅かった。

「ユ、ユージェニー様……!?」

　突然腕うでの中に倒れ込んできた絶ぜつ世せいの美女を、リッカは精いっぱい踏ん張って支える。

「んー」

「んー、じゃないですよ。ユージェニー様！」

　力の限り揺さぶりたい衝しよう動どうはぐっと堪こらえるも、耳元で叫ばずにはいられない。

「ごめんなさいね、リッカ……。わたくし、もう、ダメ」

「ダメって、そんな、しっかりしてください」

　わたしを守ってくださると、はっきりきっぱりおっしゃったじゃありませんか、と口にしかけ、すんでのところでのみこむ。今そんなことを言っても、現状の危機は去らない。

　同じ色ながら、絶世の美女──ユージェニーの黒髪はリッカのそれとは異ことなり、緩ゆるやかなウエーブを描えがき、まるで絹糸の如ごときやわらかさだ。長い髪の一筋がリッカの頰ほおに一瞬触れ、そして主あるじの動きに従い、落ちていく。

「本当にごめんなさい。──おやす、み……」

　脱力したユージェニーを支えきれずに、リッカはその場に座り込んでしまう。

　何せ同性とはいえ、ユージェニーは長身で、リッカとの身長差はおよそ頭半分ほどもある。加えて凹おう凸とつの控えめな、いわゆる少年のような瘦そう軀くのリッカと異なり、手足は華きや奢しやながらも、ふわふわと女性らしい身体からだつきをしている。自分より体格の勝まさるユージェニーを支えることは難しかった。

　尻しり餅もちをついた先は、鏡のように磨みがかれた純白の床ゆかだ。

「……うう、痛い」

　強したたか腰を打って、涙が出そうになる。だがすぐに痛みを凌りよう駕がする危機感に急せかされて、ユージェニーを起き上がらせようとした。上半身は起こせたもののすぐに頓とん挫ざする。

「無む謀ぼう、よね」

　一旦肩から力を抜き、意識してリラックスする。

　建物の外は、日中にもかかわらず薄暗い。朝から雨あめ模も様ようで、つい先刻まではひっきりなしに雷かみなりの音が轟とどろいていた。今はその音は遠く、いずれ雨もやむだろう。

　息をひそめ、注意深く周囲を見回す。

　広い。

　ふたりが入ってきたやたらと大きな両開きの扉とびらは、はるか後方にある。続いて前方に目をやるが、次の間へと至いたる扉は、さらに遠い。

　家具調度など一切なく、身を隠す場所はどこにもない。

　はぁ、と力なくため息をつく。

　見渡す限り白、白、白の世界で、目の奥がじんと痛む。しかもただ広いだけではなく、巨大な支柱やドーム型の天てん井じよう、延々と続く壁には、複雑かつ緻ち密みつかつ繊せん細さい極きわまりない彫ちよう刻こくがびっしりと施ほどこされている。

　物語仕立てとなっているのだろうか、実に様々な動植物のほか、裸ら体たいの神々が横から上から斜ななめからリッカを見下ろしてきており、非常に居い心地ごこちが悪い。それら神々は彩色されておらず、すべて無機質な白だからなおさらだ。

「ちゃんと確認しないまま走って来ちゃったけど、ここは白はく楽らくの間ま、よね」

　呟つぶやきながら、リッカは頭に建物内の配置図を浮かべる。

　白楽の間には確か……。

「仕掛けがあった、はず」

　リッカは今一度周囲を見回した。

　ざっと数えただけで片側三十柱はある支柱の彫刻をひとつひとつ確認する。さらに天井、床へと視線を向ける。焦あせりはある。だがその焦しよう燥そうを抑えて、リッカは目を凝こらした。

「あ、そこ……、かな」

　磨き抜かれた鏡のような床──。純白に輝くそこに、一箇か所しよだけおかしなところを見つけたのだ。

　歩数にして三十歩程度。リッカはひとつ息をつくと、ユージェニーを見下ろした。

「ごめんなさい、ユージェニー様」

　ひと言謝あやまったあとで、リッカはユージェニーの両脇の下に腕を差し込むと、ずるずると引っ張った。

　あと二十歩。あと十五歩。あと十……。

　焦りより安あん堵どが勝りかけたその時、白楽の間に雷らい鳴めいかの如き、野太い咆ほう哮こうが響き渡った。

「……ッ！」

　ひっ、と喉のどが鳴る。

　恐おそろしい獣けものの叫び声だ。リッカは大きく肩を震ふるわせると、声のした方を振り向く。

　大きな獣の姿を見た瞬間、リッカは夢中になってユージェニーを引ひき摺ずった。ユージェニーの美しい髪も純白の制服もくしゃくしゃになったが、気き遣づかう余裕は一切ない。

　ウオォォォォ、という低い声とともに、凄すさまじい勢いで走ってくる。

　壮そう絶ぜつな危機感が、リッカに常以上の力を発はつ揮きさせた。

「んんんん───！」

　目的の場所へとようやく到達するや、リッカは焦って震える指先でユージェニーの手首を摑つかんだ。そして床に目を落とした。

「どこ……、あった！」

　白楽の間は白で埋うめ尽つくされている。だが見つけた床の一部分だけが、くすんだ淡あわい灰色をしていたのだ。

　リッカは薄灰色の床へと、ユージェニーの掌てのひらを力いっぱい押しつけた……！

　するとどういうことか、その場にいたはずのユージェニーの姿が消失した。

「え、ちょ……」

『仕掛け』がそこかしこにあるということは、知識としてあった。リッカはこの場所では特殊だから、自分の身を守るため、『仕掛け』の存在は覚えていて悪いことはない。むしろ積極的に覚えておくべきと、そう思っていた。だがそれは、自分が危機に陥おちいった時、『仕掛け』を使って、自分に危害を加えようとする相手から逃げる……、いわば用心のためだった。ところが、

「なんでユージェニー様だけ連れて行っちゃうの……!?」

　薄灰色の床に掌をぎゅうぎゅう押しつけるが、なんの変化も起こらない。

　眠ってしまったユージェニーは確かに役立たずだが、ここでひとりにされても困る。

　ウオォォォォ───！

　濃こい灰色毛の大きな獣がすぐそばまで迫せまってきている。

　絶体絶命。このままでは自分は獣の餌え食じきとなってしまう。

　だが、ここで諦あきらめるわけにはいかない。なんのために『人間の身』で、ここまでやってきたのか。

　壮絶な危機感に真まっ青さおになりながら、大きく震える足に無理やり力を入れて立ち上がる。さながら生まれたての小こ鹿じかのようだ。

　さあ、逃げるのよ。

　唇くちびるをきゅっと引き結んでダッシュし──だがあっという間に獣に飛びかかられ、床に転がされてしまった。

　悲鳴が出る暇もなかった。背中を打って一瞬息が止まる。続いて生なま温あたたかな息を頰に感じ、さらに確かな重みがリッカを上から拘こう束そくした。

　もう本当に、本当にダメだ。

　ここで自分の人生は終わりなんだわと、絶望がリッカの心を真っ黒に染める。

　どこからガブリとやられるのか。頭からかあるいはやわらかな腹からか、じわじわと脚から、なんてされたら……、と恐ろしい想像に全身を硬こう直ちよくさせる。

「『シングル』！」

　その時、男性のものながらとてつもなく優しい声がリッカの耳を打った。

「『シングル』、目を開けて。そうしてその美しい緑色の瞳ひとみを僕に見せて」

「……、……」

「どうして焦じらすの？　僕の声が聞こえない？　もっと耳の近くで訊きいた方がいい？」

　そんな声が聞こえたかと思うと、リッカの耳元に、ふわりと息が触れた。

「『シングル』、お願い」

　恐怖とはまた異なる、背筋によからぬ震えが走り、リッカは急いで双そう眸ぼうを開いた。

　リッカの上に乗っていたのは灰色毛の獣──ではなく、灰色の髪の、全裸の男だった。

　スゥ、と息を吸い、

「いやぁぁぁぁ───！　ヘンタイ!!」

　喉が裂けんばかりに叫んだリッカは、男を力いっぱい突き飛ばした。

「うお！」

　意表を突かれたのか、あるいはリッカの絶ぜつ叫きように驚いたためか、存外簡単に男は床に転がった。

「あなた、そんな恰かつ好こうで恥はずかしくないの!?　ここはあなたの私室でも浴室でもないのよ！」

　恥はじを知りなさい、このドヘンタイが！

　仁に王おう立だちでリッカは男を睥へい睨げいした。

　途端に男は、ハッと息をのみ、身を捩よじらせて大きな体たい軀くをなんとか小さく見せようとコンパクトにまとまった。

「こ、このような状態になってしまったのは僕も大変遺い憾かんであり、もちろんこの格好で学院内を走っていたわけではない。言わば不可抗力なんだよ。シングルの君を見た途端に矢も盾たてもたまらず〝狼おおかみ〟になってしまっただけで……！」

「だったら狼のままでいなさいよ。どうして変化を解といて人の姿に戻るの！」

「し、仕方がないんだ。僕はライカンスロープ型の『ダブル』だから、我われを忘れると〝狼〟になるし、ちょっとしたタイミングで〝狼〟から〝人〟に戻ってしまうんだよ」

　そう言いつつにじり寄ってくる男に、リッカもまた、退く。

　じり、じり、と距離が縮まる。

　自身が全裸であるという羞しゆう恥ち心しんと、『シングル』を目の前にしての欲。この男はどちらが強いだろう。

　自分だったらもちろん前者だが、次第に色の変わっていく男の瞳を見た刹せつ那な、リッカは冷静に考える前に、踵きびすを返して走りだした。

　──いや、だって全裸男を前にして、冷静でいられるはずがないでしょう！

　まだ十六歳の可か憐れんな少女なのに！

　可憐かどうかは置いておくとして、長々と対たい峙じしていられる相手ではない。

　だがリッカのこの選択はやはり間違っていた。

　男というもの、逃げられれば追いかけたくなるのだ。全裸男は、逃げたリッカの背中に覆おおい被かぶさるように襲おそいかかってきた。

「ああ！」

　抱きつかれるというより突進されたかのような衝しよう撃げきに、全身強打の勢いで倒れかかった。だが床に激突する寸前に、風がリッカの身体をふわりと包み込んだ。

「『シングル』確保！」

　凜りんとした爽さわやかな声が耳を打つ。と、同時に、鋭い打撃音が、さらに何者かがうめく声も聞こえてきた。打撃音は幾度も響き、それとともに、獣の咆哮や叫び声も続く。

「な、……何？」

「動かないで。このまま少しの間静かにしておいで、レディ」

　優しい声に『レディ』と呼ばれ、背中をぞわぞわとしたものが這はい上がってくる。

　自分が『レディ』と呼ばれるようなシロモノでないことは、リッカ自身が一番よくわかっているからだ。

　物騒な打撃音はひっきりなしに聞こえてくる。恐らくリッカを襲った男と何者かが戦っているのだろう。落ち着かない時間は、さほど長くは続かなかった。

　やがて床に何かが落ちる重い音がしたかと思うと、急に静せい寂じやくが訪れた。

「まったく、なんと下品な」

　心に冷水をひとしずく落とされたような冷ややかな声に、リッカはハッと身を震わせた。

「本当に。いくらライカンスロープの性しように抗あらがえなかったとはいえひどすぎるわ」

　続いて聞こえてきたのは、ひそめるような小さな呟きだ。

「こんな真ま似ねを学院内でするからライカンスロープは忌いまれるのですよ。人の世界でトラブルなく生きていきたいと本気で願っているのであれば、たとえ『シングル』を前にしても自制心を持ってごく普通に接しなさい」

　さらにもうひとり、別の声。これはリッカを『レディ』と呼んだ男のものだ。本来の声音はやわらかいのだろうが、やはり厳しい響きをさせている。

　三人の声に、リッカはようやく顔を上げた。

　風だと思った軽かろやかな感触は、純白の衣服に包まれた男の腕だった。

　腕の主へと視線を向けた刹那、リッカは小さく息をのんだ。そこには、まるでこの白楽の間に無数に彫刻された神々のような、端たん整せいかつ繊細かつほんの少しの狂くるいもない、完かん璧ぺきな麗れい姿しがあった。ただの美形ではない。細いフレームのメガネをかけたその人物の目は、右目は黒だが、左目は宝石のガーネットのような、暗く深い赤い色をしていたのだ。

「ガラテア、即刻ナヴァロ先生に報告を」

「報告するのはやぶさかではありませんが、どうして私が貴方あなたの使い走りのような真似をしなければならないのか納なつ得とくできませんわ。カーク、貴方が行かれては？」

「君は堕だ天てん使し型なのだから、立派な翼つばさがあるだろう。それでひとっ飛びすればいいじゃないか」

「私、翼は極力出したくありませんの。雨もまだやんでいませんし。それに翼でしたら、そちらでちゃっかり『シングル』を抱きしめていらっしゃるエルドレッドだってウィーヴル型の翼がありますし、ヴァンパイア型の貴方も『ひとっ飛び』できるじゃありませんか」

　つん、と横を向く気配がし、リッカはそちらにも目を向けた。

　冷たい声の主は黒髪を背の半なかばほどまで伸ばした、氷のような青い瞳の男だ。そしてもうひとりはといえば、頭にベールをすっぽり被った、金髪の美少女である。

　三者ともそれぞれ印象は異なるが、目を奪われずにはいられない美形だ。

「フィ、フィーランさん、マレットさん、ローズさん……」

　見覚えのある三人は、いずれもリッカのクラスメイトだった。

　名を呼ばれた三人は、それぞれリッカに視線を向けてくる。

　黒とガーネットの瞳を持つエルドレッド・フィーランはこの上なくやわらかな笑みを、黒髪長髪のカーク・マレットは不機嫌なのかなとちょっと心配になるような、微かすかに眉み間けんにしわを寄せ、金髪美少女のガラテア・ローズは穏おだやかにうなずいてみせた。

「ユージェニー王女が眠り姫の状態で教室に『飛ばされて』きたから、これは何かあったなと確信して君を探たん知ちしたんだ。怪け我がはないかい？」

　リッカを抱きしめる腕の主──エルドレッドに優しく訊かれ、カクカクうなずく。
















「レディに何かあったらと思って気が気ではなかった。本当によかった」

　我が事のように嬉しそうにそう言ってくれるエルドレッドの横にいたガラテアが、

「確かに怪我がなかったのは僥ぎよう倖こうですが、『コレ』はゆゆしき問題ですわ」

　大の字になって床にのびている──誰だれかのマントが身体の上に掛けられていたので、リッカは安心して完全に気絶しているライカンスロープ型の男を恐る恐る見下ろす。

　──普通の『人』にしか見えないんだけどな……。

　だが彼は、『普通の人』ではないのだ。

　カークが、仕方がないとため息をついた。

「リッカ殿の前にこれ以上この男の醜しゆう態たいを晒さらし続つづけるのは忍びない。僕が『持って』いこう」

　カークのものであろう、男の上に被せられていた長いマントの端はしを、サッと引っ張る。そのマントが彼の背に戻った時には、リッカを襲った男は跡形もなく消えていた。

　まるで手品だ。

　呆あつ気けに取られて大きく目を見開いていると、カークはそんなリッカをちらりと見た。

「マレットさん、ありがとうございました」

　ライカンスロープ型の男と戦ってくれたのはカークだろう。危ないところを助けてもらい、リッカは上うわ擦ずる声で礼を言った。

　真まっ直すぐな長髪に、愁うれいを帯おびた青白く端整な横顔が、再びリッカを見下ろす。

　リッカは背がさほど高くないから、長身のカークと目を合わせるのは少々辛つらい。それでも首を伸ばして、もう一度感謝の言葉を伝える。

「……いや、特にリッカ殿に礼を言われるようなことはしていない。それより」

「それより？」

「あまり、魅力的な瞳で僕を見ないでほしい」

　無表情のまま、カークの頰が次第に赤みを帯びていく様を見てしまったリッカは、どうして赤くなるの？　とぽかんと口を開けた。

　すぐに我に返ったらしいカークは、そそくさとその場から去っていった。

「えーと……？」

「ねえレディ。『人』である君にはあまり理解できないことかもしれないし、人の世界では無礼になるのだろうけれど、ここでは、その美しい瞳でじっと見つめるのは控えてもらえるかな」

　──美しいって……。

　先刻からやたらと魅力的とか美しいとか賛辞を贈られるが、これまで十六年生きてきて、美少女だの可か愛わいいだの言われたことはほとんどない。自分が十人並みの顔立ちだということは十分承知している。だから立て続けにそんな褒ほめ言葉を投げかけられても、嬉うれしいというより居心地が悪くなるばかりだった。

　──まぁ……、ここは『普通の場所』じゃないものね。

　そう思い直し、リッカは残ったエルドレッドとガラテアへ、それぞれ頭を下げた。

「おふたりとも、助けていただきありがとうございました。……この学園のしきたりには慣れていませんので、迷めい惑わくをおかけするかと思います。なにとぞご容よう赦しやを」

「迷惑をかけているのはわたしたちの方だ。怖い思いをさせて本当にすまない」

「私からも詫わびますわ。『シングル』、私を……私たち『ダブル』を、どうか嫌いにならないで」

　美少女の手が伸びてきて、リッカのそれをぎゅっと握る。華奢な少女とかと思いきや、意外と力強い指だ。

「き、嫌いになんてなりませんよ」

　学院に来てまだ三日。そもそもまだよく知らない相手だし、嫌いというよりは……。

「怖こわがらないでいてくださる？」

「……」

　それは、……簡単にはうなずけなかった。

　助けてもらい、本当にありがたい。だがそんな相手でも、今もちょっとだけ怖い。

　だって彼らは──。

　背後にいたエルドレッドが、実に自然な仕草で、やんわりとリッカの肩を抱く。

　ぴく、と触れられた箇所が波打ち、エルドレッドはそれに気づいたに違いないが、何事もなかったように、ぽんぽんと叩たたいた。

「『シングル』──混じり気なしの人である君に、嫌われず怖がられず愛されるよう、わたしたち『ダブル』は現在勉強中だ。わたしたちは、レディが嫌がることは決してしないしもちろん怖がらせもしない」

「……は、ぁ」

　エルドレッドが顔をぐっと近づけてくる。と、前方にいたガラテアが握ったままだった手を引っ張り、リッカを引き寄せた。

「わたくしたちは清く正しく誰からも後ろ指さされず、人間世界で生きていきたいと、そう願って当学院に籍を置いているのです」

「……そ、ですか」

　バサバサの睫まつ毛げに縁ふち取どられた大きな瞳が、じっとリッカを見つめる。

　──すごい、色……。

　ピンクとオレンジ色の中間のような、夕焼け空にも似た色の瞳で見み据すえられると、ふいに心拍数が上がる。

　人ならざる者の、暴力的なまでの美しさだ。恐ろしいほどの吸引力に抗えず、ガラテアから目を離せずにいると、ふいに手を叩く音がした。

　その音に、ハッと我に返る。

「堕天使属性はまったくもって油断ならないね」

　目を瞬しばたたかせるリッカの腕を取り、エルドレッドはガラテアから引き離した。

　ガラテアとの距離は、ほんのわずかで、鼻先が触れ合いそうなほど近づいていたことにいまさらながら気づいてぎょっとする。

「私、堕天使の力など使っていませんわ。失礼ですわ、エルドレッド」

「おや、わたしの勘かん違ちがいか。申し訳ない」

　澄すました声で、謝あやまっているとは聞こえない謝しや罪ざいを口にするエルドレッドに、ガラテアは微かに眉まゆ根ねを寄せた。

「あの、わたし教室に戻りますね。ユージェニー様のことも気になりますし」

　助けていただきありがとうございましたと再び礼を言うと、そそくさとその場から立ち去る。

　──ああもう、関わりたくない。

「もちろん、一緒に参ろう」

「また先刻のライカンスロープのような輩やからがいないとは限りませんからね」

　足早に歩くリッカに合わせて、エルドレッドとガラテアも歩を進める。

　リッカは交互にふたりを見上げた。

　純白の学生服を身に纏まとうふたりは、これまでリッカが出会ってきた誰よりも美しい。だがこれは、ふたりに限ったことではなかった。先刻助けてくれたカークも、リッカを襲ったライカンスロープ型の男も、そしてユージェニーも、タイプは違えど際きわ立だった美貌である。

　──『ダブル』って、ほんと無む駄だに顔がいいのね……。

「レディ、そのように愁いある美しい横顔をあからさまに見せてはダメだよ。また先刻のライカンスロープ型のように追いかけられてしまう」

　と同時に、ふわりとベールが被せられた。

　ガラテアが身につけていたものだ。

「エルドレッドの言うとおりですわ。少しお顔を隠しましょう」

　紛まがうことなき美形ふたりに、美形ではない自分が美しいから顔を隠しましょうと言われる、この砂を嚙かむような虚むなしさ。リッカの胸の内をざらざらと刺激する。

　なんて茶番なの、いったいわたしのどこが美しいのよ、からかうのも冗じよう談だんもよしてと言いたいのは山々だが、リッカは辛かろうじて口を噤つぐんだ。

　それもこれも、この場所──この学院が特とく殊しゆだから。特殊な場所にいる彼らは、リッカにとっては特殊なのだが、彼らから見れば、リッカこそが異端であり、彼らにとって不思議な存在なのだ。

　リッカはただの人間だ。不思議な力など、欠片かけらも持っていない。だが彼らは──この学院にいる者たちは、リッカ以外全員が、人ならざる者、つまり人外、なのである。
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　現王より一代前の王の御み代よだったその頃、大陸の最東端にあるヒュアート王国とは反対の最西端側にある国が瓦が解かいした。その国には当時、人ならざる者──いわゆる魔物たちが多く住んでいたのだが、国がなくなったために他国へとどっと流入したのだ。

　その国から遠く離れたヒュアート王国にも、少なからぬ数の魔物がやってきた。

　魔女、妖精、ヴァンパイア、ドラゴン、狼おおかみ男おとこ──。当時のヒュアート王国の民にとっては、物語でしか見聞きしたことのない『人外』は脅きよう威いを感じる存在であり、積極的に関わりたいと思う人間は、そうはいなかった。

　ヒュアート王国や近隣の国では急きょ法整備が必要とされた。議論は重ねられ、『人外』の立ち入りを禁止し、完全に排はい除じよする国もあった。だがヒュアート王国が対『人外』に制定した法律はたったひとつだった。

『定住地を決め、戸こ籍せきをつくる。人に危害を加えず、人とともに暮らし、人同様に生きる』

　それができれば、ヒュアート王国は『人外』の存在も認め受け入れよう、と。

　要するに人も人外も悪いことをすれば罰ばつせられるが、法を守ってさえいれば、人外だからといって、過か剰じように縛しばりつけはしない、ということだった。

　かくしてヒュアート王国では『人外』──魔物の存在が、少しずつ見られるようになった。だが人の心は法律のようにはっきりとは決められない。

『人外』たちが、いくら人の世界に溶とけ込こもうと努力しても、その性しようゆえに、人とともに暮らすことは、容よう易いではなかった。

　どちらも大変なストレスを抱かかえることになる。

　十年ほどが経たち、この国では暮らしてはいけないと諦あきらめた『人外』は去り、中には人を傷つけ、強制的に国外退去を命じられたモノもいた。

　だが同時に、人と共存できた『人外』も、確かにいて、人との間に子を為なす『人外』もいた。子らは人と人外双方の血を引くため、『ダブル』と呼ばれるようになった。

　生まれ落ちたその時から、『ダブル』は『人外』の親の血を否定し、『人』として生きることを余よ儀ぎなくされた。そうしなければ、ヒュアート王国では暮らしていけない。だが幼いからこそ、力の制御は難しい。

　そこで当時の王位継承権第一位の王子──現在の王──の妻が提案した。

「『ダブル』の子たちを、人の世界で生きていけるよう、また無理なく力を制御する術すべを学べる場をつくりましょう」

　と。二十年前のことである。

　そこで創立されたのが、『ユーリアン学院』である。

　生徒は全員『人外』と『人』を親に持つ『ダブル』。教師は『人外』もしくは『ダブル』。

　つまり『ユーリアン学院』には、ひとりとして生きつ粋すいの『人』はいない。否いな、いなかった。

　──つい、三日前までは。










「なるほどそういうわけですか」

　スラリと長い脚を無む造ぞう作さに組み替えた目の前の男に、リッカは小さくうなずいた。

　ひとつ息をついて、一度だけ相手に視線を向けるが、すぐに目を逸そらす。

　見つめてはいられない……見つめていてはいけない、という思いに駆かられたからだ。

　相手の風体は、美形だらけの学院内にあって、さらに際きわ立だった美び貌ぼうの持もち主ぬしだ。

　プラチナブロンドの髪は微かすかな癖くせを描えがき、やわらかくうなじを覆おおっている。薄紫色の双そう眸ぼうに、長い睫まつ毛げ。真っ白な肌はだには、しみどころかほくろひとつ見当たらない。

　空恐ろしいほどの美しさは、まさに『人外』。

　リッカは内心深々とため息をついた。

　──ほんと……どこを見ても美形ばっかりでうんざりしてしまう。

　自分の容姿はもうしようがないし、十人並みとはいえ父ちち譲ゆずりの緑色の大きな瞳ひとみや母に似た黒髪はそれなりに気に入っていた。だがここまでキラキラした『ダブル』たちを見ていると、投げやりじみた気持ちが浮かびあがってきても仕方がないだろう。

　綺き麗れいに折り目のついたシャツと、黒に近い濃のう紺こんの上下のスーツを身につけた相手は、微かな衣きぬ擦ずれの音とともに椅い子すから立ち上がる。そして実になめらかな仕草で、リッカを覗のぞき込こんできた。

　うっ、と顔を背そむけそうになるのを辛かろうじて堪こらえる。

「リッカ・クレイトン」

　名前を呼ばれただけで、背筋が震ふるえた。

　──色いろ気け垂たれ流しすぎ!!　ていうか、これって『色悪』って言うんじゃない？

「な、なんでしょう、ナヴァロ先生」

「君もわかっていると思うけど、ここは本来人が来てはいけないところです」

　もちろんそんなことは最初からわかっている。

「ですが僕は君を歓迎しますよ。僕だけでなく、僕のクラスの生徒たちは皆君の存在をとてもありがたく思うことでしょう」

「……」

「当学院に来た彼らは、人の世界と断絶状態にある。なぜ彼らがこの学院に来たか、君は知っていますね？」

「……この国で、人と一緒に生きていくため、ですね」

「そのとおり。つまり彼らは人に対して基本友好的なんです」

　それは嫌いやというほどわかっている。

　彼らは皆、人にはない力を持っていて、その力を使えば、人なんて簡単に屈服させられるだろう。それをしないのは、力を使えば、この地で生きていけないからだ。

　三十年前に、魔物たちが暮らしていた国が滅ほろび、他国に流入してきた。リッカが暮らすヒュアート王国にも、だ。

　当時の王──現王の父──は、人と同じ暮らしができたらこの国で暮らしてもいい、とふれを出した。

　今、この学院にいる生徒たちは、人と魔物の間に生まれた二世……『ダブル』だ。

『ダブル』は人とともに、人と同じように、生きていかなければならない。自身が持つ力で、人に危害を加えてはならない。

　──生まれた時から持っている力を使っちゃいけないなんて、考えてみたら気の毒だとは思うけどね……。

　リッカが、目が見えるのに物を見てはいけないと言われたら、絶対困るし理り不ふ尽じんだと思うだろう。けれどこの学院の生徒たちは、不自由であることを選んだ。この王国で、人と生きることを選択したのだ。

「友好的というか、もっと言ってしまうと、人は憧あこがれの存在、もはや崇すう拝はいしている生徒もいます。人に慣れていない生徒も多い。人間世界に向かう前に、人と接する機会が持てるのは、彼らにとっては僥ぎよう倖こうでしょう」

　リッカは小さくため息をついた。

　教師ナヴァロの言うことは、身に沁しみて理解している。学院に来てまだ三日だというのに、先刻のように『ダブル』に追いかけられたのは、一度や二度ではないのだから。

　──だけど『人』ってだけで、こんな騒ぎになるとは……。

　見通しが甘かったと言わざるを得ない。

　学院に来るまで、リッカは実は、逆のパターンを考えていた。つまり、窮きゆう屈くつな思いをさせている人間に対し、憎にくしみとまでは言わないが、多かれ少なかれ屈くつ託たくを抱えているのではと、その思いゆえに、リッカは無視や排除をされるのではないか、と。

　ところがこの学院の生徒たちときたら、リッカが『人間』だというだけで、美しいだの君が欲しいだのと目の色を変える始末で、正直気が休まる暇ひまがない。

「学院を卒業したら、それこそ人なんてどこにでもいます。目の色を変える必要なんてない……って、ここに人間がわたししかいないから問題だってことはわかっています」

　思わず零こぼしかけ、だがすぐに自分の発言に首を振る。

「よくわかっていますね。君がユージェニー王女の侍じ女じよとしてこの学院に籍せきを置く限り、毎日こんなもんですよ」

　げんなり、と渋しぶい表情をすると、教師ナヴァロはおかしそうに笑った。

「生徒たちの気持ちは、僕にはとてもよくわかりますが」

　そう言うや、互いの距離を一気に詰めてくる。

「うっ」

　慌あわてて退いて、だが背後は壁だ。これ以上逃げられない。焦あせって顔を上げた鼻先に、ナヴァロの神か悪魔かというほどの美顔があって、クラッと眩暈めまいがする。

　──うわわわわ……。

「人とはなんと弱くそしてなんと愛らしい種なのでしょうね」

　うっとりするような笑みを浮かべ、ナヴァロがさらに近づいてくる。

「人にもわかりやすく譬たとえるならば、君はまるで蜜みつをたっぷり蓄たくわえた花、といったところかな。僕たち『魔物』や『ダブル』は、その蜜に抗あらがえない」

「や、えっと、ナヴァロ先生、抗いましょう！　学院の外に出れば、魅力的な人間はたくさんいます。わたしなんて雑草みたいなもんですから！」

「だがこの学院には、花は一輪しか咲いていない」

　ああ、そうだった……！

　どんなにみすぼらしい花でも、花は花。『魔物』や『ダブル』──つまり捕食者しかいない場に、『花』──被食者がいることが問題なのだ。

　背中を汗が伝う。

　焦っているのに、ナヴァロの薄紫色の瞳から目を離せない。眩暈がひどくなる。

　ナヴァロからふわふわと紫色の空気のようなものが漂ただよい、リッカを包み込もうとする。ひどく淫いん靡びなその空気を吸うだけで、リッカの全身から力が抜けてゆく。

　──これは、まずい、まずい……。

　リッカは糊のりで固定されてしまったような唇くちびるを、無理やり開いた。同時に叫ぶ。

「『インキュバス』の力を使うのは教師則違反ですよ、ナヴァロ先生！」

　叫んだ刹せつ那な、ふっ、とナヴァロから漂ってきていた淫靡な空気が霧む散さんした。リッカはその場にずるずると座り込む。

「おや、僕としたことが、無意識のうちに力を使ってしまった。すみませんね」

「……ナヴァロ先生。教師ともあろう方が、これでは困ります」

「重ねてお詫わびします。ふふ、僕も未熟者だ」

　ふふ、じゃないよもう……！

　文句を言いたいところを堪え、リッカは震える脚に力を込めて立ち上がると、そそくさと扉へと向かう。

「リッカ・クレイトン、この現状を打破したいのであれば、案をひとつ。ユージェニー王女に、魔法をかけてもらうというのはどうでしょう？」

「魔法を、ですか」

「そう。姿変えの魔法。君が人間に見えないように、です」

「断られました、……というか」

　学院に来て初めて『ダブル』に追いかけられた時に、魔女と人間の『ダブル』であるユージェニーに頼んだことがあるのだ。ところが、

『可か愛わいらしいリッカの姿を変えるなんてもったいないわ。そんなことしなくても、わたくしがあなたを、どんなダブルからも、必ず守ってあげる』

　そう胸を張ったのだ、あの王女は。

　だがそのあとでユージェニーはこう付け加えた。

『姿変えの術は、実は最高難度なの。もし間ま違ちがえてリッカを羽虫にしてしまったら申し訳ないですわ』

　と。

　──間違ったら、む、虫……？

　ぞっとして、それ以来リッカは姿変えの術のことを口にはしなかった。

「おや、そうだったんですか。魔女型は現在在籍していないから難しいですね」

「……」

「理事長がいらっしゃればそれも可能でしょうが、只ただ今いま出張中ですし」

　ピク、とリッカの肩が震えた。

「理事長、ですか……？」

「ええ、大たい概がいの魔法を使うことができる大魔女であり、ことに、姿変えの術は大の得意なのですよ。あのお方は」

　姿変えの術が大の得意。

　リッカはきゅっと唇を引き締めた。

「その気になれば、この世界を牛ぎゆう耳じることができるほどの力をお持ちなのです」

　会ったことはない、だが噂うわさでは恐ろしい力を持つ学院の理事長を想像して、小さく身震いする。

　──そんな大魔女を出し抜くことが、『人間』のわたしにできるのかしら。

　いや、できるのかしら、ではなく、やらなければいけないのだ。

「がんばってくださいね、リッカ・クレイトン」

　何もかも見み透すかすかのような薄紫色の瞳が、やわらかく微笑ほほえむ。

　どこもかしこも油断のならない人……いや、魔物とダブルばかり。

　学院生活をがんばってくださいと言っているようだが、どうしてもさらなる意味を考えてしまう。

　自分が相手に対し秘密を抱えているからそう思えるのだろうか。

　リッカは探るようにナヴァロを見やった。先刻のように、眩暈を感じることはない。

　無意識とは言ったが、絶対に意識して、インキュバスとしてのチャーム（魅み惑わくの力）を使ったに違いない。

　インキュバス、いわゆる淫いん魔まだ。

　あのまま力を使われていたらどんなことになっていたか、考えるだけでゾッとする。だがそんな内心を押し隠し、リッカはうなずいた。

　教員室から出ようと踵を返したリッカの背中に、ゆったりと穏おだやかな声が掛かる。

「そうそう、クラスメイトたちが君を守るべく守護団を作ろうとしているようですよ」

「……は？」

　思わず振り返ると、美び麗れいな顔に楽しそうな笑みを浮かべている。

「『人である君を狙ねらう輩やからからわたしたちが守ろう！』と盛り上がっているみたいです」

　この言い方からすると、先刻リッカを助けてくれた三人のうちのひとり、エルドレッドだろうか。

　顔をしかめたリッカを、ナヴァロは実に愉ゆ快かいげに見物していた。
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　ユーリアン学院の敷地内には、宮殿もかくやと目を瞠みはるような学舎をコの字に囲むように、東と西、北に建物がある。西側の建物が男子寮りよう、東側が女子寮、北が教師寮である。全寮制のため、生徒らは全員この寮で暮らしているのだ。

　現在男子寮には十二人、女子寮には八人が暮らしている。生徒の卒業は時間で区切られているわけではない。「これならば人の世界で暮らしていける」と教師全員から認められるまでは、卒業できない。入学の時期も年齢もバラバラだから、教師かと思ったら生徒だったということもわりとよくある。

　バラバラなのは、それぞれ力の発現した年齢が異なるためだ。

　大概は力が暴発したところでやってくるため、物心つく前からこの学院で生活している者も少なくない。長い間、外の世界から隔かく絶ぜつされる者がほとんどなのだから、『人間』に免めん疫えきがないのも仕方がないのかもしれない、が……。

　入浴を終え、あとはもう寝るばかりのリッカだったが、寝ね間ま着きではない。王女の侍女として、就しゆう寝しん寸前まですぐに動けるようにしておこうという心積もりからだ。

　鏡に映る自分の顔をぼんやり見つめる。

　──ほんと、どう見ても十人並みなのにねぇ。

　ユージェニーと同じ黒髪だが、あちらはゆるくウエーブのかかったロングヘアなのに対し、リッカのそれは癖のない真まっ直すぐな髪質だ。普段は肩下まである髪の両サイドをふんわりと後頭部まで編み込み、控えめな髪飾りでまとめている。

　洗い髪を乾かし、梳すいて整え終えてから、リッカは本棚に向かった。棚差しされている本は百冊ほど。すべて王宮の蔵書で、リッカが王女に頼んで借りている本だった。

「『姿変えの術』については、確か……」

　首を傾かしげつつ、何冊か手に取った。目的の本は三冊目で見つかる。

　立ったままパラパラとめくり、該がい当とうするページを見つける。

「生物を別の存在に変える『姿変えの術』は、たとえ術の対象が小さな虫であっても難易度が高い。魔法術段階中最難度の術である。魔女、魔法使いの中でも完かん璧ぺきに術を使えるのは数人程度である……」

　ソファに腰を下ろすと、さらに詳くわしく読み込もうとページをめくった。

　ところが。

「リッカ───！」

　突然大きな音を立てて、扉とびらが開けられた。廊ろう下かへと至いたるドアではなく、内扉だ。

「……ッ！　ユージェニー様、お目覚めになられたのですか」

　王女ともあろう者が、ふわふわの部屋着の裾すそをたくし上げて、リッカに突進してくる。その勢いのよさに目を丸くしていると、

「どこも怪け我がをしていない？　あの狼男から、ひどいことはされなかった？」

　細く長い指が、思いの外強い力で、リッカを頭から顔から腕からさすってくる。

「だっ、大丈夫です、大丈夫ですって……！」

　慌あわてて首を横に振りながら、クラスメイトに助けてもらったことを説明する。

「クラスメイト？」

「フィーランさん、マレットさん、ローズさんです」

「ドラゴンとヴァンパイアと堕だ天てん使しのダブルね」

　即座に返したユージェニーは、むむ、と眉み間けんにしわを寄せた。しばしの間何事か考え込んでいたが、やがて眉まゆと肩をしょんぼりと落とした。

「ごめんなさいね、リッカ。わたくし貴女あなたを守ると約束したのに、あんな大事なところで眠りに就ついてしまうなんて……」

「……」

「一日のうち十六時間は眠らないといけないなんて、本当に不便極きわまりないわ」

　ユージェニーは人と魔女のダブルだ。力が強大で、それをコントロールできていない今、極めて危険な存在でもある。長時間の睡眠は力を暴走させないために無意識のうちにおこなっているのではないか──と、説明されたことがあった。

　十六時間続けて眠り続けなければならないわけではないが、眠気は突とつ如じよとしてやってきて、そのまま昏こん倒とうしてしまう。

　一日のうち、起きていられるのはたったの八時間だ。授業は一日四時間から五時間だから（もちろん授業中も眠気に襲おそわれたら抗う術はない）、残りの三時間で食事、入浴その他日常生活に必要なことをすべてしなければならない。ユージェニー本人が言うように、不便なことこの上ない。

「リッカが無事で本当によかったわ。では、参りましょうか」

「……えっと、これからどこかへ行かれる、のですか？」

「ええ、そう」

　この王女様は、もう夜も更ふけているのですから、とリッカが反対するとは微み塵じんも思っていないらしい。

　ユージェニーは一事が万事、こんな調子だった。だがなぜ王女が即断即実行を信条としているのかは理解できる。何せいつ睡すい魔まが襲ってくるのかまったくわからないのだ。やりたいと思ったその時にやらなければ、次にいつできるかわからない。

　──って言っても……。

「さあ、行きましょう」

　そう言うや、ユージェニーはリッカの手首を摑つかむ。

「えっ、ま、まさか魔法使うんですか──!?」

「ええ、移動する時間がもったいないもの」

　ユージェニーが小さく何かを唱えた。リッカが理解できる言葉ではなく、それが魔法を発動させるための呪じゆ文もんなのだと気づいた時には、万力で引っ張られるかのような衝しよう撃げきと鈍にぶい不快感を覚え──次の瞬間には、自室から別の場所へと移動していた。

「……ッ！」

　短く鋭い呼吸が唇から零れ落ちる。そのままその場に膝ひざをついてしまいそうになるリッカを、手首を握っていたユージェニーがぐいと引っ張る。

「さ、到着しましたわ。あらリッカ大丈夫？」

「だ、……」

　大丈夫とか大丈夫じゃないとかいう問題じゃありませんよ！　わたしは普通の人間なんですから、魔法を使う時には使うってちゃんと事前に許可取ってください！　……とは、もちろん言えない。雇やとい主ぬしに暴言を浴あびせるほどの度胸はリッカにはなかった。

「……ここ、どこですか」

「お母様のお部屋の前ですわ」

「……！」

　壁には青色をメインにした重厚なタペストリーが掛けられ、同色の毛足の長い絨じゆう毯たんを敷いた廊下は、人が五人横に並んでも余裕があるほどの幅がある。

　青い光が洩もれ零れる角ラン灯タンが、等とう間かん隔かくに壁に掛けられていた。

　リッカたちが暮らす寮とはずいぶん趣おもむきが異なる。

「この学院に入学して三日経ちますが、お母様のお姿を一度も拝見していません。もしやお母様はご不在なのではと思って、来てみたのです」

「あ、ナヴァロ先生が、理事長は今いらっしゃらないと確かに仰おつしやっていました」

「あら、そうでしたの。……まさかあちら側が教えてくださるなんて思ってもみませんでしたわ」

　足音を吸収する絨毯の上をゆっくりと歩きながら、ユージェニーは小さく首を傾げた。

「この辺りに気配が……、あ、ありましたわ」

　ひらりと広がる袖そで口ぐちの先から覗く指先で、ユージェニーは壁をトン、と叩たたいた。

　と、ただの壁かと思っていたそこに、突如として扉が出現した。

「……すご」

　呪文を唱えることなく、魔法が使えるなんて、と目を見開いていると、ユージェニーはにこりと笑った。少し得意げだ。

「それほどでも。さ、入りましょう」

「え、っと、だいじょ……いえ、無断で入ってはまずいのでは」

「何を言っているの、リッカ。お母様がいないからこそ侵入する意味があるのですよ。なぜわたくしたちがユーリアン学院に入学したのか忘れてしまいましたの？」

「忘れてはいませんが」

　それと理事長──王女の母──の部屋に入るのと、どう繫つながるのか。

「お兄様が今どこにいるのか、何をしているのか、わかるかもしれないでしょ？」

　自信満々にそう告げるユージェニーだが、リッカは内心でいやいやまさかそんな単純にわかるはずが、と首を振ると、案の定だった。

「……何かしら」

　扉の先にあった部屋に、ユージェニーが一歩足を踏み入れた途と端たんに、ず、ず、ず……と王女の身体からだが床に沈み込んでいったものだから、リッカは仰ぎよう天てんして目を丸くする。

「ユ、ユージェニー様──!!」

「嫌だわ、どうしましょう」

「摑まってください！」

　リッカがしっかりとユージェニーの手首を摑んだが、恐ろしいほど重い。まるでユージェニーの足を、誰かが思い切り引っ張っているのではないかと首を傾げるほどに。

「うっ……！　ちょっ、重……！」

「ごめんなさいね、リッカ。わたくしドジをしてしまいましたわ。そうよね、お母様ともあろうお方が、部屋の入口にトラップを仕掛けていないなんて、そんなはずがなかったわ」

　すでに腰まで床に引ひき摺ずりこまれているというのに、冷静すぎてびっくりする。

　王族たるもの、どんなことがあっても焦ってはいけない、などと教え込まれているのだろうか。

「ユー、ジェニー様、魔法で、どうにかなりませんか!?」

　先刻〝跳んだ〟みたいに、と切れ切れにそう告げる。

「ああ、そうだわ。やってみますわね」

　明るい声が返ってきた。呪文が聞こえ、次の瞬間、ユージェニーの姿が消失した。

「えっ!?」

　まさか、また……!?

　この状況で、置いて行かれてしまった───ッ!!

　引っ張っていたユージェニーがいなくなったことで、リッカは廊下に尻しり餅もちをついた。ユージェニーが消えたのも尻餅も今日で二回目だ。もう本当に勘かん弁べんしてほしい。

「〝跳ぶ〟なら、わたしも連れていってくださいよ……」

　廊下に座り込んで、ため息をつきながらそろりと辺りを見回す。

「理事長のお部屋って、目くらましの魔法が施されていて配置図のどこにも記されていなかったはず……」

　そんな場所にひとり取り残されて、どうしたらいいのか途と方ほうに暮れる。だがリッカにのんびりしている暇はなかった。開け放たれた扉の先の部屋に目を向けるなり、ぎょっとしてあとずさる。

「ふぁっ!?」

　ユージェニーが消えた床から、黒く小さなものがもわもわと湧わき上がって来たのだ。

「何……、む、虫……!?」

　虫は、実は職業柄さほど苦手ではない。だが目の前を覆うほど大量の虫だ。怖おぞ気けが立つ。

　リッカは立ち上がるや、全力で走った。だが廊下が延々と続くばかりで、出入り口がどこにもない。

　この辺りに『仕掛け』があるのかどうかもわからない。

　ちらりと振り返ると、豆まめ粒つぶのような黒い虫が視界いっぱいを覆うかの如ごとくリッカに迫ってきた。

　さらに加速するリッカの目に、救いの扉が飛び込んできた。

　普段からリッカはどちらかといえば慎しん重ちような性質だ。ましてこの学院は、どこに仕掛けがあるかわからない、カラクリ屋や敷しきのようなものである。用心に用心を重ねなければならないのに、背後から迫りくる得体の知れない虫が、リッカの思考能力を根こそぎ奪った。

　扉のノブを夢中で捻ひねり、扉が開いた途端に、中に飛び込んだ。だがそこに、部屋はおろか床すらなかった。

「え」

　ガクン、という衝撃とともに、自分が落ちていく感覚を全身で感じた。




　あ、わたし、死ぬ。




　そう悟さとった。

　ただただ落下していく感覚のみだ。いつ地面に激突するのかまったくわからない。半ば意識を失いそうになりながら、ひたすら落ちていく時間を耐たえていると、そのあまりの長さに、次第に何かよからぬ魔法でもかけられているのでは、と恐る恐る下を見た。直後に、石いし畳だたみの地面が目前に迫っていた。

　やっぱりもうダメ。

　刹那、リッカの身体を抱き留める腕があった。

「……空から人が降ってくるとは、この学院はどこにいても気が休まらないな」

　低く、呆あきれたような声音に、リッカは腕の主の顔を慌てて見上げる。

「フィ、フィーラン、さ……？」

　灯あかりを頼りに見上げた相手は、日中にもリッカを助けてくれた、ウィーヴル（ドラゴン）型のダブル、エルドレッド・フィーランだった。

　リッカは小刻みに震えながら、小声で礼を口にした。それだけで今は精いっぱいだ。

　ふと、耳に水音が聞こえてくる。その音を聞くうちに、ようやく落ち着いてきた。

「……ここは」

「男子寮の裏庭だ」

　学院の敷地内には大小合わせて四つ庭がある。

　学舎前には白楽の間によく似た神々の彫刻がたくさん置かれた『神しん想そう庭園』。女子寮横手には宝石のように輝く石でできた様々な花のオブジェで囲まれた『花か輝き花か庭園』。教師寮脇は黒と白と灰色の石で幾き何か学がく的に組まれた『色しき削さく庭てい』。そして男子寮裏手には、人工の清水と小ぶりな噴水が四よ隅すみに据すえられた、『水すい波は流りゆう庭てい』。

　それぞれ特徴があるが、石造りであることは共通している。

　リッカとしては、庭といったら木や花に溢あふれた空間というイメージがある。だから花が一輪もない学院の庭を最初に見た時、ずいぶん違和感を覚えたものだ。ただ『水波流庭』だけは、好ましいと思っていた。

　水の流れるさやかな音が聞こえてきて、リッカはホッと息をつく。

　水波流庭に、ふたり以外ひと気はない。当然だ。普通ならばすでに就寝している時刻である。

　誰だれもが寝静まった夜更けに、彼は何をしているのだろう。

「なぜ、空から降ってきた？」

　その声がひどくぶっきらぼうだったものだから、思わず相手を仰あおぎ見みた。

　エルドレッド・フィーランといえば、リッカをレディと呼んで、まるで姫君のように扱う、今まで出会ったことのないタイプの美青年だ。

　甘い声と物語の王子様のようなやわらかな物腰のエルドレッドが、まるで別人（別人外？）のように見えて、リッカは大層戸と惑まどった。

「『シングル』？　何ボケッとしている」

「……あなた、フィーランさん、なの？」

　エルドレッドの、あまりにもいつもとは違う態度、そしてリッカを『レディ』と呼ばないことに不審を覚え、思わずそう問うていた。

　声の調子だけでなく、表情だって違う。メガネもかけていない。

　よくよく見れば、決定的に異なる部分があった。

　エルドレッドといえば、黒とガーネット色のオッドアイが印象的なのだが、その暗赤色の瞳が、もう片方の色同様、黒に変わっていた。

　だがその瞳は前髪にさらりと隠れて、すぐに見えなくなってしまう。

「あ」

　リッカはもう一度よく見ようと、エルドレッドへと手を伸ばした。それはまったく無意識の動作で、本当に黒なのか、それともただの見間違いなのか確かめたかっただけだった。だが寸前で、リッカの手を厭いとうようにエルドレッドが首を振った。

「なんだ」

「……目が」

「目？」

「あの、黒く見えたので」

　見えている方の目をうっすら眇すがめたエルドレッドが、驚くほど近く顔を寄せてきた。

「う……っ」

「なんだ、見たいんだろう？　間近でよく見ればいい」

「いっ、いえ、いいです、結構です！」

　鼻先が触れそうなほどの近距離に仰天して顔を背ける。だがエルドレッドはそれを許さず、さらに迫ってきた。

　──ちょっと───ッ!!

「遠慮するな」

　懸けん命めいに逃げようとするリッカの耳元で、低く囁ささやく。

　──フィ、フィーランさんって、ウィーヴル型だったはず……、なのに！

　どうしてインキュバス型の教師ナヴァロのようにぞくぞくしてしまうのかと、リッカはきつく目を閉じながら何度も首を振った。

　と、突然エルドレッドからの圧が、ふっと遠のいたため、少しの間を置いて、そろりと目を開けた。

　視線の先のエルドレッドは、リッカを小こ馬ば鹿かにしたように薄く笑っている。

「いくつだ」

「……十六歳、ですけど」

「ふーん」

　なんなのその『ふーん』は？

「なぜ、空から降ってきた」

　先刻と一字一句同じことを問われ、リッカは渋々ながら先刻のことを話す。

「扉を開けたら落ちた、と」

「そうです」

「〝全能の魔女〟とやらはイイ性格をしている」

　エルドレッドの頰ほおが皮肉げに歪ゆがんで、リッカはそんな相手をじっと見据えた。

　これまで接してきたエルドレッドとあまりにも印象が違っているために、未いまだ彼が別人（別人外）ではないかという疑いが拭ぬぐいきれない。

　もし同一人物であったなら、まるで性格が変わってしまったようではないか。

　勝手に『本物の王子様より王子様らしい』と思っていたから、なんだかちょっとショックだ。

「言っておくが、俺は正真正しよう銘めい、間違いなく『エルドレッド・フィーラン』だ」

　リッカの不審を看過したのか、あっさりそう言った。

　それは、ウィーグル型の特徴なのだろうか？　それとも彼だけ？

　とりあえずこの人格（人外格？）の方は『エルドレッドその二』と呼ぼうと内心そんなことを思っていると、

「で、俺おれはいつまであんたを抱えていればいいんだ？」

「え？　……！」

　うっかりしすぎだ。リッカは自分がまだエルドレッドその二に抱き上げられたままであることに、いまさら気がついた。

　地面に下ろすや、エルドレッドその二は頭からつま先までを見下ろしてくる。

「な、にか？」

「真夜中だというのに、これから舞踏会にでも参加するような装よそおいだな」

　揶や揄ゆするような言い方に、リッカは自らの衣服を見下ろした。

「これはユージェニー様に用意していただいた服で、わたしの趣味というわけでは……！」

　ドレスと見み紛まがうばかりのリボンやレース、ビーズ細工で飾られた『日常着』を渡された時、リッカは断固として受け取りを拒否したのだ。王女にとってはいつも身につけている『普段着』だろうが、この一着で十年分の被服費が賄まかなえるであろうほど高価なものだと知っている。とてもではないがこれを着て『日常生活』を送るなんて恐ろしすぎる。汚したり引っかけたりしたらどうしたらいいのだ。

　だがユージェニーにしてみれば、リッカはこの学院で唯ゆい一いつの味方である。リッカは自身の一部と見なしているのだろう。それゆえリッカを粗そ末まつに扱ったりみすぼらしい恰かつ好こうをさせたりなど、王女が許すはずもないのだ。

　──似合っているとは到底思えないんだけどね……。

　仕方がない。ユージェニーはリッカの雇やとい主ぬし。主の意向はできるだけ汲まねばなるまいと、泣く泣く受け取ったのだった。

「せっかくだから踊おどるか？」

「は？　せっかくってなんですか。なんであなたと踊らなきゃならないんです」

　何やら機き嫌げんがいいらしいエルドレッドその二に手を取られそうになったが、すんでのところで後ろに下がった。

「お助けくださり、ありがとうございました。では……！」

　再度礼を言うと、リッカは相手に背を向けて半なかば走るように歩きだす。

「おい、『シングル』」

「……？」

「今夜のことは貸しにしておく。あとで返せよ」

「──っ」

　にやりと笑ったエルドレッドその二は、本当に昼までの印象と百八十度違う。王子様のようだと思っていたのに、これでは町娘を恐きよう喝かつするチンピラのようではないか。

「わたしはなんの取り得もないただの非力な『シングル』ですから、この学院で貴方あなたに何かをお返しできるとは思えませんが……、その時が来ましたら、精いっぱいがんばらせていただきます」

　わざとへりくだってそう言うと、おかしそうに頰を歪めた。

「あんたなりのがんばりを楽しみにしている」

　リッカは今度こそ踵を返して足早にその場から去った。

　レディだの魅力的だの息を吐くように口にする今までのエルドレッドも正直うざかったが、その二の彼も非常に癇かんに障さわる。

　──あれってまさに、二重人格！

　ああもう本当に、とっとと任務を遂すい行こうして早く家に帰りたい……。

　こんな、自分とは異なる能力を持つ生き物しかいないところでは、気が休まる暇もない。

　リッカは女子寮へと向かいながら、細く長いため息をついた。

「リッカ！」

　女子寮の前まで戻ってきたリッカを迎えたのは、魔法でひとり〝跳んで〟いってしまったユージェニーだった。

「ああ、本当にごめんなさいね。わたくしとしたことが、あんな大事な場面であなたを置いていってしまうなんて……！」

『わたくしとしたことが』……って、つい先刻聞いたばかりだ。

　これから何度『わたくしとしたことが』を聞くことになるのだろう。

『ダブル』の王女は、自身の魔力を自在に使う術を習得していない。

　──ユージェニー様を頼りにするのは危険、危険……。

　それを肝きもに銘めいじて、自分でなんとかしなければ。そうでなければ、いつまで経っても家に帰れない。

　気を引き締めよう。

　──あの時うなずいたのはわたし自身だもの。

　これまでいただいてきた給金より、桁けたふたつ多い金額を提示されたうえに、将来自分だけでなく家族がお金に苦労することなく暮らせると確約してもらったら、何度人生をやり直しても、きっと自分はうなずいてしまう。

　だったら後悔するのではなく、とにかく任務を遂行し、一日でも早く家に帰れるよう尽じん力りよくしなければ。

「西の翼よく棟とうの庭園で働くリッカを見つけた時、なんだかとっても懐なつかしい気がしたのですわ。まるで、そう、運命の出会いのように。懐かしいというか慕したわしいというか嬉うれしいというか。だからリッカが一緒にこの学院に来てくれて本当に嬉しいのですわ」

「……そうですか」

　盛り上がる主に、リッカとしてはなんと返事していいのか言いあぐねる。

「リッカ、学院に来る前に誓った言葉だけれど、今ここでもう一度宣言いたしますわね」

「……」

「わたくしが、リッカを守りますから。そして魔力を完璧にコントロールできるようにし、かつこの学院内にいるであろうお兄様を捜し出し、城に連れ帰る」

　──そう、それがユージェニー様とわたしがなすべきこと。

　そのためにこの学院に入学したのだから。

「ということで、リッカ、まずはもう一度行ってみましょう」

「……行くとは、まさか、理事長のお部屋に、ですか？」

「もちろんですわ」

　本気……!?

　リッカは内心で激しく葛かつ藤とうする。ひとりきりにされた上に得体の知れない虫に追いかけられ、高い場所からいきなり落ちるという怖こわい目めに遭あったばかりのリッカとしては、今日はもうこのまま部屋に戻ってベッドに横になりたい。だが理事長が戻ってきたら、もう部屋に潜もぐり込こむなんてできないだろうし、目的を遂行できなければ家にも帰れない。

　先刻の自身の決意を改めて心に掲かかげ、リッカは決意を込めてうなずいた。

「わかり──ユージェニー様？」

　にっこり笑顔のまま、ユージェニーの身体が、ふらふらと揺れる。

　これは。

　慌ててユージェニーの背中側に回ったのと、ぷっつりと意識を失った王女が倒れるのはほとんど同時だった。

「うっ」

　ずしりと両腕に重みが掛かる。

　背後から覗き込めば、ユージェニーは再び眠りに就いていた。まだコントロールできていない魔法を何度も使ったからだろう。

「あーあ……」

　ユージェニーを支えながら、リッカは肩を落とす。

　魔力はあるけれど自在には使いこなせない眠り姫と、なんのとりえもない『シングル』。こんなふたりが、本当に任務を遂行できるのだろうか。

「……サディアス殿でん下か、いずこにおられるのですか」

　ため息を零さずにはいられなかった。
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「リッカ殿、危ない！」

「『シングル』！」

　授業中本を読みふけっていたリッカは、その声にぎょっとして顔を上げた。途端に目に入ったのは、硬かたい鱗うろこを持つ龍りゆうの尾だ。




　あ、今日もやっぱり死にそう──。




　凄すさまじい勢いで迫せまってくる尾を、漆しつ黒こくのマントがひらりとかわした。そしてほとんど同時に、力強い腕うでがリッカを引き寄せる。

「───、……ッ！」

「無事か、リッカ殿」

「は、……は、い」

　引き寄せた相手──ヴァンパイア型のカーク・マレットに、こくこくとうなずく。

「エルドレッド──!!　この程度で変化してどうするのですか！」

　続いて鼓こ膜まくにビリビリ響ひびくほどの怒ど声せいが耳に飛び込んでくる。ハッと顔を上げると、睡すい眠みん中のリッカの主あるじ、ユージェニーを庇かばったガラテア・ローズが、ウィーヴルに変化してしまったエルドレッド・フィーランを睨にらみ上げていた。

　龍の大きさは人間の五倍ほどもあり、普通の──人間の学校の──教室ならば、天てん井じようを突き破ってしまうだろう。だがそこは『ダブル』の学校である。変化も想定内ということで、誰だれがどんな形に変わっても大だい丈じよう夫ぶなように、一室がとてつもなく広くできていた。

　初めてこの教室『黄おう燦さんの間』に入った時、なぜこんなに広いのかと驚きよう愕がくしたが、これが理由というわけだ。

　だが、広いと言っても、大きな龍が自在に動けるほどではない。そこでウィーヴルになったエルドレッドが、立派な尾をブンブン振り回していた。

「なっ、何が起きたんですか……!?」

『シングル』の自分も授業に参加して──させられて──いるが、正直内容はリッカには関係ないことばかり。そのため授業中は読書に集中していたので、何がどうしてこんなことになったのか、まったくわけがわからない。

「ナヴァロ先生がウィーヴル型のエルドレッドの逆げき鱗りんにわざと触ふれてみたのだ」

「逆鱗に？　それって確か、龍の急所では……」

「何をされても人の世界では絶対に変化してはいけないからな」

「どれほどの怒りや痛みを覚えても、ドラゴン型──ウィーヴル型は特に変化してはなりません。人の世界であの姿になったら、一発で国外退去ですもの」

　カークとガラテアに交互に説明され、なるほどとうなずいた。

「だ、大丈夫なんですか」

　このままでは教室が破壊されかねない。

　と、言いかけたところで、案あんの定じよう、机を尾でふっ飛ばし、金きん模も様ようも美しい教室の壁に激げき突とつした。ミシ、教室全体が軋きしむ音がしたものだから、リッカは思わず教室の出入り口に目を向けた。

　ウィーヴル型のエルドレッドが、リッカたちを睨みつけてくる。その真紅の双そう眸ぼうに理性や人としての感情はうかがえなかった。

　完全にドラゴンと化しているように見えて、リッカは身ぶるいした。

「に、逃げた方が……」

　というか、今すぐに逃げるべき、と一歩下がったところで、その動きが気に障さわったのか、エルドレッドが分厚い爪つめを振り上げた。




　今日がわたしの命日──ッ!?




　一瞬で己おのれの死を覚かく悟ごする。

「ガラテア、王女を」

　そう言うや、カークがリッカを横抱きにすると、ふわりと宙に浮いた。

「わっ、わ……！」

　飛ぶなら事前に言って！　と叫びかけたリッカの隣となりには、今なお眠りこけているユージェニーを抱き上げたガラテアが、大きな灰色の翼つばさを広げて飛んでいた。

「……ッ！」

　──堕だ天てん使しの翼……。

　鳥のように羽ばたく金きん髪ぱつのガラテアは、堕天使というより天使そのもので神こう々ごうしいことこの上ない。さらに腕に抱いているのは絶ぜつ世せいの美少女であるユージェニー王女なものだから、さながら宗教画のようだ。

　緊急事態だというのに、うっかり見み惚とれてしまう美しさだった。

「リッカ殿、しっかり摑つかまっていろ」

　冷れい淡たんにも聞こえるカークの低い声に我われに返ったリッカは、すぐさま言葉に従う。

　失礼します、とひと言口にし、カークの首に腕を回した──ところで、いきなりカークが急降下したものだから、ぎょっとしてきつくしがみつく。

「ひゃ……！」

　すぐに落下はおさまったが、今度はふらふらしていて冷や汗が背中を伝う。

「びっ、くりした……」

「すまない、驚かせて」

「いえ、大丈夫です。あの、それよりマレットさんの方が大丈夫ですか」

　顔を覗のぞき込こんで、そっと問う。

「もう今のようなヘマはしない。しないがリッカ殿」

「はい」

「頼むからこんな間近で、僕を見ないでくれ」

「……」

　普段は蒼白なデフォルトのカークの頰ほおが、じわじわと赤く染まっていく。

「それから、確かにしっかり摑まっていろと言ったのは僕だが、あまりしがみつかれると、力が抜けてしまうからほどほどに摑まってほしい」

　本気で動揺しているらしいカークに、残念な人……ならぬ残念なヴァンパイアだなぁ、と内心で呟つぶやく。

　だがここで落下なんてしたくないから、カークから目を逸そらしかつほどほどの力で彼に摑まる。すると心底ほっとしたような息が聞こえてきた。

「ちょっとカーク、何をこそこそお話ししているのかしら？」

「何も話していな──」

「マレットさん、ローズさん、前……！」

　宙に浮かぶ二組が目障りだったのか、恐おそろしい勢いで再び尾が飛んで来た。すんでのところでそれを避けるも、今度は分厚い爪がリッカたちを襲おそう。

「ナヴァロ先生、どうにかしてくださいませ！」

　ガラテアがこめかみに青筋を浮かべながら叫ぶと、教室の隅でちゃっかり腰掛けていた担任教師が、ゆっくり立ち上がった。

「ガラテア・ローズ、僕をエルドレッド・フィーランの目の前まで連れていってください」

　そう言って優ゆう雅がに手招きする。

　ガラテアは言われた通り翼をはばたかせて床ゆかに下りると、ユージェニーを壁にもたれかからせる。そして今度は教師ナヴァロを軽々と持ち上げる。

　双眸が赤く染まったエルドレッドの目前までやってくると、ナヴァロは龍をじっと見つめ、にこり、と微笑ほほえんだ。

　その時、彼らの周りに、ふわんふわんと紫色の空気が漂ただよったような気がした。

　目の錯さつ覚かくだろうか？

　──いや、あれが、もしかしたらナヴァロ先生の力？

　見つめ合ったままその紫色の空気に触れるや、ドラゴンは一瞬で人の形に戻り、床にくずおれた。

「すごい……」

「チャームの力だ」

　──インキュバスって、もしかして最強？　あんな大きなウィーヴルにも力が通用するなんて……。

　ウィーヴルから人の形に戻ったエルドレッドは、一瞬気を失っていたようだ。だがすぐに覚かく醒せいすると、ナヴァロから差し出されたマントをさっと羽は織おった。

「大変失礼いたしました。──レディの前で変化してしまうとは、なんたる不覚。本当に申し訳ない」

　全ぜん裸らにマントのみという、普通だったら間抜けな恰かつ好こうだが、王子様然としたエルドレッドはそんな姿でも堂々としていた。だがよくよく見れば、その端たん整せいな顔が消沈しているようにも見えて、なんとも反応に困る。

「ええと、どなたも怪け我がをしていないようで何よりです」

　そうとだけ言うと、エルドレッドは少年のようにしょげた顔のまま、深く頭を下げた。

　昨夜の俺おれ様さまっぽいエルドレッドその二と目の前の彼が同じ人間……ならぬダブルだとはどうしても思えない。二重人格確実ね、とリッカはやれやれと肩を竦すくめる。

　と、ウィーヴル化したエルドレッドによってなぎ倒された机や椅い子すが、元あった場所に突然戻り、整然と並んだものだから、思わず声を上げてしまった。

「なっ、なんですかあれ……！」

　隣に立つカークの袖そでを摑んで引っ張った途端、急に強こわ張ばる気配がした。ハッとして長身のカークを見上げると、端整な顔が心底困ったように眉まゆ尻じりを下げている。

　──あ、触さわったらまずいのか。

「ごめんなさい」

「いや。……あれは、全能の魔女による術が発動したからだ」

「全能の魔女……理事長の、ですか？　今この場にいらっしゃらないのに？」

「学院全体に全能の魔女の術がかかっている。ダブルによって学院内を乱されたり破壊されたりした場合、術が発動され元に戻るのだ」

　カークが言うように、机や椅子だけでなく、ひびの入った壁も、みるみるうちに元通りになっていく。

「なるほど、すごいですね」

「全能の魔女だからな」

　全能──。

　つまりユージェニーの母である理事長は、なんでもできる、ということだ。

「では、今日の授業はこれで終了です。エルドレッド・フィーラン、一応医務室に行きましょう。歩けますか？」

「大丈夫です」

　うなずいたエルドレッドだったが、歩調は非常に危うい。あれは相当無理をしているとリッカですらわかるのに、ナヴァロはそうですかと返すと、さっさと歩いていってしまった。エルドレッドの表情は厳しかったが、それでも誰にも助けを請こうことなく、一歩一歩進んでいく。

「皆さん、また明日」

　ごきげんよう、と教師ナヴァロはにこやかに去ってゆく。

「ナヴァロ先生、少々質問が」

　ガラテアが純白の制服の裾すそを翻ひるがえしながら、教師ナヴァロに走り寄る。そして実にさり気なくエルドレッドの腕を掬すくい上げ、そのまま支えて黄燦の間から出ていった。

「ローズさんいい人」

「ダブルだ」

「あ、そうですね。堕天使型ということは、元々は天使様なんですよね」

　ふわふわの金髪に彫ちよう刻こくのように整った美しい横顔は、まさに絵画で見る天使そのものだ。

「元天使というのはガラテアではなく親が、だ。ガラテアはあくまでも堕天使と人間のダブルだ」

　カークはそう言い切ったあとで、わずかに逡しゆん巡じゆんするかのように一度言葉を切った。次にどこかひそめるような低い声で呟く。

「ガラテアには注意しろ。堕天使型は危険だから」

　──危険って何が？

　ヴァンパイア型のカークの方が危険のような気がしないでもないが、とりあえずそうですかと返しておいた。

「先ほどはありがとうございました」

　エルドレッドの尾から助けてもらった礼を再度言うと、吞のん気きに眠りこけている主へと目を向けた。

　さて、あの眠り姫をおぶって帰らなければ、と肩を上下させて準備運動をしていると、カークがユージェニーに近づき、ひと言もなく背負った。

「マレットさん」

「気にするな。行くぞ」

　有う無むを言わさず歩きだすカークに、慌あわててついていく。

「今日は僕の番だからな」

「〝僕の番〟って、なんの……」

　言っている途中で、あ、とひらめく。

　先日教師ナヴァロが言っていたではないか。

「『人である君を狙ねらう輩やからからわたしたちが守ろう！』と盛り上がっているみたいです」

　と。

　ほかのクラスの『ダブル』たちに、『シングル』だからと襲われるのは正直げんなりだ。

　それに、とリッカはよくよく考えてみる。

　──これは、情報収集のチャンスだわ。

　ダブルたちに追いかけられたり王女の世話に明けくれたりと、これまではここで生活していくだけで精いっぱいだった。だがこれからはもっとしっかりしなきゃ。

　学院入学四日目にして、ようやくちょっとだけ気持ちにゆとりが出てきたリッカだ。

　まずは調べやすい身近なクラスメイトから調査を開始しよう。このチャンスを有効に使うべきだ。

「お言葉に甘えますね。よろしくお願いします」

　殊しゆ勝しように頭を下げると、

「大したことではないのだから頭は下げずともいい」

　ぶっきらぼうな声が返ってきた。

　──と、とっつきにくい……。

　どう声をかけたらいいのか考えあぐねつつも、リッカはひとつ息をついて口を開いた。

「マレットさんは、いつこの学院に入学したんですか」

　まずは当たり障りのない会話から始めよう。

「半年前、だ」

「え、そうなんですか。失礼ですが、おいくつでいらっしゃいますか？」

「二十二だ」

「へえ、じゃあ、この学院では珍めずらしいんですね。多くの生徒が幼少の頃から在籍していると聞いたんですが」

「力の発現が遅かったからな」

「ではマレットさんも、力の発現後すぐに学院に入学したんですね」

　カークはこくりとうなずく。

「でも、じゃあマレットさんは人間に慣れているんじゃないですか？　それまで外で暮らしていたのだから」

「……」

　それまでひと言とはいえきちんと返してくれていたカークがふっつり黙だまり込こんだものだから、不思議に思ってカークを見上げる。

「マレットさん？」

「すまないがその質問には答えたくない」

　──あ、これが彼の地じ雷らい。

　リッカは心の内にメモする。

「……なぜ、僕のことをそんなに訊ききたがるんだ」

「え、……っと、ですね、せっかく縁えんあって同じクラスになったんですから、打うち解とけられたらいいなぁ、って」

　もちろん特別にカークに興味があるわけではない。だが、王子がどこにいるのか、どんな状態なのか、少しでもいいから手がかりが欲しいのだ。

　──全能の魔女は『姿変えの術』が得意ということは……。

　もしかしたら、今、目の前にいる『ダブル』が王子である可能性だってあるのだから。

「昨日きのうまでは怖こわがっていたように見えたが」

　内心ぎくりとしたが、それを面おもてに出すほどリッカは愚おろかではなかった。

「新生活にようやく慣れてきたんです」

　その返事に納なつ得とくしたのかどうかはわからないが、カークは、そうか、と小さく呟いた。

「打ち解けたあとどうするのだ」

「あと？　それは、特別に何をするというわけではないんですけど」

　──なんでそういうところ突っ込むわけ？

　このヴァンパイア型のダブルは、相当几き帳ちよう面めんで真ま面じ目めのようだ。そういうタイプは嫌いではないが、何に対しても真剣に取られそうで、冗じよう談だんひとつ言えない雰ふん囲い気きだった。

「そう難しく考えないでいただけたら嬉うれしいんですけど」

　リッカは敢あえてフランクな態度を取ってみた。普段あまり笑うことはないのに、意識して笑顔を向ける。すると途端にカークは、背負っていたユージェニーから手を離したものだから、王女はどさりと床に落ちてしまった。

「ユージェニー様ッッ!!」

　仰ぎよう天てんしてユージェニーに駆かけ寄よるが、相当の衝しよう撃げきがあっただろうに、未いまだ寝息を立てて眠っている。ただ無意識下で痛みを覚えたのか、微かすかに眉み間けんにしわが寄っていた。

「すっ、すまない！」

「あのっ、運んでいただいておきながら注文をつけるのは申し訳ないのですが、もう少し丁てい寧ねいに……！」

「本当に申し訳ない。もう決して落としたりしない。君の美しい瞳ひとみに誓ちかおう！」

　こんな時にまで賛さん辞じをするりと差し込んでくる相手に、リッカはぽかんと口を半開きにして相手をじっと見つめた。そのままついついカークに視線を固定していると、またしてもじわじわと頰が紅こう潮ちようしていく。

「……リッカ殿、すまない。何度も言っているが」

「あ、そうでしたね。ごめんなさい」

　と謝あやまりつつも、青白く端整な横顔が赤くなってゆくその原因が自分であることが、どうにもイコールで繫つながらない。

「でも、マレットさん、今後学院の外に出たら、人間なんてあちこちにいるんですよ。そのたびに僕を見ないでくれって言っていたら生活できなくなっちゃうと思うんですけど」

「……」

「ここではわたしは特殊な存在ですけど、外に出れば当たり前の、どこにでもいる人間です。だったら、見ないでくれって言ったり目を背そむけたりするんじゃなくて、わたしで人間というものに慣れてやろうっていう気持ちになれませんか？」

　カークは一度、ゆっくり瞬まばたきをした。

「や、余計なお世話かもしれませんけど、人間に慣れなきゃいつまで経たってもここから出られませんよ」

　別にカークが学院内に留とどまり続けようが外に出ようが、リッカにはまったく関係ない。

　特別扱いされて嬉しがるようなタイプではないのだ、リッカは。こんなふうに眩まぶしげに目を細められても戸と惑まどうばかりで、恐らく日を追うごとに、相当うざく感じてしまうに違いない。

「わたしで訓練してみましょう」

「……付き合ってくれるのか」

「いや、付き合うっていうか、わたしはユージェニー様の侍じ女じよなんですからそうそう一緒にはいられませんよ」

　途端にしゅんとする長身瘦そう軀くの男に、リッカはため息をつきたい思いに駆られる。

　そんな、リッカより頭一つ分以上大きなヴァンパイアのダブルに、子犬のような目で縋すがられてもと少々呆あきれつつ、小さく肩を竦めた。

「クラスメイトとして仲良くしましょうって言ってるんですよ。人間の他愛たわいないひと言でそんないちいちしょげないでください」

　うざいから、とは心の中でのみ告げ、意識して強めに、ポン、と腕を叩たたいた。カークはユージェニーを落とすことなく、だがぐっと踏ふん張ばる気配がした。

　どうやらリッカの言葉を実じつ践せんしようとしているようで、ずいぶん素直なヴァンパイア型だなぁと感心する。

『ダブル』なのだから、簡単に心を許したり人間と同様に扱ったりするのは危険だとわかっている。それでも、こんなふうに喜き怒ど哀あい楽らくがわかりやすいタイプは付き合いやすいのではないか。

　──油断するわけじゃないけど。

「マレットさん、ここまでありがとうございました」

　女子寮りようの入り口までユージェニーを運んでくれたカークに礼を言う。男子は基本的に女子寮には入れない規則になっているのだ。あとは寮母に手を貸してもらってユージェニーを部屋まで運ぶつもりだった。

「リッカ殿。……、……」

「ん？　ごめんなさい、よく聞こえなかったんですが」

「……カーク、と僕のことは呼んでほしい」

「……」

「それから、王女を部屋に戻したら、リッカ殿の時間は少し空あくのだろうか」

　──えーと、つまりこれは。

　カークが何を言わんとしているのか察して、リッカはどうしよう、と考えを巡めぐらせる。

「も、もしよければ、学院内を僕に案内させてくれ。まだ行っていないところがあるだろう？」

「あ、そう、ですね。──わかりました。お願いできますか？」

　いつ眠ってしまうかわからないユージェニーと行動を共にするより、カークの方が動きやすい。

　即座にそう判断し、うなずいた。するとカークは、二十二歳という年齢にそぐわない、まるで少年のような表情でうなずき返した。




　寮母は軽々とユージェニーを背負い運んでくれる。後ろから支ささえつつついて行きながら、リッカは、ふと思いついた疑問に、首を傾かしげた。

「……そういえば、ヴァンパイア型って、お日様に当たっても大丈夫なのかしら」

　学院と寮は渡わたり廊ろう下かで繫がっている。屋根がついているため、直射日光に当たるわけではないが、日中は日の当たらない場所でじっとしている、というのがリッカのヴァンパイアのイメージだった。

　ダブルだからその辺りは大丈夫なのかなと思いつつ、ユージェニーを部屋のベッドに寝かせ、カークと出掛けるとメモを書いてから、すぐに寮入り口にとって返した。

　だが階段を下りて寮の外を見た途端に、大きく目を見開いた。

　カークは日陰ではなく燦さん々さんと日の降ふり注そそぐ場所に、わざわざ出ていたのだ。

「……あの、マレットさんって、お日様に当たっても大丈夫なんですか？」

　驚きつつそう声をかけると、振り返った顔になおも仰天する。

　カークの顔が、日に焼けたという表現では追いつかないほど真まっ赤かになっていたのだ。

　リッカは思わずカークの腕を摑むと、屋根の下まで引っ張った。

「何してるんですか!?」

「日につ光こう浴よくだ」

「はっ!?」

「僕はヴァンパイアの血を厭いとうている。ヴァンパイアの苦手とするものを必ず克こく服ふくしようと日々努力しているのだ」

「いや、日光浴はまずいでしょ!?　溶とけちゃったらどうするんですか！」

　想像してゾッと身を震ふるわせる。

「溶けることはない。これは鍛たん錬れんなのだ」

「鍛錬？　体質って鍛錬で変えられるものなんですか？」

「体質？」

「体質のようなものでしょう。生まれた時から持っているものなんですから」

　なんなのこの人……ではなくて、『ダブル』は！

「僕は人間世界で生きていくためには、この日光嫌いも克服しなければならないと常に考えている。だから日が出ている時も敢えて避けたりせず、こうして日に当たる努力をし続けているのだ」

「努力の方向間違ってますって！　それで身体からだを壊して、最悪死んじゃったらどうするつもりですか」

「死ぬことはない。ただ灰になるだけで」

「灰──ッ!!」

　溶けるんじゃなくて灰になっちゃうの!?

「そうだ。灰となって世界に降り注ぎ、そうして大地と同化するのだ」

「何詩人みたいなことおっしゃっているんですか。それは死ぬってことでしょう」

　この『ダブル』が何を言っているのかさっぱりわからない、誰か通訳して、と本気で呆れてカークを見上げていると、次第に顔から赤みが引いてきた。ホッと安あん堵どしていると、今度は別の意味で赤くなっていく。

「……リッカ殿」

「わたしの視線くらい我が慢まんしてください。これも『鍛錬』のひとつだと思って」

「それは、そうだ、が……、心臓の高鳴りが自分でも恐ろしいほどで」

　そんな思春期の少年のようなことを言い出す。

「鍛錬と思って」

「……」

　恨うらめしげな顔をされても、リッカはもう放っておくことにした。

「マレットさん、案内お願いします」

「……わかった。どこに行きたい？」

「青せい煉れんの間ってありますよね。そこに行ってみたいんですけど」

　ユーリアン学院の学舎は一棟とうで、別棟はない。宮殿にそっくりなつくりになっていて、通常授業をおこなう教室のほか、変化が大きくなるタイプの『ダブル』がいたら、暴れる可能性があることも踏まえ、広い教室に移動する場合がある。今日の授業は教科書を使ってのものではなく、実践がメインだったので、本来の教室ではなく、広く、天井も高い黄燦の間でおこなわれた。

　移動教室は『○○の間』と呼ばれ、六部屋ある。リッカがこれまで行ったことがあるのは、昨日ライカンスロープ型に追いかけられて逃げ込んだ白はく楽らくの間と、今日の授業の教室のふた部屋だ。

「青煉の間は水生型のダブルが利用する教室だ。僕たちクラスのメンバーでは使う予定はないが」

「昨日のようなことがないとは限らないので、すべての場所を確認しておきたいんです」

　というのは建て前で、昨夜〝跳んだ〟理事長の私室が、青の色で占しめられていたから、もしかしたら『青』の文字が入った青煉の間なのではないかと思ったのだ。

　勘かん違ちがいだったとしても、カークに言ったことは噓うそではない。

　──ここでは何があるかわからないものね。

　備えあれば憂うれいなし、だ。

　カークは少しばかり躊ちゆう躇ちよしていたが、すぐにわかったとうなずいた。

　なぜカークが躊躇したのか、リッカはこのあとすぐに知ることになる。




　配置図のみの知識だが、青煉の間は白楽の間と同じくらいの広さだ。

　青煉の間では授業が少し前に終わったようで、ちょうど別のクラスの生徒たち三人とすれ違う。まだ別のクラスの名めい簿ぼを手に入れていないのだが、ひとクラスは三人から五人程度らしい。全員が自身の力を制御できない『ダブル』なのだから、担当教師の負担も考えて、この数なのだろう。

　彼らの視線がリッカへと向かう前に、カークが手を引いて見えないようにしてくれたうえに、さっさと青煉の間へと入ってしまう。腕を引かれたリッカも、半なかば走るようにして入室した。

「わ、……すごい」

　青煉の間の床には、まるで水底のような美しい模様が、壁に目を転じれば、実物さながらの波しぶきの絵が描えがかれていた。

「水生型のダブルが使う教室って聞いていたので、建物の中に川でも流れているのかしらなんて思っていました」

　冗談のつもりでそう言ったのだが、実際はさらに上をいくものだった。

　青く澄すんだ水みな面もを思わせる床が、ふいに、本当に流れる水のように、ゆらりと揺らぐ。

「……ん？」

　見間違いかしら、と首を傾げてじっと視線を注いでいると、硬いはずの床が突然隆りゆう起きし、天井に至いたるほど水しぶきが上がったのだ。

「──ッ!!」

　仰天するあまり、限界まで目を見開き、口を大きく開けたまま噴ふき上あがる飛沫しぶきを見上げると、キラキラと輝く銀色の何かが目に映る。

　目を凝こらすまでもなく、その正体に気づく。

「魚、じゃなくて、にん、ぎょ……？」

　銀色の何かとは、尾びれの鱗だ。初めて見る、明らかに人のものではないうねうねと長い青い髪、そして同色の瞳は、美しい湖面を写し取ったかのような色をしていた。

　尾びれが左右に振れ、リッカの顔に水すい滴てきがパラパラと降り落ちてきて、ようやく我に返った。

　大きな音を立てて、床、というか水の中に潜もぐる人魚を目で追ったリッカは、寄せてきた波が足先まで迫ってきていることに気づいた。

「マレットさん、出ましょう！」

　床が水面になってそこから人魚が飛び出てくる教室だなんて、リッカの想像の埒らち外がいだ。確かにここは『ダブル』の学校で、いろんなタイプのダブルがいるのだろうが、まさか人魚のダブルまでいるとは……！

　入ってきた扉に向き直ろうとしたリッカだが、その場から動くことができなかった。腕を摑んでいるカークが、一歩も動かなかったからだ。

「マレットさん、どうしたんですか!?」

　なぜ動こうとしないのか、見上げると、カークの顔色が尋じん常じようではなかった。青白い普段の色どころか、色を失って白くなっていたのだ。

　これは自失しているのか、とリッカは強く腕を引いた。それでも動かない。

　──どうしちゃったの……!?

　無理やり引っ張っていこうにも、杭くいで固定されているかのように微動だにしない。そうしているうちに水はどんどん押し寄せてきて、くるぶし辺りまで濡ぬれている。

「マレットさん……！　カークさん!!」

　精いっぱい背伸びをして、カークの耳を引っ張ると、大声でカークを呼んだ。するとバネ仕掛けの人形のようにびくりと肩が跳ね、そしてぎこちなくリッカを見下ろしてくる。

「リ、……ッカ、殿」

「どうしたんですか、……いえ、話はあとです。早くここから出ましょう！」

　カークは微かに眉根を寄せると、首を横に振った。

「え、なんでですか」

「動けない」

「どうして!?」

「……ヴァンパイアは、流れる水を渡れないの、だ」

「ええッ!?」

　リッカはここに来るまで、そして来てからも、学院のことや『ダブル』のことを調べてきた。ヴァンパイアに関しても、本に目を通した記憶がある。

　その中に、水が苦手、と表記されていただろうか？　……覚えていない。

「流水の中を、泳いだり、渡ったり、できない」

「……ヴァンパイアって、意外と弱点多いんですね」

　日の光や炎ほのお、香りの強い食べ物なども、確か苦手であると書いてあったような気がする。

「リッカ殿だけでも、外に出ろ」

「流水が苦手というカークさんをここに置き去りにして？」

「よい機会だから流水に負けぬよう今から鍛錬をしようかと」

「そのまま水に流されて溺おぼれちゃったらどうするんですか」

「それもまた僕の運命ということだ」

　学院の教室内で水に溺れて逝せい去きよだなんて、リッカだったらそんな死に方お断りだ。

　リッカはふっと息をついた。

「カークさん」

「……？」

「カークさんが、鍛錬して苦手なものを克服したいって思う理由は、人間世界で生きていきたいからですよね？」

「そうだ」

「だったらそうやって、召めされるのも運命って言う前に、とことん抗あらがうべきじゃないんですか？　わたしにはただカッコつけているようにしか見えないし、全然カッコよくないんですけど」

　カークの目がじわりと見開かれた。

「死んだらおしまいなんですよ。あっさり諦あきらめる前にもっと生きる努力をしてください。とりあえず今は、わたしを外に出すのではなく、わたしを頼ってください」

　自分だけ逃げて、カークの身に何かあったら寝覚めが悪いではないか。

　リッカは両手を伸ばした。

「……？　リッカ、殿？」

「全力で引っ張りますので、両手を繫いでください、ていうか繫ぎますね」

　すでにふくらはぎまで水かさが増している。これ以上増えたらリッカだって動くに動けない。強引に両手を繫ぐと、白かった顔色に、わずかに赤みが差す。

「引っ張ります！」

「うっ」

　上半身が前のめりになる。そのままリッカに向けて倒れかかりそうになり、それを全力で避けようとしたらしいカークが、一歩、進んだ。まったく動けないと言ったのに、一歩とはいえ歩を進めることができたのだ。

「カークさん、その調子です」

　少しずつ、少しずつ進んでいく。進むうちに水はどんどん水位を増してゆく。膝ひざまで浸つかると、リッカの動きも鈍くなってゆく。それでもようやく扉とびらの前までやってくることができた。

「あと少しで……ふあっ!?」

　突然足を何者かに引っ張られ、リッカは水の中に引ひき摺ずりこまれた。

「リッカ殿!?」

「～～～ッ!!」

　突然の出来事にパニックに陥って、水の中で手足をばたつかせる。だが何者かの指は足首に巻きついて離れない。

　──な、な……!?

　澄んだ水の中、リッカは目を開ける。すると眼がん前ぜんに、にぃ、と微笑む水生生物の顔が迫ってくる。

　人魚……！

　先刻水しぶきを上げて跳び上がった、青い髪、青い瞳の人魚型のダブルに違いなかった。

　驚きのあまり叫びかけたリッカは、途端に大量の水を飲んでしまって、そのまま目を回しかけた。

『おやまあ、見間違いではなかった。シングルではないか。なんて可か愛わいらしい！』

　相手が人魚型だからだろうか、水中であるにもかかわらず、不思議なことに、はっきりと声が聞こえてきた。

『ん───ッ!!』

　水を飲んで、息もできなくて苦しくてたまらない。

『僕だけ居残り授業で退たい屈くつしていたんだよ。ねえシングル、僕に付き合ってくれる？』

　何か言っているが苦しくてまったく理解ができない。このままでは本当に溺れて、カークではなく自分が召されてしまう。

　動けないカークがリッカを助けられるはずもなく、自力でどうにかしなければならない。だが人魚のダブルはリッカが……人間が息をしなければいけないことをすっかり忘れてしまっているようで、上じよう機き嫌げんに鼻歌を口ずさんでリッカをぐんぐん引っ張っていく。

　だがその時、人魚のダブル以上に強い力で上へと引っ張り上げられた。

『～～～ッ!!』

　痛みは一瞬だった。水の中から引き上げられた刹せつ那な、盛せい大だいにむせながら息を貪むさぼり吸う。

「リッカ殿、大丈夫か!?」

　声は、カークのものだった。

　それを不思議に思う余裕もなく、ひたすら呼吸を繰り返していると、

「ヴァンパイア型!?」

　自みずから顔を出した人魚が、驚く声をあげる。ようやく落ち着いたリッカは、そろりと顔を上げた。助けてくれたのは、流水を渡ることも入ることもできないカークで、リッカは彼の腕の中にがっちり囲われていた。

「リッカ殿、大丈夫か？」

　まったく同じ言葉を二度かけられ、リッカは小さくうなずく。

「あの、……カークさん、と、飛んでます？」

　ああ、とカークはうなずく。

「リッカ殿の励はげましのお陰だ。──正直流水は恐ろしく身体の芯しんに力が入らぬが、……僕はヴァンパイアではなく、ヴァンパイアのダブルなのだから」

「ヴァンパイアァァ！」

　人魚が盛大に跳ねて眼がん前ぜんまで迫ってきた。それを宙に浮かぶカークはリッカを抱かかえたまま避け、そして一気に扉とびらの近くまで飛んだ。だが人魚の泳ぐ速度も速い。カークが出入り口に到達する前に回り込んだ人魚は、扉の前でジャンプする。

「どけ」

　カークは冷淡な声でひと言呟くと、リッカを片方の腕だけで支え、もう片方の手で人魚の横面を容よう赦しやなく叩いた。

　人魚はその一発でのびて水中に落ちてしまった。その直後、波打つ水面は一瞬で床に戻ったものだから、リッカは目を瞬かせた。

「床が……」

「人魚型が気を失ったから戻ったんだろう。──見るな」

　人魚はどうなったのか気がかりで視線をさまよわせると、カークに止められた。

　なぜ、と首を傾げると、

「人の型に戻っているからだ」

「えっと、……つまり」

　──この前のライカンスロープ型と同じってこと？

　全裸でのびているのだとしたら、と想像して、リッカはぶるぶると首を振った。

　カークは床に降り立つと、そのまま目の前の扉を開け、無事青煉の間から外に出る。

「……カークさん、ありがとうございます。助かりました」

　偉そうなことを言いながら、助けてもらったのはリッカの方だった。

「礼を言うのは僕の方だ」

「？」

「リッカ殿の叱しつ咤た激げき励れいのお陰で、流水を克服することができた。本当にありがとう」

　カークはリッカの手を握ると、微かに力を込めてくる。

　青白い顔はほんのりと赤く、それはもはやリッカには見慣れた顔色の変化だ。

　そんな礼を言われるほどのことをしたとは思えないので、なんとも居い心地ごこちが悪い。だがカーク自身が苦手なものを克服できて嬉しそうだからいいか、とリッカはうなずいた。

「手助けができてよかったです。……それにしても青煉の間って、すごいですね」

「水生型のダブルは、普段は人型を取っているが、ずっとそのままではいられない。だができるだけ水生型に戻る頻ひん度どを少なくして、人の生活に沿う形を長くしていくよう訓練が必要なのだ。──もう授業は終わったと思って油断した」

「……そうなんですね」

　悪いた戯ずら心ごころで水に引きずり込まれたことに対しては少々立りつ腹ぷくするが、人間世界に合わせて、人魚の姿でいる時間を減らすなんて気の毒でもある。

　そんなことを考えていると、続けざまにくしゃみをしてしまい、次いで寒気を覚える。

　そうだった。全身びしょ濡れだった、と震えていると、カークがマントをかけてくれた。

「あ、ありがとうございます」

「いや、早く寮に戻ろう。体調を崩しては大変だ」

　そう言うやリッカを横抱きに抱えると、勢いよく飛んだ。

「わ、わ……！　大丈夫ですので、もう少し速度を緩ゆるめてください！」

　途端にスピードが落ち、慎しん重ちように空を飛ぶ。
















「リッカ殿、今日は青煉の間しか行けなかったが、また僕に学院内を案内させてほしい」

「あ、こちらこそお願いします」

「それから」

「はい？」

「……これからも僕に、リッカ殿を守らせてほしい」

「えーと、あんまりご迷めい惑わくをお掛けしたくないんですが、もし何かありましたらよろしくお願いします」

「任せてくれ」

　女子寮に到着すると、カークは早く温まるようにと、いつもより少しやわらかな声こわ音ねで告げる。

「ありがとうございます」

「リッカ殿」

　踵きびすを返しかけたが、呼ばれて向き直る。

「カークと呼んでくれてありがとう」

「……あ、いえ」

　特に意識して呼び名をチェンジしたわけではないのだが、心なしか嬉しそうだ。

　柔にゆう和わな表情を向けられ、リッカは大層戸惑う。

　──な、なんていうか、猛もう獣じゆうに懐なつかれた？　みたいな気分……。

　正直ヴァンパイアなんて聞けば、人間の血や精気を糧かてとして生きる恐ろしい魔物とイメージする者がほとんどだろう。それなのに日光浴をして苦手克服をするのだと妙なことを言ったり、意外なほど弱点が多かったり、情けないというかどうにも放っておけない面もある。恐ろしいはずのヴァンパイア型にすっかり慣れてしまった自分に気づいて、そんな己にこそ戸惑っていた。

　カークの微笑はすぐに引っ込み、一瞬リッカを見つめると、男子寮へと帰っていった。




　部屋に戻ると、ちょうどタイミングよくユージェニーが起きていた。

「リッカ、今から迎えに行こうと思っていましたのよ。……どうしたの、びしょ濡れではありませんか……！」

「えっと、はい実は……」

「ああ、お話はあとで聞きますわ。先に入浴して温まりなさい。ゆっくりね」

　浴室まで引っ張って行かれたリッカは、ユージェニーを待たせるわけにはいかないと、大急ぎで風呂に入った。

　短時間で出てきたリッカに、ゆっくりと言った主は少々不満げだ。

「制服が……、ありがとうございます、ユージェニー様」

　びしょ濡れだった制服が、綺き麗れいに乾いている。ユージェニーが魔法で乾かしてくれたのだろう。礼を言うと、王女は得意げに笑った。

「リッカ、お茶を淹いれてちょうだい。一緒に聞いてもらいたいことがありますの」

　なんだろうとは思ったが、問うことはせず、リッカはすぐにうなずいた。

　手早く茶の用意を済ませ、ユージェニーの部屋に入ると、そこにいたモノに驚いて思わずトレイを落としそうになった。

「ユージェニー様、そ、それは？」

　ユージェニーの部屋着の膝の上に、漆黒の動物がちょこんと座っていたのだ。

「わたくしの使い魔ですわ」

「……使い、魔……ですか」

　黒猫に黒の翼のついたそれに、リッカの目がくぎ付けになる。

「リッカ、座ってちょうだい」

　向かい側のソファを勧すすめられて、躊躇するのも一瞬、はい、とうなずいた。

　侍女のリッカは王女との食事は当然別と思っていたのに、ユージェニーは入寮一日目からともに食事をするのですよ、と当たり前のように言ったのだ。

　パタパタと翼を羽ばたかせた黒猫は、金色の瞳でじっとリッカを見つめる。翼さえなければ、辺りにいる猫にしか見えない。

「ああ、やっぱりリッカの淹れたお茶は美お味いしいわ」

　ユージェニーは満足そうにそう言うと、膝に乗せた使い魔を見み据すえた。

「宮殿内のことについて報しらせを持ってきてくれたのよ。一緒に聞きましょう」

「報せを」

　使い魔は口を開く。

【ユージェニー殿下、お姉ちゃん、こんにちは】

「……ッ!?」

　使い魔の口から出てきた、聞き覚えのありすぎる声に、ソファからずり落ちそうになる。

「えっ、え……!?　あの、ユージェニー様!?」

　ユージェニーはまるで悪戯が成功した幼女のように、にっこり笑った。

「貴女あなたの妹に宮殿で起きた出来事を報せてくれるようにとお願いしていましたのよ」

「あの、フロラは……、妹は全寮制の高等女学院に入学しているはずで……！」

　それが、リッカがユージェニーの侍女としてついてくる際かわした約束事のひとつだったはずだ。

　リッカより六歳年下の妹、フロラは、とにかく頭がいい。だが父を亡なくし、母は病気がちのために、王都にある女学院に妹を入学させる手段は、クレイトン家にはなかった。

【あ、お姉ちゃん、最初に言っておくけれど、あたし女学院の入学を保留にしているから。もちろん寮にも入っていないし、家でお母さんと一緒に生活しているわ】

　リッカの声は聞こえていないようなのに、こちらがなんと叫ぶか計算したかのような、フロラの説明だ。

「お、お母さんも？　療養所に入院するはずが……」

【お母さんと一緒に、お姉ちゃんの帰りを待っているから。無事帰ってきたら、遠えん慮りよすることなくあたしは全寮制の学校に入学して、お母さんは療養生活に入るって】

　こちらの複雑な心情など知ったことではないとばかりの、冷静かつどこか楽しんでいるかのような声だ。リッカは肩を落とした。

【ユージェニー様、報告が遅れましたこと、お詫わび申し上げます】

【宮殿内がずっとざわついていたので侍じ従じゆう長ちように訊たずねてみましたら、元王妃が宮殿に戻られているとのことです】

　──侍従長から聞いた……って。

　なぜ妹が宮殿に出入りしているのかわからないし、フロラと侍従長がどこで繫がったのかも、想像すらできない。

「お母様が、宮殿に？」

【王様は行方ゆくえ不明のサディアス王子の件について、元王妃と直接話し合いたいと打診していたのだけど、ずっと拒否されていたそうです。ですが今回ようやく話し合いの場が持たれたとうかがいました】

「……」

【明日より三日間、おふたりは東の別邸に向かわれるとのこと。その後一日宮殿に滞在、翌日に学院に戻られるそうです】

　なるほど、だから元王妃……学院の理事長の姿が見えないのだと納得する。これはヒュアート王からの援えん護ご射撃だ。

　元王妃を引き留めておくから、『全能の魔女』こと理事長がいないうちに、サディアス王子を見つけろ、という。

　使い魔を通してフロラの報告は、簡単な挨あい拶さつののち、あっさり終わった。

「お母様が宮殿に向かうなんて……。何かしら、何かもやもやするわ。お父様、わたくしに隠し事でもしているのかしら」

　ユージェニーは小さく呟いた。

「わたしは単純に、王が援護してくださっているのだと、そう思いました」

「ええそうね。リッカの言うとおりだわ。猶ゆう予よ期間がはっきりわかったのだから、その間になんとか解決しましょう」

　ユージェニーは手元に置いていた小さな革袋から、キラキラ輝く宝石を一粒取り出すと、膝の上の使い魔の口にそっと入れた。ご褒ほう美びのようだ。使い魔は満足そうに一度鳴くと、トロンと姿を消した。

「ナヴァロ理事長代理にお願いして、この学院にいる全員の名簿をいただきましょう」

　寮母や料理人、学院の用務員等、全員ね、と続ける。

「ナヴァロ先生に、ですか」

　確かに理事長がいない間代理を務めるナヴァロだが、リッカは彼が少々苦手だ。インキュバス型というだけでなく、彼にはすべてを見み透すかされているように感じる。

　リッカとユージェニーが学院に入学した理由も、わかっているに違いない。正直なところ、教えてくれるか甚はなはだ疑問だった。




「生徒及び教員及び使用人の名簿。……ええ、構かまいませんよ、どうぞ」

　ユージェニーの求めに、教師ナヴァロはごく軽くうなずくと、簡単に学院内にいる教師生徒ほかすべての人……ならぬ人外及びダブルたちの名簿を差しだした。だがユージェニーが受け取ろうとしたところで、サッと引かれる。

「名簿をお渡しする代わりに、僕の頼みを聞いてくれますか、ユージェニー王女？」

「……なんですの」

「貴女の侍女を僕にお貸しいただきたい」

「は!?」

「授業後、そうですね、二、三時間で結構です。僕の仕事の手伝いをしてもらいたい」

「お断りしますわ」

　ユージェニーの返事は素早かった。教師ナヴァロの言葉が終わった途端に、即、否いな、と首を振ったのだ。

「では、名簿は渡せません」

　ふふ、と魅力的に笑うが、その笑顔がなんだか悪魔のように見えた。

　ユージェニーは、スッと表情を消した。

「わかりましたわ。リッカ、帰りましょう」

　ユージェニーは挨拶もそこそこに踵を返した。

「あの男、虫むし唾ずが走るわ。わたくしの侍女になんの仕事をさせようっていうの！」

　ユージェニーがナヴァロの求めを断ってくれて本当にありがたい。リッカだって、インキュバスのダブルであるナヴァロとふたりきりという時間は全力で避けたかった。

　インキュバスだけをどうこう言いたいわけではない。けれど以前、無意識（と言っていたが絶対噓だろう）にチャームの力を使われた時に感じた恐怖は、はっきりと覚えている。ナヴァロを好きだったり惹ひかれたりしているわけではないのに、抗えない力で強引に心を摑まれ無理やり引き寄せられるような、あの、恐ろしさ。

　あの力を使われたら、と想像するだけで、冷や汗が背中を伝う。

「……ですが、名簿は」

　目の前に欲しいものがあったのに、それを獲かく得とくできなかったことへの落胆が大きい。リッカは肩を落とす。

「仕方ないわ。すべての教室と寮を回りましょう！」

　ユージェニーの前向きかつバイタリティに、リッカは目を瞠みはる。

　──本当に、ユージェニー様は即断即実行のお方ね。

　リッカを強引に学院に連れていくと言われた時はなんというワガママ王女だろうと呆れたものだが、真まっ直すぐな性質に関しては好ましいと感じている。

「そういうわけだから、リッカ、がんばりましょうね。今日はもうちょっと難しいから、明日中に、できるだけ調べるわよ」

　他のクラスの『ダブル』たちに会うのは少々怖いが、そうも言っていられない。

　──早く家に帰って、フロラを学校に、お母さんを療養所に入れなきゃ。

　妹の声を思い出し、リッカは改めて決意した。

「あの、ところでユージェニー様と妹はいつ面識ができたのでしょう」

「フロラがわたくしのところにやってきたのですわ。姉だけでなくあたしも使ってください、と」

　──もうもうもう、あの子ったら……！

　リッカにばかり負担はかけさせない、というフロラの強い意志を感じ取る。まだ十歳のフロラの方が有能ではないかと、自慢の妹と思いつつも肩を落とさずにはいられない姉だった。




　難航すると思われた調査だが、翌日ふたりが拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単に進んだ。

　別のクラスや教師への同行を申し出てくれた、堕天使のダブル、ガラテア・ローズのお陰で。










[image: ]




　ガラテア・ローズとユージェニー王女が並ぶと、あまりの眩まぶしさに同性でも目が眩くらむ。

　ガラテアはふわふわの長い金きん髪ぱつに、オレンジとピンクが絶妙に混じり合った魅み惑わく的てきな色の瞳ひとみだ。純白の制服に、必ずベールを被かぶり、半なかば顔を隠している。まるで修道女のようだ。隠すなんてもったいないと思わずにはいられない、透すき通とおるような美しい肌はだ、ほんのりと淡あわく色付いた頰ほお、小さな唇くちびる──。たとえ好みでなくとも、絶ぜつ世せいの美少女であると、誰だれもが認めるだろう。まさに天使の如ごときやわらかな美び貌ぼうである。

　対するユージェニー王女は、髪の長さやふわふわしたところはガラテアと同じなのだが、美しい黒髪で、瞳は神秘的な紫色をしている。可か愛わいらしいというより凜りんとした美人（美ダブル？）で、リッカと同じ十六歳だが、三つ、四つ年上に見える大人おとなっぽい少女だ。

　その、まるで対ついのように美しいふたりが並んでいると、リッカはじりじりと退しりぞきたくなる。できることならそばにいるのではなく、物陰でそっと見守りたい、などというおかしな気分にさせられるふたりだった。

　ちょうど背せ丈たけが同じくらいで迫はく力りよくもあった。リッカより頭半分上の視界は、どんな世界が広がっているのだろう。凡ぼん人じん及びシングルさらには十人並みの顔のリッカには思いも及ばない。

「生徒の名めい簿ぼでしたら私が全員わかるから教えましょう。教師もわかりますわ」

　そう言ってガラテアは、教師、生徒の名と、わかれば年齢を、なんのダブルか、学院にやってきたのはいつか、をすらすらと書き始めた。

「使用人は、全員はわからないから、エルドレッドやカークにも聞いてみましょう」

「ありがとうございます！」

　こんなにも協力してもらえるのであれば、おじけずに最初から訊きいていればよかった。

　──まあ、訊いたあとに検証も必要だろうけど……。

　学院で誰を信じればいいのか、まだわからない。それでも、親切にしてくれるクラスメイトたちへの恐怖心は、出会った頃より確実に薄らいでいる。

「『シングル』、貴女あなたを除いて、生徒は二十人、理事長を除いて教師は八人。各かく寮りように寮母とコックがひとりずつ、それ以外が恐おそらく数人程度かしら」

　細かく書かれた紙をユージェニーとともに見下ろし、生徒や教師以外の数が意外と少ないことに驚く。

　学舎や寮、庭等の管理や清せい掃そう、手入れはどうなっているのだろう。

　疑問に思うも、すぐに思い出す。

　先日黄おう燦さんの間で、乱れた机や椅い子すが整然と元に戻ったことを。

　学院全体に理事長の魔法が掛けられているのだとしたら、雑務をする者は必要最小限でいい、ということか。

　再度紙を見下ろして、ふと目についた数字に目を瞠みはった。

「ナヴァロ先生って、十九歳なんですか」

　驚いた。教師というからには、もっと年上かと思っていたのに、ヴァンパイア型のカークより年下だなんて。

「ナヴァロ先生は特別らしいわ」

「特別？」

　ガラテアはうなずく。どういうことかとユージェニーと顔を見合わせていると、

「『ダブル』として力が発現したのは七歳の時。その後たった数日で力を制御できるようになったというの」

「数日で、ですか」

「そう。この学院には力を制御できず、何年も在学している生徒が多い。最短でも一年、学院創立時に入学してまだ卒業できないダブルもいるわ」

　別のクラスに十歳で力が発現、今では三十歳のダブルもいるもの、ガラテアは続ける。

　それを聞いて、ナヴァロがどれだけすごいのかリッカも思い知る。

「つまり力の制御に長たけているというわけですわね」

「あと、これは内緒の事情なのだけれど」

　声を潜ひそめて、ガラテアが囁ささやく。手招きをされ、三人で額ひたいがつきそうなほど顔を寄せ合うと、ガラテアは小さな唇をそっと開いた。

「ナヴァロ先生は、理事長の遠とお縁えんなの」

「──」

「お母様の……!?」

　至近でユージェニーが叫んだものだから、リッカとガラテアはたまらず距離を取った。

「あ、ご、ごめんなさい。わたくしとしたことが、はしたない大声を……」

　謝あやまりつつ、ユージェニーは大層複雑そうな顔をする。

「……ということは、……つまり、わたくしとあの男も、……血縁、という……」

　ショック、と両頰を押さえ、ユージェニーは肩を落とした。

「少々癇かんに障さわるけれど、有能であることは確かよ。先輩として、そこは尊敬してもいいと思うけれど」

　ガラテアの、慰なぐさめにもならない言葉に、なおのことユージェニーは消沈する。

　全能の魔女、理事長と教師ナヴァロが血縁──。

　だから理事長代理なのか、あるいは力も相応に強いのか。

　同じ紫色の瞳だが、ユージェニーのそれは濃こくはっきりとしていて、凜として美しい。対するナヴァロの双そう眸ぼうは、けぶるような淡い色だ。インキュバスとしての力を使わずとも、見ていて陶とう然ぜんとしてくる、危険な瞳をしていた。

「ああリッカ、ごめんなさい。わたくし一度部屋で休みますわ。意識が……」

　もう眠る時間か、あるいはナヴァロのことがショックで気が遠くなったのか、ユージェニーがため息をつきつつ歩きだした。

「あ、わたしも参ります……！　あの、ローズさんありがとうございました、名簿！」

「私にできることでしたらなんでも言ってちょうだい『シングル』。協力は惜おしまないわ」

　──ああもう、心臓に悪い環境だなぁ……。

　どっちを向いても美形だらけだが、ガラテアに関しては、自分もこうなりたいという憧あこがれではなくて、心打たれる宗教画に見み惚ほれるような心持ちだった。

　ユージェニーを寝かせ、その寝顔を見下ろしながら、リッカは小さく息をつく。

「……ナヴァロ先生が、理事長の遠縁、か」

　腕を組んで、うーん、と唸うなる。

『授業が終わったら、二、三時間仕事を手伝ってほしい』

　ナヴァロの声を思い出す。

　天てん井じようを見上げ、何度も唸って、うろうろと歩き回り、だが決心がつかない。

「だって怖いわ……！」

　色いろ気け駄だ々だ漏もれの危険極きわまりないインキュバスのもとへ、自ら進んでなんて行けない。

　遠縁だし、理事長代理も務めているナヴァロだ。王子のことを知っている可能性は高い。少なくとも、王子が学校にいるかどうかくらいは知らされているのではないか。

　だがひとりで近づく勇気はない。唯ゆい一いつの同志であるユージェニーは頼れない。

　八方ふさがりの状態で、自分の役立たずぶりになお消沈する。

　落ち込みかけていたリッカの耳に、扉とびらをノックする音が聞こえた。

　相手は寮母で、外に待ち人がいて、リッカを呼んでいるという。

　誰かしら、と首を捻ひねりつつユージェニーにメモを置いて寮の外に出た。

「ローズさん？」

　着替えを済ませたガラテアは、顔以外のすべてを黒の衣服で隠していた。上半身をすっぽり覆おおうケープは艶つやのある白い布でパイピングされ、白い手袋をしている。

　ベールを少し上げ、顔を見せると、ガラテアは微かすかに笑った。

「ねえ『シングル』はこれからナヴァロ先生のもとへゆかれるのではないのかしら？」

「え、……っと」

　迷まよっているんです、できれば行きたくない……、と言いあぐねていると、ガラテアの腕がすっと伸びてきて、リッカの手を優しく握った。

「私がついてゆきますわ」

「……」

「王女とではなかなか積極的に動けないでしょう。私でしたら、途中で眠ることもないし、貴女を助けてあげられるわ」

　ね、とぐいぐい引っ張っていく。

「あっ、わ……！」

　察しがいいのはすごいが、まだ行こうと心を決めたわけではない状態で引っ張っていかれるのは正直困る。困るがこれくらい勢いをつけて動かなければ何もわからないのではないか？

　──度ど胸きようよ、来い！

「今日は私の番。昨日カークと青せい煉れんの間に行って、彼を助けてあげたのですって？」

「は？　いえ、助けていただいたのはわたしの方です」

「あら、水流に竦すくんで動けなかったカークを置いて行かず、水際まで引っ張ってくれたと聞いているわよ」

「あ、ええと、それはしましたけど」

　その後人魚型に水の中に引きずり込まれたところを助けてくれたのはカークだ。

「わたしもカークさんに助けていただいたので」

「そう、それ！」

「それ？　どれです？」

「名前呼び。カークだけなんてずるいわ。私もガラテアと呼んでくださらない？」

　呼び方くらいで何が変わるのかしらと首を傾かしげつつ、わかりましたとうなずいておく。するとガラテアは嬉うれしそうに微笑した。

「では、早速参りましょう」

　リッカの手をしっかり握にぎりながらスキップするような足取りで進んでいく。時折リッカの顔を覗のぞき込こみ、可愛らしい顔を綻ほころばせる、ということを何度もされるものだから、どうにも気後れして仕方がない。

　なんだろう、この付き合いたてのカップルの、初めてのデート感……。

　というより、ガラテアの様子がこれまでと違うように感じられる。

　優しくて親切なダブルだが、昨日きのうまでは、もっと近寄りがたいというか、ユージェニーより王女様のような雰ふん囲い気きだったような気がする。

「ねえ、知っているかしら」

「はい？」

「一年ほど前から、ダブルの入学が続いたの。貴女たちがやってくる前に、そうね、五人ほど。その中にカークもいたのだけれど、彼以外の四人が、いつの間にかいなくなってしまったの」

　ドキリ、と鼓こ動どうが跳ねる。

「いずれも十日ほどの間でね」

「ち、力の制御ができて、それで卒業したのでは……？」

「先刻言ったでしょう？　そういう天才型のダブルは、ほぼいないって」

　聞きました……、とうなずく。

　心音が、さらに速さを増す。

　四年前にサディアス王子が攫さらわれて以来、ヒュアート王がなんの手も打たなかったわけではない。いや、王自身は、実はあまり積極的に捜してはいなかったようだ。

『お父様はお母様を信じておられるのですわ。いずれお兄様をお返しくださる、と』

　ユージェニーがそう呟つぶやいたことを覚えている。

　だが周囲の側近たちは、王太子であるサディアス王子の奪だつ還かんを心に決め、情報収集に当たった。

　サディアス王子はどこに隠されたのか？

　数年の探たん索さくののち、王子はここ『ユーリアン学院』にいるらしい、という情報が入った。それ以降、リッカたちが学院に入学するまでの間、何人ものダブルが潜入捜査をしたという。だが彼ら彼女らは、十日経たった頃に、腑ふ抜ぬけの状態で宮殿に戻ってきた。しばらくの間は何を訊いてもぼんやりしてひと言も喋しやべらず、意思表示もできずにいた。次第に元に戻ったそうだが、学院での出来事は一切覚えていなかったという。

　全能の魔女にして、元王妃、学院の理事長であるエルフリーデの魔術によるものと囁かれた。そして、何も覚えていない状態で返されたことが、より一層この学院にサディアス王子がいると確信を深めていったらしい。少なくともユージェニーはサディアスが学院に隠されていると信じている。

「だから私たち心配しているの。貴女が、……貴女と王女が、また十日でいなくなってしまうのではないかって」

　ガラテアは繫つないだ手に、力を込めてくる。ちょっと痛いくらいだ。

「私、この学校に入学して四年経つわ。大分力の制御ができるようになったけれど、どんな危機的状況になっても決して翼つばさを出さない、という誓ちかいを未いまだに守れていないの。たとえ死んでしまいそうなほどの危険に見舞われても、絶対に力を出さない。それができなければ、私はこの学院から卒業できない、……いいえ、卒業しないと決めているの」

　──四年前といえば、王子が攫われた年……。

「カークもそうだけれど、私は堕天使の力が嫌い。憎にくい。いらない。こんな力。灰色の醜みにくい翼なんて、引き千切ってしまいたいくらい」

　次第に低く掠かすれていく声に、ガラテアの本気が滲にじんでいる。

「灰色の翼、昨日初めて見ましたが、銀色に輝いていて綺き麗れいって見惚れてしまいました」

　思わずぽつりとそんな言葉が零こぼれ落おちた。ガラテアの苦悩を前に、そんな自分の感想なんて言っても仕方がない。それなのに、つい出てしまったものだから、リッカは慌あわてて唇を引き結んだ。

　リッカの声は、幸いにもガラテアには聞こえなかったようだ。反応がなかったことに、ホッとする。

「……ねえ『シングル』」

「はい？」

「私の母は堕天使で天界から堕おちてきたのだけれど、シングルは天使がどうして堕天使になるか知っている？」

　物の本によれば、確か……、

「神様に対して高慢な想いを抱いたり、神様が愛する人間に嫉妬したりした天使は、堕天使になる、と」

「ええそう。でも私の母は違うのですって」

「違う？」

「天使として生きるのではなく、自身の心の趣おもむくままに、自由に生きたいと思って、この地に下りてきたそうよ」

　まるで人間のような天使ではないか。

「そういう母だから、すごく奔ほん放ぽうなの。好きなことをして好きなものを食べて好きなものを周りに並べて好きなように生きているの」

　自分の欲望に忠実というわけだ。

「私、そういう母が嫌いなの。だから母のようにはならない。『ダブル』としてではなく、人として生きていきたいの」

　激げつ昂こうしているわけではない。むしろガラテアの声は静かで、それなのに得体の知れない迫力がひしひしと伝わってきて、リッカは怖おそれを感じる。

　ふと、気づく。美しい金の髪色が、次第に色を変えてゆくのを。

「あの、ガラテア、さん？」

　見下ろしてくる瞳の色までも違う。オレンジともピンクとも見えた色が、だんだんと赤みを増して来ていた。

　思わずその場に立ち止まる。

「ねえ、シングル」

「は、い……？」

「私、貴女が羨うらやましくてたまらない。私もシングルに……人になりたい」

　ぐっと肩を摑つかまれ、間近に覗き込んでくるガラテアは、もはや先刻までのガラテアではなかった。髪や瞳の色ではなく、何かが根本的に変わってしまったように感じて、リッカの身が竦む。

「でもね、私の堕天使の血が……母親の血が、それを許そうとしないの」

「ガ、ガラテアさ……」

「身体からだの奥底から、まるで灼しやく熱ねつの炎ほのおのような熱が湧わき上がってきて、私を、私でないものに変えようとするの」

　何を言っているのかさっぱり意味がわからないが、今、自分が危機的状況に陥おちいっていることだけはわかる。

　焦あせりながら視線をさまよわせると、手を伸ばしたら触れるほど近くに、教師ナヴァロの教務室の扉とびらが見えた。

「ガラテアさん、着きました！」

　あれほど行きたくなかったナヴァロの部屋を、加減を忘れてノックし、返事を待たず扉を開けた。扉の前にいた教師ナヴァロと間近で目と目が合う。

「おや。おやおや」

　最初のおや、はリッカに向けて、あとは背後のガラテアを見てからのおやおやだった。

「ガラテア・ローズ、またですか」

「ま、た？」

　首を傾げた途と端たんに、背後から強く肩を摑まれた。

「痛っ……、ガ、ガラテ……、ひゃあ！」

　突然後ろから抱きしめられたかと思うと、バサリ、と翼が羽ばたく音がした。

「え、ええ!?　ガラテアさん!!」

　気づけば足先が地に着いていない。飛んでいる……！

　つい先刻、死にそうになっても翼は出さない、堕天使である母が嫌い、自分は人間になりたいと言ったばかりなのに、わけがわからない。

　羽は交がい締じめ状態で飛んでいるので、ガラテアの表情は見えない。焦ってナヴァロを見下ろすと、教師だというのに愉ゆ快かいそうに笑みを浮かべていた。

「そうか、先日の堕天使化からそろそろひと月経つか」

「だ、堕天使化？　なんですか、それ……！」

　リッカの叫びに、ナヴァロはさらに面おも白しろいものを見るように目を細めた。

「ん、それはね」

「あ───ッはははは！」

　突然後ろからけたたましい笑い声が耳を直撃して、首が竦む。

「ガ、ガラテアさ……？」

「行くぜシングル───！」

「どっどこっ、に……いやぁ───ッ！」

　どこに行くというの、お願い離して、なんでいきなり乱暴な言こと葉ば遣づかい？　そのうえ普段聞いている声とまるで違う野太い声こわ音ねなの───ッ!?

　ガラテアはリッカを背後から抱いたまま廊ろう下かを飛んだ。廊下はすぐに終わり、右手に階段、前方は壁という場所までやってくる。

「お願い止まって！」

「嫌だね！」

　ガラテアはそう言うや、リッカを片手でのみ支ささえると、右足を後方に振った。

　まさか。──まさか、壁を？




　ああもうダメ今日こそわたし死にます帰ることができずごめんねお母さんフロラ




　胸の内でそう呟いた。

　だがガラテアは、分厚く硬かたいはずの壁を、凄すさまじい勢いで蹴けり上げた。するとそのひと蹴りで壁にひびが入る。

「チッ」

　ガラテアは舌打ちすると、ガンガンと壁を蹴り続け、そうして自らが通れるほど大きな穴を開けると、外に向かって翼を広げた。

「さぁ行くぜ───！」

　とても少女とは思えない声、そしていきなり暴力的になったガラテアが恐おそろしくて、けれどどうしてもそうせずにはいられず、リッカはそぉっと絶世の美少女のはずの堕天使型を見た。

　──女の子、……じゃない───ッ!?

　金髪は翼と同じ銀色に変わり、瞳の色は赤く染まっている。変わったのはその点のみで、細い顎あごも頰のラインも、額の形も、顔の造作自体変化していない。それなのに、どうしてもガラテアが少女に見えなかった。

　表情が違いすぎるから？

　衝しよう撃げきのあまり、リッカは怖こわさも忘れてガラテアを間近で凝ぎよう視ししてしまった。
















「あ？　俺おれの顔になんかついてるかよ？」

『俺』！

「ガ、……ガラテアさんって……、男性、なんですか？」

「あん？　なんだよ見てわかんねえの？」

「わかんないっていうか」

　ガラテアはリッカが話している途中で、ふいに手首を摑んだ。やはり力が強い。そうしてから、唇の端を上げ、にやりと笑った。笑顔まで全然違う。

「見てわかんねえなら触さわってみる？」

「は？」

「俺が男か女か触って確かめてみなって言ってんの」

　摑まれた手が、ガラテアへと引き寄せられる。そうしてあらぬ場所へと導かれそうになった瞬間、リッカは拒絶の言葉を叫びながら、全力で手を振り上げてそれを阻そ止しした。

「触るわけないでしょう───!!」

　あまりの激しさにガラテアの手が外はずれる。そのまま勢い余って、振り上げた掌てのひらがガラテアに思い切り当たってしまった。

「いてえな」

「はっ、ご、ごめんなさい。でもこういうことはやめて！」

「こういうこと、って？」

　突然天使顔でにっこり微笑ほほえまれ、それはいつも見ているガラテアだったものだから、リッカは混乱する。

「もしかして、ガラテアさんも二重人格、なの？」

『も』って？　と問われたが、エルドレッド・フィーランの名を口にする前に、ガラテアは首を振った。

「俺は二重人格じゃねえよ。ただちょっと母親の血が月に一度濃く強く出ちまうんだ。つまり生来の性格がこれで、普段の性格は血を抑え込んだ俺の紛まがい物ものなのさ」

「……」

「血は俺を解放する。俺は、俺のやりたいことをやるんだ」

　それってやっぱり二重人格ってことじゃないの？　と頭の中に疑問符が飛とび交かうが、ひとまずそれはおいておくことにする。

「……本当は自由に生きたいのに、普段はそれを抑えているということですよね？」

「そうしなきゃこの国で暮らしていけねえだろ。俺はこの国を離れるつもりはない」

　つまり二重人格ではなく、ヒュアート王国で生きていくために、仮面を被っている、ということ？

　でも、こうして本来の自分を解放する時間が必要ならば、ガラテアはいつまで経っても学院を卒業できないではないか。

　そんなリッカの考えが伝わったのか、ガラテアはふっと笑みを浮かべた。

「いよいよ卒業ってなったら、俺は俺自身を封印するさ」

「……お母さんのことも、銀色の翼も、自身の血も否定するの？」

　思わずこぼれ出た問いに、だがガラテアは答えなかった。その代わり、リッカが特に意図せず口にした言葉に反応する。

「銀色？　どう見ても汚ねえ灰色だろ。堕天使の血の証あかしさ」

　翼の色を銀と言ったことが引っ掛かったようだ。

「陽ひ射ざしを受けてとても綺麗な銀色に見えたから、……ごめんなさい」

　ガラテア自身が『汚い』と思っている翼を『綺麗』と言っては、複雑な想いを抱かせるだろう。嫌な気持ちにさせてしまうかもしれない。

　だがリッカの返事が意外だったのか、ガラテアは空中でぴたりと止まった。

　バサ、バサ、と羽ばたきをする音が聞こえる。

　リッカは翼の羽先を、その輪りん郭かくへと目を向ける。

　うっすらと光を纏まとい、輝く翼は、やはりとても綺麗だ。汚いなんて思えない。

「おまえ、……目が悪いんじゃねえの」

「そんなことはないと思うけれど」

　そう言いながら、翼から目が離せない。

「へんな『シングル』だな、おまえ。シングルってみんなそんななのか？」

「みんなかどうかはわからないけれど、わたしと同じことを思う人もいればそう思わない人もいると思うわ」

「ふーん。俺、人の世界にいた時も親おや父じ以外の人間と会ったことなかったからな」

　ガラテアは独ひとり言ごとのように呟いた。静かな横顔は、だがすぐにパッと変わった。

「んじゃ行くぜぇ！」

「い、行くって？　もう降りましょうよ」

「あぁ？　誰が降りっかよ」

「だったらわたしだけでも降ろして！」

　ガラテアはにやりと笑った。

「嫌だね」

「～～～ッ！」

　それからのガラテアは、凄まじい勢いで飛んだかと思うと、急降下し、目についたものを片っ端から殴なぐり、蹴り、壊しまくった。誰も手がつけられず、地上から呆あきれたように見上げるばかりだ。教師ナヴァロまで見物に回っているから、リッカは蒼そう白はくになりながらぶるぶる震ふるえる。

　──もう嫌だ────！

　助けはない。誰もあてにならない。このままでは家に帰れない。こんな環境下で、無事に生きていけるかもわからない。ないない尽づくしでもう本当に泣けてくる。

「ら、乱暴すぎるわ……！」

「ストレス溜たまってんだよ。それからここを出たらもう二度とこんなことできねえから、したいことするのさ！」

　雄お叫たけびをあげながら、ガラテアは壊しまくる。本当に楽しそうで、イキイキとした横顔だ。

　そんな窮きゆう屈くつさを感じる場所で、本当に一生生きていけるの？

　そう問いたい気持ちでいっぱいだ。

　時間にしたら、さほど長くはなかったのだろうが、抱き上げられ不安定な恰かつ好こうのまま飛ぶことを強要されたリッカは、地面につま先が触れるなりその場にへたへたと座り込んだ。

「ガラテア・ローズ、気が済みましたか？」

「まだちょっと暴れ足りねえけど、今日はこの辺でやめとく」

「おや、少しは大人になったのかな？」

　──あれで!?

「まあ、明日の君が自殺しないよう、リッカ・クレイトン、気を配ってやってください」

「は？」

「破損は前回よりずいぶん小規模だから、夜の間には修復しているはずです」

　安心して帰りなさい、とナヴァロはリッカに女子寮へと帰るよう促うながした。

「あの、ナヴァロ先生」

「ん？」

「明日から、授業が終わったあと先生のお手伝いをさせてください」

　ナヴァロは一度、瞬まばたきをした。そしてすぐにリッカの言わんとしていることに気づいたのか、ふっと口元に笑みを浮かべた。

「名簿が欲しい？」

「名簿は全部はいりません」

　ガラテアに書いてもらったものがある。あとはわからない部分だけ確認できればいい。

「では何が望みかな？」

「……それは、あとで考えます」

　ナヴァロはにっこり微笑んだ。

「わかりました。では明日、楽しみにしています」

「……よろしくお願いします」

　──帰るのよ。少しでも早く。

　もうこんなところには、ほんっとうにいられない。帰るためには、少しばかりの危険だったら目をつぶって飛び込んでやるわ。

　ナヴァロのもとに行くのが『少しばかりの危険』かどうかはいささか自信がないが、それでも、王子を見つけるために、がんばるの！

　恐怖を押し込んで、リッカは今度こそ強い決意を胸に、自らにうなずいた。

　その場をあとにし、足早に歩いて女子寮に戻る。ユージェニーに報告し許可をもらわなければ。

「……グル、……シングル。──リッカ！」

　ふいに背後から名前を叫ばれて、ぎょっとして振り返った。

「ガラテアさん、お、大声で呼ばなくても聞こえます」

「付き合ってくれてありがとうよ」

　強引に付き合わせたくせに、という不満が駄々漏れだったのだろう、ガラテアはちょっとばつが悪そうな顔をした。かと思えば、リッカの頰に手を伸ばし、ふにゅ、とつまんできた。加減しているのだろうが、突然触れられて、リッカは目を白黒させる。

「な……っ」

「悪かったよ。翼が綺麗って二度も言ったおまえと空の散歩がしたかったんだ」

「……」

「綺麗だなんて、俺はやっぱり思えねえけどな」

　バサッ、と音を立てて広がる翼は、何度見てもリッカの目には美しく映る。

「……一応言っておきますが、さっきのは散歩じゃありません。立派な破壊行為ですよ」

「気持ちよかったぜ。おまえはもう少し肉がついた方が抱だき心地ごこちがいいけどな」

　つまんだ頰を離して、指先で触れられる。そして素早い動きで鼻先に、さらには唇にまで、ちょん、と触れてきた。

「ガラテアさん……！」

　何するんですか、と手で口をガードしてガラテアを睨にらむと、ひどく子どもっぽい笑顔と対面した。

「明日の俺をよろしく頼むぜ」

　綺麗なウインクと、謎なぞの言葉を口にしたあとで、ガラテアは男子寮へと飛んでいった。

「やっぱり男子だったのね。信じられない」

　あの可愛さが異性のものだなんて。

　ふと気づけば、女子寮は目の前だった。もしかしたらここまで送ってくれたのだろうか。

「……そういえば名前」

　いつの間にか、『シングル』ではなくリッカ、と名前で呼ばれていた。
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「明日の俺おれをよろしく」

　そう言ったガラテア・ローズの言葉の意味が、翌朝わかった。

　リッカとユージェニーが教室に入った途端に、土下座をするガラテアと対面したのだ。

「う……っ、あ、の、ガラテア、さん？」

　呼びかけても顔を上げない。よくよく見れば、ガラテアが額ひたいを押しつけている床ゆかが濡ぬれている。もしやあれは涙でできた水みず溜たまりだろうか？

　そう思った瞬間、涙でくしゃくしゃになったガラテアの美しい顔が静かに上げられた。

「ガラテアさ……、あの」

「……しにたい」

「え……？」

「……ごめんなさい、リッカ」

　はらはらと涙を零こぼすガラテアの様子に驚いているのはリッカだけではなかった。昨日きのうのことは一通り話したものの、実際にガラテアの豹ひよう変へんぶりを見ていないユージェニーにはピンと来なかったのだろう。涙を流すガラテアに、衝しよう撃げきを受けているようだった。

　我に返ったのはリッカの方が早かった。ガラテアの前に跪ひざまずくと、そろりと顔を覗のぞく。

「えっと、びっくりしましたけど、もういいです」

　目の前のガラテアと昨日の彼女……ではなく彼のあまりの違いの方に、改めて呆あつ気けに取られる。それに可か憐れんな美少女風の美少年に、こんなに楚そ々そと泣かれてしまうと、なんだか自分がいじめているような気持ちになって、今すぐ土下座をやめてほしかった。

「あの、立って」

　おずおずと手を差し出すと、搔かっ攫さらうように両手でぎゅっと握にぎられた。

「昨日の私は母の血を抑えきれず大変未熟な姿を見せてしまいました。あまつさえ暴れ、壊し、リッカに怖い思いをさせてしまい、本当にごめんなさい」

　手を握られたばかりか引き寄せられ、さらにぎゅっと抱きつかれた。

　───ええええ……！

「ちょ、堕だ天てん使し型、何をなさるの、離れなさい！」

　ユージェニーに引っ張られるも、ガラテアは離れようとせず、ますますリッカにしがみついてくる。まるで幼女のように、ええん、ええん、と泣くガラテアにもうどうしたらいいやら、心底困惑する。

「あの、本当にわたしは気にしていませんから」

　とにかくなだめながらじりじりと退しりぞくも、なおも引き寄せてくる。さらにヒートアップしたユージェニーに強く引っ張られ、どうしようと途方に暮れていると──。

　突とつ如じよとしてガラテアの身が離れた。パッと視界が開けると、ガラテアの首根っこをわし摑つかみ、仁に王おう立だちしたカーク・マレットの姿があった。脇にはやれやれとばかりに肩を竦すくめている、エルドレッド・フィーランもいる。

「カ、カークさん」

　助かったぁ、ありがとうございますカークさん、とホッと胸を撫なで下おろす。

「ガラテア、おまえ毎月毎月同じことを」

　うっうっ、としゃくりあげ消しよう沈ちんするガラテアは、ずぶ濡れの猫のようなありさまだ。

「暴れ回った翌日は死にたい、死にたい、と嘆なげく。そんなに軽々しく死を口にしてはいけない」

　エルドレッドもまた、カークに続いてガラテアを諭さとすような穏おだやかな口く調ちようで続ける。

　ふたりとも真っ当だ。それに、

「ガラテアさんも、とても真ま面じ目めな方なんですね」

　人間世界に馴な染じもうと、必要以上に堕天使の血を否定しているからこその、普段の禁欲ぶりなのだろう。

　正直昨日のガラテアには参った。凄すさまじいスピードで空を飛び、壁に穴を開け雄お叫たけびを上げて物を壊し、リッカの頼みなんて全然聞いてくれなかった。けれどその前にぽつぽつと呟つぶやいていた、堕天使である実の母への屈くつ託たく、自分は人として生きていきたいという思い、それらを覚えているから、いつまでも根に持つことはなかった。

「真面目？」

「その前に、『も』と言っていたが、レディ、『も』とは？」

　カークとエルドレッドに同時に問われ、リッカはふたりにそれぞれ視線を向けた。

「おふたりのお言葉がとても真っ当に聞こえましたので、おふたりも真面目な方なんだなあ、と」

　すると、つん、と肘ひじのあたりをユージェニーに摑まれた。

「ねえリッカ、わたくしは？」

「はい？」

「わたくしも真面目でしょう？」

　詰め寄るユージェニーに苦笑を零しつつ、はい、とうなずいた。

「そろそろ口を挟んでもいいですか？」

　いつからいたのか、教師ナヴァロの声に、生徒全員がハッと振り返る。

「授業を始めましょう」

　にっこり笑うナヴァロに、慌あわてて席に着いたのだった。
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　ナヴァロのもとに行くのを反対していたユージェニーだが、時間がないことに内心焦しよう燥そう感かんを抱いていたのだろう。ふたりは揃そろってナヴァロが指定した教務室にやってきた。

「今日はわたしの番だよ、レディ、そしてユージェニー王女」

「番、とは？」

　なんのことかと首を傾かしげるユージェニーに、王子様然としたエルドレッドはにこやかに説明する。

「リッカを守るためにクラスのメンバーで守護団を結成した、と？」

　ユージェニーはほとんど顔には出さなかったが、勝手にそんなことを決めたクラスメイトに対し不満を抱いたようだ。本当に微かすかに、眉まゆ根ねを寄せた。だがそれも一瞬のこと、まあいいです、とうなずいた。

「ナヴァロ先生のもとへ向かうのですから、男性の手があった方がよろしいですわね。ウィーヴル型のエルドレッド・フィーラン、よろしくお願いいたしますわ」

　含ふくみある言い方に、それでもエルドレッドは完かん璧ぺきな笑みをわずかも崩くずさなかった。その態度からも、育ちのいいダブルなのだろうなぁ、とリッカは想像する。

　到着した教務室に揃って入室すると、出迎えたナヴァロが、おやおや、と苦笑を零した。

「僕はそんなに信用ならないのでしょうかねぇ、リッカ・クレイトン」

「なんの作業をするのかわかりませんが、レディと王女のふたりでは手に余ることもあるかもしれませんからね。どうぞわたしにも申しつけください」

　エルドレッドはスマートな物腰でそう言い頭を下げた。

「では遠えん慮りよなく。奥へ」

　ナヴァロが使う教務室はふた部屋あった。リッカは手前の、机と椅い子すと本棚、小ぶりなソファでいっぱいの狭い部屋にしか入ったことがない。ナヴァロが案内したのは、その奥の部屋だった。

「わ……」

　ほんのりと淡あわいオレンジの角ラン灯タンに照らされたそこは、図書館と雑貨屋がひとつになったような部屋だった。手前の、分厚い絨じゆう毯たんが敷いてある場所には簡かん素そな棚があった。そこに乱雑に物が置かれている。リッカにはそれがただの食器や壺つぼにしか見えなかったのだが、隣に立つエルドレッドとユージェニーは、目にした途と端たんに小さくうめいた。

「……？　あの、ユージェニー様？」

「あれは魔道具ですわ」

　小声でリッカの疑問に答えてくれたのだが、それを聞いて何度も目を瞬しばたたかせる。

　──えっと、もしかして、すごく危険な物ってこと……？

　並んだ棚の奥には本棚があった。この場所からは一部しか見えないが、細い通路を挟んで左右にある本棚には、ぎっしりと本が詰まっている。

「道具と本を整理してほしいんです。あと掃そう除じもですね」

「ナヴァロ先生、あれは魔道具ですわよね。不用意に触さわってはいけないのでは？」

「それは魔力ないし相応の力を持つ人外もしくはダブルが何の用意もせず触ったら、ですよ、王女。なんの力も持たない人間であれば、影響を受けることはまずありません」

「……」

「だから人間であるリッカ・クレイトンに頼もうと思ったのですよ」

　別にヘンなことは考えていませんよ、というようににっこり笑うナヴァロを、だがユージェニーはまったく信用していないのか、渋しぶい表情のままだ。

「奥の本棚は、魔導書とそれ以外があります。もちろん王女とフィーランは魔導書に触らない方がいいので、そちらもリッカ・クレイトンにお願いしたいと思います」

　ユージェニーとは正反対の、実ににこやかな表情で、ナヴァロによろしく、と頼まれた。そのまま部屋を出ていこうとするものだから、リッカは慌てて引き留める。

「先生、取り扱い方法を教えてください！」

「ん？　だから人間の君だったら大丈夫。まず汚れを適当に落とし、形状の同じものを揃えて棚に並べてもらえばいいから。ひとつだけ注意してほしいのは割らないこと」

　掃除道具はそこにあります、と指さされたところには、確かに箒ほうきやハタキ、バケツと雑ぞう巾きんが揃っていた。

　本当に大丈夫なのかしらと不安だが、ナヴァロは今度こそ部屋から出ていってしまった。

「ではエルドレッド・フィーラン、わたくしたちは本棚の方に参りましょう」

「整せい頓とんし甲が斐いがありますね」

　なんだかやる気になっているふたりは、さっさと本棚の方へと歩いて行った。

「掃除や整頓なら気も楽、……よね」

　堆うずたかく積まれた、リッカには縁えんのない不気味な道具たち。これをひとつ片づけるごとに家が近づくのだと呟きながら、リッカはおずおずと手を伸ばした。

　皿にしか見えない魔道具の上面を覗くと、ナヴァロが言うように埃ほこりが積もっている。

「すごい埃ですわ……！」

　本棚の方も同様のようで、咳せき込こみながらユージェニーが叫ぶ声が聞こえてきた。

「リッカ、バケツをひとつ、雑巾も借りますわね」

　一国の王女だというのに、ユージェニーはやる気満々のようで、魔法でバケツになみなみと水を出現させると、再び本棚の方に戻ってゆく。

　リッカも手に取った皿状の魔道具の埃を丁てい寧ねいに拭ふき清きよめた。だが埃がなくなった皿の底を何気なく見た途端に、喉のどをひくりと鳴らす。

「うう……、どうしてこんなところに目を描くの……」

　底には非常にリアルなひとつ目が描かれていたのだ。一度目を逸そらし、もう一度ちらりと見下ろして──リッカは悲鳴を上げた。

「リッカ!?」

「レディ！　どうしました!?」

「目、……目が……ッ!!」

　皿の底に描かれていたひとつ目が、ぎょろりと動いたのだ。思わず皿を取り落とし……だがエルドレッドが素早く手を伸ばして魔道具をキャッチした。

「あっ！」

『魔力や力を持たない人間であれば大丈夫ですよ』

　ナヴァロはそう言ったのだ。つまり、

「フィーランさん……！」

　魔道具はエルドレッドが触れた瞬間、ガタガタと勝手に震ふるえだした。

「エルドレッド・フィーラン、それから手を離すのです！」

　ユージェニーが叫ぶがわずかに遅かった。その目が、突如として皿の底から飛び出して、リッカに向かって飛んで来た。

「いやぁ！」

　リッカは顔を背そむけながら思い切り手を振った。

『ゴフッ！』

　不気味な音が聞こえたかと思うと、魔道具の目は床に叩たたきつけられる。

「エルドレッド・フィーラン、皿を被かぶせるのです！　リッカ、押さえて！」

　ユージェニーの凜りんとした声に、エルドレッドは即座に従った。目の描かれていた皿状の魔道具を被せ、上から押さえつける。だが『ダブル』のエルドレッドが触れていると、目は動きを止めない。床と皿の間で、音を立てながら動き回っている。

「リッカ！」

「レディ、お願いします」

「は、はいい……ッ」

　触りたくない、けれど自分でなければダメなのだ。

　ぎゅっと眉み間けんにしわを寄せながら、皿状の魔道具を上からぎゅっと押さえた。

　しばらくガンゴン音がしていたが、少しして静かになった。

　用心して、そっと皿をひっくり返すと、飛びだした目は皿の底に戻っていた。

「……よかった」

　が、またぎょろりと動いたのを見て、リッカは小さく悲鳴をあげる。顔を背け、棚の一番上に置いた。

「気をつけてね、リッカ」

「は、はい……」

　涙ぐみながらうなずいたリッカは、恐おそる恐おそる二枚目の皿状の魔道具に手を伸ばした。

　同じ形のものを重ね、小さいものから順に棚に並べる。

　棚の二段目まで魔道具を並べ終えたところで、ナヴァロが部屋に入ってきた。

「ずいぶん綺き麗れいになりましたね。ありがとう」

　ひらり、と一枚の紙が差し出された。

「……？」

「教師を除く当学院で働く『ダブル』の名めい簿ぼ一覧です。生徒と教師はいらないのでしたね」

「……ありがとうございます」

「明日は君の質問にひとつ答えましょう。答えられないものもありますが」

　色気駄だ々だ漏もれの笑みにぞっとしながらも、リッカは小さくうなずいた。




　ユージェニーは学院全員の名が書かれた名簿を前にして、小さくため息をついた。

「わたくし、この学院にお兄様が捕らえられているのだとしたら、絶対姿変えの術をかけられていると思いますの。恐らく本人の自我など欠片かけらもないほど完璧に」

「わたしも、そう思います」

　だがほかのクラスの生徒や教師を見て回ったものの、サディアス王子らしき人物はいなかった。

「お母様のことですから、お兄様を元々いたダブルに、姿変えの術によって変身させることも容易たやすいのでしょうけれど、齟そ齬ごが生じた場合、周りに不審を抱かれるでしょう」

「とすると、殿下が攫われた頃に学院に来た人……ダブルが怪しい、と？」

「それだったら簡単なのだけれど。……ご覧になって。生徒ふたりの方」

　ガラテアが書いてくれた名簿には、生徒たちの入学日や勤務開始日も記されている。日付を順に追っていくと、サディアス王子が攫われた四年前前後に学院にやってきたのは三人いる。生徒ふたり、使用人がひとりである。

「あ」

　生徒のうち、リッカたちのクラスメイトである、ガラテア・ローズの名があったのだ。

　そういえば、ガラテア自身の口から四年前に入学したと言っていたことを思い出す。

「もうひとりは、先日リッカを襲おそおうとしたライカンスロープ型のダブルですわ」

「えっ」

　ユージェニーが指した名に、むむ、と眉間に皺を寄せる。いくら姿変えの術をかけられていたとしても、あのライカンスロープ型のダブルが王子だなんて、ちょっと信じられない……というか、信じたくない。

「お母様がお兄様を使用人に姿変えするとは考え難いですし……」

　それでも念のため全員を調べなければなるまい。

「わたくしね、お兄様と顔を合わせさえすれば、たとえどんな形に変えられていたとしてもひと目でわかると思っていたの。けれどそれらしき『ダブル』はおりませんでしたわ」

　ユージェニーはぽつりと呟いた。リッカ自身も、兄と妹が会いさえすれば解決すると思っていた。だがそれは難しいようだ。

　ふたりしてしょんぼり肩を落とす。だが、常に前向き、即断即実行の王女ユージェニーは、立ち直りも早かった。

「まだ会っていないダブル全員の確認をしましょう。それから姿変えの術について、術者以外で解ける方法はないか調べてみましょう」

「あ、でしたら、『姿変えの術』に関する本がありました」

　リッカが自室に向かおうとしたところで、ユージェニーに止められる。

「リッカ、王宮から持参した本はわたくしもすべて読んでおりますわ。それでね」

　ユージェニーが手招きする。顔を寄せると、

「明日、あちらの本をちょっと拝はい借しやくいたしましょう」

「あちらの、本、ですか？」

「そう。あちらの本」

　ユージェニーはにっこり笑ってうなずいた。










「あちらの本って、……ここの本、のことですか」

　翌日も授業のあとに、教師ナヴァロの部屋に向かったのだが、部屋の主あるじがいなくなった途端に、リッカを本棚のある方へ引っ張っていった。今日の『リッカ守護団』はカークだ。彼は真面目な気質ゆえか、本棚の整理を率先して始めた。普通の書籍と魔導書は分けて置かれており、ユージェニーは魔導書がある本棚の方へ向かった。

「ユージェニー様、こちらは……」

　魔力や力を持つダブルが触ってはいけない本ではないか。昨日の皿状の魔道具の恐怖をありありと覚えているリッカは、乱雑に棚差しされている本の背表紙を、こわごわと見やった。

「姿変えの術のことが書かれている本を探しておくから、見つけたらリッカ、貴女あなたが隠して持って行ってちょうだい」

「わたしたちの部屋に持っていくのですか……!?」

「そうしないとゆっくり読めないわ」

　得体の知れない本を部屋の外に出しても大丈夫なのだろうかと、不安が顔に滲にじむ。

「大丈夫ですわ、リッカ。教師ナヴァロも言っていたではありませんか。リッカならば魔道具に触っても何事も起きない、と」

　リッカはおずおずと本に手を伸ばし、背表紙に触ってみる。──大丈夫だ、何事も起きない。

　何冊か同じように触れてみて、いきなり叫んだり飛び上がったり目が飛び出したりするような本は一冊もなかった。

「ね、大丈夫でしょう？」

「……はい」

　はなはだ不安だが、竦んでばかりもいられない。

　リッカはうなずくと、魔道具の整頓を始めた。

　昨日はおっかなびっくり魔道具を扱っていたためにあまり捗はかどらなかったが、今日は無心を心がけて作業をおこなったために、半分以上終えることができた。

「上出来です。リッカ・クレイトンは片付けが上手じようずですね」

　ユージェニーとカークを先に部屋の外に出し、リッカのみを残してナヴァロは上じよう機き嫌げんに笑う。

「……ありがとうございます」

「では、どうぞ？」

　手伝いをしたら、質問をひとつしてもいい、と言われている。

　リッカはユージェニーと相談し、最初の質問は何にするか決めていた。

「サディアス王子は、この学院におられますか？」

『ただし答えられないこともあります』

　そう言われている。もちろんそれもユージェニーに伝えた。それでもなお、最初の質問はこれしかない、と王女は言ったのだ。

　正直答えるはずがない、とリッカは思っていたし、ユージェニーもまたそうだろう。

「いますよ」

　だが驚いたことに、ナヴァロはあっさりと、まるで「今日もいい天気ですね」とでもいうような口調で答えたのだ。

　あまりにも簡単に返事をもらって、リッカは目を白黒させる。するとそんなリッカを見て、ナヴァロはあははは、と声をあげて笑った。普段は決して見せない、少年のような笑顔になお驚く。

　──先生といっても、まだ十九歳でいらっしゃるのよね……。

　リッカやユージェニーと、三歳しか違わないのだ。

「君も、君の主も、潜入捜査にはまったく向きませんねぇ。まあ、バカ正直なところがとても可愛らしいが」

　す、と顔を寄せてくるナヴァロをかわし、リッカはそそくさとドア前に移動した。

　失礼しますと扉とびらを開けようとしたところ──、

「ああ、ちょっと」

　リッカの肩に、ナヴァロの手が触れた。そして逃がさないよう、素早くもう片方の腕でリッカを拘束する。背後から身体の前側に左腕を回し、リッカの右の腰骨を摑んで自身に引き寄せたのだ。

「～～～ッッ!!」

　驚きすぎて声も出なかった。

「悪い子ですね。黙って本を持って行こうとするなんて」

　ひく、と喉が鳴る。身体に回っている腕に、さらに力が込められ、リッカの背とナヴァロの胸がぴたりと重なる。

「これは、外に出してはいけないものです。どうしても読みたいのでしたら、僕の私室に来なさい。ひとりで」

　いやいやいやいや絶対行かない、行けるわけない……！

　全力で首を横に振ったリッカは、振り返りざまナヴァロの身体からだを押した。

「ごめんなさい……！　お返ししますので今日はこれで失礼いたします!!」

　本を投げつけるように押し付けると、扉を壊す勢いで引き開け、廊ろう下かに転がり出た。

「うっ」

　勢い余って廊下で待っていたカークの胸に頭突きをしてしまう。

「ご、ごめんなさい、カークさん……！」

「リッカ、大丈夫？」

「だ、大丈夫です……！」

　慌ててふたりを引っ張るようにして、教務室から逃げ去ったのだった。




「それにしても、お兄様がこの学院にいると、よく教えてくれたわね。本当かしら」

　魔導書を持ち出せなかったこと、そしてナヴァロから教えられたことを報告すると、ユージェニーは腕を組んで室内をゆっくり歩き回った。

「先生は、隠し事はあるけれど噓うそはつかない、と」

「それこそ噓っぽいけれど……。疑っても仕方がないですわね」

　ユージェニーはそう言って、ため息を零した。

　リッカは用意していたお茶のお代わりを淹いれる。茶器をそっと差し出すと、気づいたユージェニーは微かに笑って礼を言った。

「ああ、美お味いしい。飲み頃ね」

　ユージェニーは静かにカップを傾けて喉をうるおす。すべて飲み干し、カップを卓に置くと同時に、唇くちびるを開いた。

「リッカ、わたくし、改めて決意しましたわ」

「……？」

「この学院に来たのは、お兄様の探索が第一の目的で、わたくし自身の魔力の安定に関してはあまり考えておりませんでした」

「……」

「ですが、それではお兄様を見つけることができない。わたくしの力が安定し、そして自在に使えるようになれば、もしかしたら姿変えの術をかけられている『ダブル』に気づくことができるかもしれない」

「ユージェニー様」

「わたくし、もっと勉学に身を入れるようにいたしますわ」

　そう言ってユージェニーはリッカの手を取る。

「そうすれば、ほかのダブルたちの手を借りずとも、リッカを守ることができますもの」

　もし本当にユージェニーが自在に魔力を使えれば、これほど心強いことはない。魔力が安定すれば、今のように十六時間も眠らずに済むのだろうし。

「眠気も限界まで我が慢まんしてみましょう」

　あの強烈な眠気を我慢するなんて難しいのではと内心思いつつも、主の意気を挫くじくような真ま似ねなどしない。ただ少しでもユージェニーの力が安定しますように、とリッカも心から願った。










　ユーリアン学院に消灯の時間は特にないのだが、リッカは侍じ女じよとしての仕事が終わっている場合は、就寝時間を決めてベッドに横になっていた。

　ユージェニーは眠気に襲われてもどれだけ我慢できるか今夜試してみるわと張り切っており、つい先刻何か用事はないかとうかがったところ、まだ眠ってはいなかった。

「今日はなぜだか眼が冴さえていますの。このまま限界まで起きていることにしますわ」

　ユージェニーはその時間を有意義に使おうと、姿変えの術のことが書かれている本を読み直していた。

「リッカはもう休んでちょうだい。お疲れさま」

「はい、失礼いたします。あ、ですがあまり無理はなさらないでくださいね」

「ええ、ありがとう」

　毎回気絶するように眠り込むというのに、すごいことだ。

　リッカは戸締まりを確認し、自室に戻るとすぐにベッドに横になった。




　鮮明で、不思議な夢を見た。

　ベッドで眠るリッカを、もうひとりの自分が上空から見下ろしているのだ。

　ぐっすり眠っている自分をぼんやりと見下ろしていると、施せ錠じようしたはずの窓が、ゆっくりと開いた。

　宙に浮かぶ自分は、窓の方を見る。侵入者だ。

『ナヴァロ、先生……？』

　ナヴァロはいつものスーツ姿ではなかった。炎ほのおのような色の、ひらひらとした露出の高い服で、剝むき出だしの腕から目が離せない。

　ナヴァロは上空のリッカを見上げると、静かに微笑する。

　途端に、全身が硬直した。ナヴァロはゆっくり口を開き、何事か告げた。声は聞こえない。だが唇の形で、彼が何を言ったのかわかった。




　そこで、見ておいで。




　確かにそう言った。

　──見ておいで？　何を……？

　ナヴァロは上空のリッカから目を離すと、ベッドの上で熟じゆく睡すいしている方のリッカへと、足音をさせずに近づいてゆく。

『リッカ・クレイトン』

　リッカを呼ぶ声はどこまでも甘い。

『サディアス王子のことが知りたい？』

　ナヴァロは眠るリッカではなく、上空に浮かぶ方に顔を向けてきた。

『知りたい？』




　知りたい、知って、王子を見つけ出して、そして早く人の世界に戻りたい──。




　声にはならないリッカの望みを覗き見たかのように、ナヴァロはうっとりと微笑ほほえんだ。

『わかりました、教えてあげましょう。その前に、いただきます』

　──いただき、ます？

　ナヴァロは眠るリッカへと手を伸ばした。優しく、そっと、頰ほおに触れる。頰から顎あごへ、そして喉へと指を滑すべらせてゆく。

『な、に……？』

　心の奥底から湧わき上がってくるのは危機感だった。このままでいてはいけない。逃げなければ。でもどこへ？

　まるで頭の中に霞かすみがかかっているかのようで、考えがまとまらない。
















　教師ナヴァロは、なんのダブル？

　問いが、頭の中をぐるぐる回る。

　ナヴァロは眠るリッカの額に、自分のそれを触れ合わせた。鼻先が触れるほど近い。その距離はどんどん近付いていく。このままでは──。

　その時、ようやく上空のリッカの脳のう裏りに、閃ひらめいた言葉があった。

　教師ナヴァロは、インキュバス──！

『夢の中に現れ、性交を行うとされる男の悪魔』

『淫魔ともいう』

　入学する前に読んだ本の文章を思い出した刹せつ那な、

「起きなさい──ッ!!」

　吞のん気きに眠りこけている己に向けて、力の限り叫んだ。

　その自分の声にリッカは飛び起き──次の瞬間頰に風を感じた。

「え……？」

　リッカはそろりと辺りを見回し、そこが自身の部屋の、ベッドの上ではないことに気づくや、悲鳴を上げた。

「な、な、なんなの───ッ!?」

「レディ、夜も更ふけている。もう少し声を潜ひそめて」

　リッカをレディ、と呼ぶのはひとりしかいない。

「フィ、フィーラン、さ……？　あのっ、えっと、と、飛んでる!?」

「ふふ、驚く顔も驚くほどチャーミングだね、レディは」

「そっ、そういう戯ざれ言ごとは結構ですから、どういうことか教えていただけますか」

　リッカのクラスメイトは全員飛ぶことができる『ダブル』だ。カークにもガラテアにも助けてもらったことがあるが、ドラゴン化していないエルドレッドの翼つばさは初めて目にした。

　まるで鋭えい利りな刃物のような翼で、ふわふわとした羽毛に包まれたガラテアのそれと対極にある。だが飛行はスムーズで、安定感があった。

「それがね、わたしもよくわからないんだ」

「……、あの、どういう……」

「気がついたら君を抱き上げて飛行していた」

　は？　と思わず呆ほうけた顔をしていたようだ。

「君は本当にどんな表情もチャーミ……」

「それはもう結構です。あの、……わたしもよくわからないので、なんとも言いようがないのですが、できたら部屋に帰していただきたいのですが」

「このまま夜のデートをしては駄目？」

「えっと、それは遠慮したい、です」

　直前まで眠っていたのに、夜中に、寝間着のままで飛行デートなんて、したいと言う女子がいるだろうか？　少なくともリッカは絶対にお断わりだ。

　エルドレッドは残念そうな顔をしたが、すぐににっこり微笑み、紳士的にうなずいた。

「ではまたの機会に」

　それ以上ごねることなく、リッカを女子寮の前まで連れてきてくれた。

「ありがとうございます」

　エルドレッドの腕が丁寧にリッカを下ろす。その時偶然、エルドレッドのメガネにリッカの手が触れた。ごめんなさい、と謝ると、ずれたメガネ越しに、笑顔を見せられる。その、左側の瞳ひとみは美しいガーネット色だ。

　レンズの薄いメガネは、もしかしたら左右色違いの瞳を隠す意味合いもあるのだろうか。そして以前会った二重人格のエルドレッドのことも思い出す。あの時瞳は両目とも黒に見えた。

「今度は明るい日の下でデートをしよう。少なくともガラテアよりは丁寧に飛ぶから」

　数日前の散々なガラテアとの『空の散歩』を思い出し、リッカは顔をしかめた。あんな『空の散歩』は二度としたくない。

「ではまた明日」

　あくまでも紳士的に、それでいて懐なつこいフレンドリーさを見せながら別れの挨あい拶さつをしたエルドレッドは、音もなく飛とび発たつとリッカの前から遠ざかっていった。

　背中は夜の闇やみにまぎれ、すぐに見えなくなる。

「……なんだったのかしら？」

　自分の身に何が起きたのか、さっぱりわけがわからない。

　首を傾げつつ自室に戻るなり、リッカは息をのんだ。

　寝室の大きな窓ガラスにかけられたカーテンが、ひらひらと風に舞う。

　施錠していたはずの窓が大きく開かれていた。

「……っ」

　先刻、目が覚める直前まで見ていた夢を、はっきりと覚えている。

　ナヴァロが窓から部屋にやってきて、そして……。

　背筋が震えて、自らの身体をぎゅっと抱きしめる。

　あれは夢？　それとも──？
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　夢か現実うつつかわからない、そんな不可思議な体験をした翌日、健康であることだけが取とり柄えなはずのリッカが、朝から調子を崩くずしていた。

　身体が重い。瞼まぶたも、頭も重い。今日は一日ベッドで横になっていたい。が、そういうわけにもいかないので、冷たい水で顔を洗うと、その手で頰ほおを叩たたいた。

　ユージェニーの朝の支し度たくを手伝い、朝食を用意し、授業に出る準備をする。

「おはよう、リッカ。ねえ、聞いて。わたくし昨夜ずいぶん長く起きていられたの！」

　聞けば就しゆう寝しんの挨あい拶さつをしたあとも、三時間以上起きていられたのだという。ならば今日は四時間程度しか眠っていない計算だ。

　普段、ユージェニーの寝起きは悪いのに、睡眠時間が少なくても眠気はないようだ。昨日の決意が王女の内にしっかり残っているのだろうか。

　逆にリッカの方がふらふらという情なさけない状態で、周りに気づかれないよう深呼吸し、何度も瞬まばたきを繰り返し、不調を隠した。

　学舎に向かっていると、男子寮りようの方から何やら物ぶつ騒そうな音が響ひびいてくる。

　周りにいた他の生徒や教師らも、音のした方に目を向け──その場にいた全員が目を剝むいた。

　続けざまに響いたのは爆音で、濛もう々もうと煙が上がっている。

　年配の教師は慌あわてた様子で男子寮へと行きかけ、すぐに振り返った。

「各教室で待機していなさい！」

　そう言うや、男子寮へと走っていく。

「リッカ、行きましょう」

　距離はあるが、どんなとばっちりが飛んでくるかわからない。リッカはうなずいて、ユージェニーとともに学舎へ走り出した。ふたりの目に映ったのは、男子寮から飛んで来た巨大な生物の姿だった。

「あれは……」

「ドラゴン！」

　宝石のようにキラキラと輝く青みを帯おびた鱗を全身に纏まとうドラゴンは、蝙蝠のような鋭角的な翼を羽ばたかせ凄すさまじい勢いでやってくる。金色の目がぎょろりと動き、地上に立つリッカたちを睨にらみ下おろした。

　と、大きな口が開き、獰どう猛もうな歯が覗のぞく。

「火よ、リッカ！」

　ユージェニーに腕を引かれ、その場から駆かけ出だす。

　灼しやく熱ねつの炎がドラゴンの口から吐き出され、学舎の西側──ちょうど青せい煉れんの間がある箇所に直撃する。輝くばかりの純白の学舎は、無残にも真っ黒に煤すすけてしまう。

　猛たけるドラゴンは、続けざまに炎を吐く。巨大なドラゴンを止める手立ては、今この場にいる者たちの中にはないようで、教師もなすすべもなく見守るばかりだった。

「いい加減になさい！」

　やりたい放題のドラゴンに我が慢まんも限界に達したのか、ユージェニーが叫んだ。

「ユ、ユージェニー様……！」

「猛りを鎮しずめなさい、ドラゴン！」

　凜りんとした張りのある制止の声に、ドラゴンは一瞬戸と惑まどったように動きを止めた。だがそうしてしまった己おのれを恥はじたのか、天にも轟とどろく咆ほう哮こうを発した。

「ユージェニー様！」

　ドラゴンの顔がふたりに向けられる。限界までドラゴンの口が開き、喉のどの奥からチラチラと瞬く炎が見えた。




　ああ、今日こそ命日になりそう……




　リッカなど一口でのみ込んでしまうであろう大きな口の、その中を呆ぼう然ぜんと見ていると、ドラゴンの前に、ふわりと何かが飛んできた。ドラゴンと、リッカとユージェニーの間に身を滑すべり込こませたのは、鋭角的な翼を持つ『ダブル』──ウィーヴル型のエルドレッド・フィーランだった。

「同族が猛る姿を見るのはなんとも複雑な気分だ」

　巨大な口を開き今にも炎が放出されんとする前面に立ってなお、エルドレッドの物腰は紳士的だった。

「レディと王女に炎を向けようとするとは、見過ごせないからね」

　エルドレッドはそう言うと、素早い動きでドラゴンの下方に飛んだ。そして掌てのひらを上に向けて、開ききったドラゴンのあぎとを突き上げる。

　うぐ、と籠こもった声がし、その直後、吐き出そうとした炎がドラゴンの口の中で爆発する。

　ドラゴンは目を白黒させ地上に墜つい落らくする。重い音が響き渡るが、気を失ったのか、ドラゴン型の『ダブル』は、人型に戻っていた。

　エルドレッドはドラゴン型に自身の上着を投げ掛けた。

　なすすべもなく見守っていた教師たちが、ドラゴン型に駆け寄る。その様子を見ることなく、エルドレッドはにこやかな笑顔でリッカとユージェニーに向き直った。

「怪け我がはありませんか？　レディ、そして王女」

「あ、ありがとう、ございます」

　安心してその場に座り込んでしまう。

「貴方あなたの助けがなくとも、あの程度のドラゴン、打ち負かしてよ。でもリッカを庇かばってくださって礼を申しますわ。ウィーヴル型のエルドレッド・フィーラン」

　ユージェニーの返事に、だがエルドレッドは機き嫌げんを損ねることなく、朗ほがらかに笑ってみせる。そして座り込んだリッカへ、手を差しだした。

　再度礼を言い、手を握ると、軽々と引っ張り上げられた。
















「いったい何が原因で変化してしまったのかしら」

　ユージェニーの疑問に、エルドレッドは肩を竦すくめる。

「他愛たわいないケンカが原因のようですよ。ドラゴン型のアレがガラテアをからかい、最初はただのじゃれ合いのような小こ競ぜり合あいだったのですが、そのうち本気のケンカになり、逆げき鱗りんに触れて変化してしまった、という」

「まあ」

「ガラテアさんと、ケンカ？　ガラテアさんは大丈夫なんですか」

「いや、それがドラゴンブレスを食らい、気を失ったので、カークが医療室に連れて行っている」

「え……！」

　思わずユージェニーと顔を見合わせる。

「あの、ドラゴンブレスって……」

　確かドラゴンは、炎だけでなく毒の息を吐くと本にあった。

「炎をまともに受けたが、大丈夫」

　エルドレッドはしっかりとうなずいた。

「学院の医療者は様々な医療術を施ほどこすことのできる妖精のダブルだ。とても優秀なのだよ」

　そう断言するエルドレッドの言葉に、リッカもまた、小さく息をつく。

　エルドレッドは安あん堵どするリッカをじっと見つめ、そしていつものように微笑した。

「レディは出会ってまださほど経たたない相手を心配してくれるのだな」

「え、それは」

　普通のことでは、と言いかけるが、『ダブル』の普通と、リッカの普通はイコールなのか、いささか自信がない。だから語尾は濁にごしてそっと口を噤んだ。

「授業は予定通りあるだろうか？　教室に行っておこう」

　促うながされて一歩進んだリッカだが、突とつ如じよとして脱力し、再びその場に座り込んでしまった。

「リッカ!?」

「レディ？」

　ふたりの手が同時に伸びてくる。

　──なんだろう、力が入らない……。

　目の前が暗くなる。視界を閉じているのか、開けているのかすらもわからない。

　そのままふぅ、と意識が遠くなっていき──気を失ってしまった。










　夢は見なかった。

　深い眠りから覚かく醒せいした時、リッカを覗き込んでいたのは、エルドレッドだった。

「フィーランさん？　あれ、わたし……」

「気分は」

「あ、大丈夫……ん？」

　メガネをかけていない。そして──、

「目の色が黒……」

　前回エルドレッドの両方の目の色が黒に見えたのは夜だった。灯あかりはあったが、髪に隠れたこともあり、気のせいかと思ったのだが、日中の明るい日差しの下で見ても、やはり両目とも黒だった。

　柔にゆう和わで端たん整せいないつもの顔とまるで違う。顔自体は同じなのに、眇すがめた双そう眸ぼうやわずかに上がった唇くちびるの角度が少し違うだけで、別人のように見えるなんてと、リッカはまじまじとエルドレッドに視線を注そそいだ。

「あんたにまた貸しができたな」

「え、っと……貸しって、なんの、ですか」

「昨夜淫いん魔まに襲おそわれていただろうが」

「……ッ!?」

　突然そんなことを言われ、リッカは、目を白黒させる。

「助けたのは、俺おれ」

「……」

「インキュバスは人間の精気を好む。あんたの部屋に入っていくところをたまたま見かけたから、助けてやったんだぜ。感謝しろ」

「感謝……、ありがとうございます」

　エルドレッドの言葉が、ちゃんと理解できずにいるのだが、感謝しろと言われて無意識のうちに礼が口から零れた。

　──淫魔に襲われた、……って、あれは、夢ではなかったの？

　すぅ、と血の気が引く。

「あんたが倒れたのも、淫魔に精気を少し奪われたからだ」

　言われてなるほど、だから朝から調子が悪かったのかと納なつ得とくする。納得するが、どうにも合点がいかない。

「ナヴァロ先生が、どうして……？」

『ダブル』の教師にまでなれたナヴァロだ。自身のインキュバスとしての衝動のコントロールなど慣れたものだろう。それなのに、人間とはいえ一応生徒でもあるリッカを襲うなんてこと、あるだろうか。

「腹が減っていたんだろ。全能の魔女に理事長代理を任されているから、学院から外に出られず好物も食えずにいただろうから」

　だから唯ゆい一いつの人間であるリッカを襲ったということか。本当に？

　そもそも人間の世界で精気など吸ったら、国外追放になってしまうではないか。

「そんなこと俺が知るかよ。わかんねえようにうまくやってんじゃねえの」

　──それは、そうだけど。

　リッカは、エルドレッドその二をチラリと見た。

「あの時あなたは、なぜ覚えていないと言ったの？」

「あっちの俺は、俺のやること、俺の考えていることに気づいていないからな」

　──やっぱり二重人格なんだわ。

　普段の紳士なエルドレッドは、この態度の横おう柄へいな存在が己の中にいることを知らないのだ。

　いつものエルドレッドと、目の前のエルドレッドその二は、同じ顔なのに、まるで別人に見える。

「だが俺の方はあっちの俺をある程度自由に操作することができる」

「操作？」

「昨夜もそうだ。あいつにあんたを救わせるために飛び込ませた」

「なぜ？」

「なぜ？」

「なぜ貴方の人格──ダブル格？　──ではなく、あちらに任せたのか、不思議に思ったの」

　エルドレッドは一度瞬きをした。そしてふいに、にっと笑った。笑顔ひとつ取っても、本当に別人だから、混乱する。

「あんた意外と頭が回るなぁ」

「……」

「俺に興味ある？」

　ふいに近づかれて、リッカは仰のけ反ぞった。

「べ、別にありません」

「へえ？　俺はあるけどな」

　──は……？

「美形揃ぞろいの『ダブル』らにあんなにちやほや意味もなく持ち上げられてもまったく動じない。態度も変わらない。むしろレディなんて呼ばれて困こん惑わくしている、その困惑を持ったまま、増長することもない。距離を取っているのかと思えばそうでもない。見ていて飽あきない」

　それは自分が十人並みだってわかっているからです！

　口にはしなかったのに、エルドレッドは察したように、ふっと笑みを浮かべた。

「普通はひきも切らずちやほやされ続けたらうぬぼれる。そういうところが、興味深い」

　さらにずい、と顔を寄せられて、退しりぞいた途と端たんにベッドヘッドに後頭部をぶつけた。

「いたい……」

「おいおい何してんだよ」

　無造作にぶつけた箇所に掌てのひらを当て摩こすられる。

「だ、大丈夫です」

「んー？　聞こえねえ。あ、コブができてる」

　優しく触られていたかと思うと、ツ、と指で押されて、痛いです！　と叫んだ。

　エルドレッドの手を払い、コブを両手でガードする。

「あのっ！　ユ、ユージェニー様はいずこに？　それから、ドラゴンブレスが直撃したというガラテアさんは大丈夫なんですか？」

　目の前で、大声で問うと、ちょっと嫌そうな顔をして肩を竦めた。

「どっちも隣の個室で寝てるぜ」

「寝て……、あ、ユージェニー様、就寝されているのですね」

「さっきまであんたに付き添っていたがな」

　主に付き添わせるとは……、とがっくり肩を落とす。

「あの、ガラテアさんの様子は」

「妖精のダブルが火傷やけどを跡形もなく消していたから大丈夫だろ」

　指先をちょっと火傷しただけでも痛いのだ。本当によかったと、安堵の息を零す。

「あの、カークさんは」

　エルドレッドは意地悪そうに目を細めた。

「あんたが精気を吸われたようだと言ったら抗こう議ぎをしにインキュバスのところへ行った」

「え!?」

　真ま面じ目めなカークらしく、正義感に突き動かされたのだろうか。

　あの、夢だと思っていたことが本当にあった出来事だったとしたら……羞しゆう恥ちと恐怖とで、身が竦む。

　これからあの教師とどういう顔をして会えばいいのか。

　うーん、と悩んでいると、医療室の扉とびらが勢いよく開かれた。

「否定された。エルドレッド、さっきの話は本当なのか」

　ナヴァロに会ってきたというカークが、開口一番そう言いながら近づいてきた。

「リッカ殿、気がつかれたか。体調は？」

「あ、大丈夫です」

「腹は減っていないか？」

「え？　ええと、そういえば」

　今何時かと問うと、昼をとうに過ぎていると返ってきた。

「では、昼ひる餉げにしようか。レディ、立てますか？」

　エルドレッドがにっこり笑って、手を差し出す。

「……え」

　まじまじとエルドレッドを見上げると、いつの間にかメガネをかけていた。そしてそのメガネの奥の瞳は──ガーネットの色だ。

　ガーネット色の瞳の時は、普段の紳士然としたエルドレッドなのだと直感する。

　物腰も声こわ音ねも表情も本当に全然違うのだから恐おそれ入いる。

　──素早いったら……！

「レディ？」

「あ、大丈夫です。立てます。あの、昼餉を摂とる前に、ユージェニー様とガラテアさんの様子を見に行ってもいいですか？」

「もちろん」

　うなずいたカークと、普段のエルドレッドとともに、隣室に向かう。

　すぐ隣の個室ではユージェニーが休んでいて、まだ眠りから覚めそうになかった。さらに隣の部屋で休むガラテアの様子もうかがうが、こちらも眠りに就ついていた。

　エルドレッドその二が言っていたように、顔に火傷らしき傷はひとつも見当たらず、ホッと胸をなでおろす。

「リッカ殿、先刻エルドレッドから訊いたのだが」

　生真面目な物言いでカークに問われるが、リッカだってあやふやなのだから返事のしようもない。困った顔で首を傾かしげると、カークもまた口を噤つぐんだ。

「今日はガラテアの番だが、安静にしておいた方がいいだろう。僕が替わって……」

「次の番であるわたしがレディをお守りしますよ」

　ふたりの視線が一瞬混じり合う。気のせいか、どちらも少々険けわしい眼まな差ざしだ。

　手を煩わずらわせることが心苦しくて肩を窄すぼめていると、先に気づいたエルドレッドが眦まなじりをやわらかく解といた。

「──ではどうだろう、今日はふたりでレディをお守りする、というのは？」

「え」

「悪くない案だ」

　それも申し訳ない、だがユージェニーが眠っている間、自分は出歩くことも容よう易いではないのだ。

　──なんか、本当に無力だな……。

「今日もナヴァロ先生のもとにゆくのか？」

　カークの問いに、気持ちは揺ゆらぐ。行きたくはないが、いよいよ全能の魔女の帰りが二日後に迫っている。このままでは囚とらわれの王子は取り戻せず、リッカは何もできないままこの学院をあとにすることになる。もちろん、本音を言えば人間の自分が『ダブル』の学校でできることなんてたかが知れている。もともとリッカの仕事はユージェニーの侍じ女じよとしてのみだったのだから。王子捜しは、リッカにとっては主の望みで、主が手伝ってほしいと言っているからだ。

　王子を見つけられずに帰っても罰ばつせられはしないし、与えられた報ほう酬しゆうを取り上げられることもない。

　リッカは、病弱な母には健康でいられるよう、頭のいい妹にはやりたいことができるよう、そして自分はのんびり穏おだやかに過ごしていけたらいい、と願う普通の少女だ。

　危機管理能力は人並みに持っているから、危険な場所やものには人並みに近寄りたくない。

『人並み』。

　ごく普通の考えだと思う。だが、一生懸命頑がん張ばっている王女のそばで、自分だけがのほほんとしているのも気が引ける。できることなら王子を捜し出し、すっきりさっぱりして学院をあとにしたい。

　それに、リッカは『夢』のことを思い出す。

『夢』の中で、ナヴァロはリッカに言ったのだ。

　王子のことが知りたいのだったら教えてやる、その代わりいただきます、と。

　精気をちゃっかり奪っておきながら、王子のことを教えてくれないなんて卑ひ怯きようじゃない、これは直じか談だん判ぱん物件だわ、とリッカは怒りで己おのれを奮ふるい立たたせようとした。

「……おふたりに甘えてしまいますが、もしついてきてくださるのでしたら、行きたいと思っています」

　無力な自分は彼らを頼らなければならない。なんとも不ふ甲が斐いないが、ふたりの男たちはそうは思わなかったようだ。

「リッカ殿が望むのであればついてゆこう」

「もちろんですよ。そんな遠えん慮りよしないで」

　カークとエルドレッド双方からの快かい諾だくに、リッカは頭を下げた。










　ドラゴン型のダブルの暴走で、今日は急きょ休校になったのだと、ナヴァロの部屋で知る。

「怪我がないようで何よりです。今日も来てくれたのですね」

　いけしゃあしゃあと、と言うべきか、昨日とまるっきり変わらない態度に、こめかみが引ひき攣つる。内心の不満や憤いきどおりを抑え込み、リッカははい、とうなずいた。

「約束していましたから」

　ナヴァロはにっこり笑った。

「では、今日もよろしく」

　そう言ってもうひとつの部屋に向かうナヴァロに、リッカは緊張しながら声をかけた。

「あの、昨夜のこと、覚えているんですけど」

　するとナヴァロはゆっくりリッカへと向き直った。

　少し離れたところで、背後からカークとエルドレッドが見守る視線を感じる。見なくてもわかるくらいだ。だがナヴァロはその視線をないもののように無視し、リッカの耳元に唇を寄せた。

「美お味いしかったですよ。ごちそうさま」

　こくり、と喉が鳴る。

「なんて、後ろの誰だれかさんに邪じや魔まされて、ほんの少ししかいただけなかったので、まだ腹ペコなんですが」

「～～～ッ！」

　リッカはぎゅっと首を竦めた。

　──本当に、いただかれてしまった……!?

　わなわなと震ふるえるリッカを平然とした笑顔で見下ろす。その態度にリッカの普段は顔を見せない負けん気に火がついた。

「教えていただけるんですよね」

　ナヴァロは一度瞬きをした。そうして、普通の婦女子であれば一瞬で陥かん落らくするであろう、魅み惑わく的てきな微笑でリッカを見つめた。

「生徒の中に、力のない『ダブル』がいます。それが、王子」

　そっと耳打ちされる。

　──力の、ない？

　そんな生徒などいるのだろうか。リッカはユージェニーとともに全員の生徒と顔を合わせている。彼ら、彼女らの力の発動場面をすべて見たわけではないが、もしひとりだけ力のない生徒が本当にいれば、ほかの者たちに気づかれるのではないか？

　本当にナヴァロを信じていいのだろうか。そして、リッカはふと、思う。

「……先生は、理事長のお身内と聞いています。これは理事長に対する裏切りでは？」

　思いきってそこまで踏み込んでみる。するとナヴァロはからかうように肩を竦めた。

「信じていただかなくても僕は構わない、が」

「……が？」

「これ以上は、口止めされているから言えない。だからがんばって、王子を捜して」

「口止め……」

　どこまで言ってもいい、と約束させられている？　そんな緩ゆるいことを、と内心首を傾げていると、

「これ以上言ったら僕の首が飛ぶ」

　つまり解かい雇こということか、と思ったら、ナヴァロは自身の首元に、手を水平に当て、スッと真っ直ぐに引いた。その仕草を見て血の気が引く。

　──つまり、仕事ではなく命を奪われる、ということ……!?

　顔を強こわ張ばらせるリッカを、ナヴァロはむしろ楽しそうに見やった。

「君はとても美味しかったから、もう少しくれるというのであれば、さらにヒントを出しますよ。あるいは、そうですね、王女にこの前の本を貸してもいい」

　この部屋の中でなら、好きなだけ読んで構いませんよ、と誘さそいをかけられる。

「リッカ殿」

　ナヴァロに対する恐怖と、さらなるヒント、という甘い誘ゆう惑わくにぐらぐら揺れるリッカを、冷淡にも聞こえるカークの声が、現実に引き戻した。

「あ。……とりあえず整せい頓とんをして、そのあとで今日の質問をさせていただきますので」

　リッカたちはそそくさと踵きびすを返し、魔道具の整頓へと向かった。ところが魔道具に手を伸ばしたその時、建物が小こ刻きざみに揺れるのを感じた。

「……地、震？」

　棚も、カタカタと揺れている。綺き麗れいに並べた魔道具同士擦れて立てる高い音が、次第に大きくなっていった。

「あ……ッ！」

　ドンッ、と突き上げるような衝しよう撃げきを感じた瞬間、よろめいて棚にしがみつく。

「レディ、大丈夫かい？」

「は、はい……！」

「地震？　いや、それにしては長いな」

　棚から魔道具が落ちるほどの強さではない。だがいつまでも揺れ続ける、そんな地震を経験したことはこれまでなかった。

「君たち、外に出なさい」

　ナヴァロが入室してきたかと思うと、三人を急せかして建物の外へと連れ出した。

「この魔の波動、エルフリーデ様？　いや、よく似ているが……」

　独ひとり言ごとのようだ。だがリッカの耳にその声は届き、途端にドキリとする。

　──理事長が、もう帰ってきた……？

　学院に戻るのは明後日ではなかったのだろうか。

　急にそわそわと落ち着かない気持ちになる。

　もし理事長だったなら、これ以上王子の探索は難しくなるだろうか。あるいは逆に、活路となるのだろうか。

　ドキドキしながら、外に飛び出す。途端に、ぽかんとその場に立ち竦んだ。

　今け朝さ暴れたドラゴンが黒くろ焦こげに焼いた学舎は、理事長の魔法により傷ひとつない状態に戻っていた。その、よりによって同じ場所──学舎を正面から見て左手側が、忽こつ然ぜんと消失していた。

「な……」

　なんなのだ、何があったのだ。

「あれは、王女か？」

「ユージェニー王女だ」

　カークとエルドレッドの指す方向に慌てて目を向けると、ふわふわの黒髪をなびかせながら、学舎の前にいた。どういうことか、全身が黄金色に輝いている。

「ユージェニー様！」

「まずいな、あれは魔力の暴走だ」

「魔力の、暴走……」

　呟つぶやいたナヴァロに駆け寄ると、腕を摑つかんだ。

「どういうことです」

「魔力が安定せず制御できずにいると、時として力が暴走することがあるのです。リッカ・クレイトン、最近王女に変わったこと、変化はありませんでしたか？」

　突然そんなことを言われてもと逡しゆん巡じゆんするが、ハッと思い出す。

「ユージェニー様、魔力を制御できるようにしたいとおっしゃって、昨夜は四時間しか眠らなかったと」

「そのあと、リッカ殿が倒れられ、ご自身も少しして休まれたはずだが」

「トータルで足りないということではないか」

　カークとエルドレッドも首を傾げる。リッカはもどかしく首を振った。

「でも、魔力を抑えることができないから、これまでは意識を失うように眠りに就いていたのでは？　今回眠らないのはどうしてなのでしょう」

「次のステージに進んだと見るか、暴走する力と自身の危機感のバランスが崩れたのか」

　独り言のようなナヴァロの言葉が聞こえてきた。

　ユージェニーの魔力は、雷のように見えた。バリバリと音を立てて空を裂さき、四方八方へと凄まじい勢いで飛んでゆく。ユージェニーの力の塊かたまりがぶつかった箇所は、たった一撃で穴が開き、まるで砂でできた城のようにもろくも崩れてゆく。

「さすが全能の魔女の直系だな」

　感心したように呟くのはカークだ。

「あのっ、止めませんと……！」

「ああなってしまったら王女の力がなくなるまで静観しているしかない」

「静観って……。放っておいて大丈夫なんですか？　ユージェニー様の御おん身みに、何かあったら……！」

　たまらず一歩、二歩、と歩を進める。だが、

「レディ！」

　エルドレッドの警戒の声とともに、ハッと顔を上げると、眼がん前ぜんにユージェニーの雷のような力が迫ってくる。何もできず立ち竦むリッカを、エルドレッドが強い力で引き寄せてくれた。

「……ッ、あ、ありがとうございます」

「いや、ナヴァロ先生。どうにかしてわたしたちで王女を止められないでしょうか。もし魔力が消失した時、王女の身に異変がないとはいえません」

「……！」

　リッカは思わずナヴァロに縋るように視線を向けた。だがナヴァロは腕を組んで、そうですねぇ、とのんびりしたものだ。

　朝のドラゴンとは比較にならない破壊行動に、とうとう他の教師たちがユージェニーを取り押さえようと接近していく。だが全身を雷でコーティングしたかのように、王女が歩くたびにバリバリと力が放出され、その力に触れた者たちは皆意識を失ってその場に倒れてしまう。恐ろしい力だった。

　──もっと、ちゃんと考えなければならなかった。

　ユージェニーの力が、そんなに簡単に制御できるわけがないのだ。十六時間眠るのは、眠らなければならない理由があるのに、いきなり睡眠時間を削けずったらどうなるか、想像くらいするべきだったのに。

　ユージェニーの侍女としてここにやってきたというのに、なんという体たらく。リッカはたまらずユージェニーに向かって走った。

「ユージェニー様！」

　力の限り叫んだその時、ユージェニーが歩を止めた。そしてゆっくりと、リッカの方に顔を向けてくる。

　──意識が、ある？

「ユージェニー様、わたしの声が聞こえますか！」

「リ、……ッ、カ？」

「そうです！　あの、落ち着いて、……って、どうしたら力が鎮まるのかわからないのだけれど……」

「リッカ、リッカ」

　黄金の光を纏うユージェニーの細い腕が伸びてくる。近くで見ると、ユージェニーは全身から雷状の力を幾いく筋すじも放出していた。このまま力を出し続けたら、とんでもないことになるに違いない。

　意を決し、ユージェニーにさらに近づこうとしたリッカを、エルドレッドとカークが同時にやめろ、行くな、と制止した。

「あまり利口なやり方ではありませんよ、リッカ・クレイトン」

　ナヴァロにまで、それは愚ぐ案あんですと言われる。だが、ならばどうすればいいのかと、再びユージェニーに顔を向けた時、

「リッカ！」

　触れてはこない侍女の名を叫んだ。刹せつ那な、今まで以上にバリバリと大きな音を立て、ユージェニーの全身がさらなる黄金色に包まれた。

「ユージェニー様！」

「間抜けが！」

　なんの前触れもなくユージェニーの魔力が放出され、リッカの目前に迫る。




　あ、今度こそ、今日こそ、本当に、ダメ──




　一日一度は死を覚悟するなんて、なんというところだろう。だがこれは自分が『間抜け』だからだ。

　やけに鮮明に飛び込んできた『間抜け』という声。

　え、誰が、誰に言ったの？　ていうか、わたし『間抜け』？

　そんな、今この場においてはまったく関係ない、かつ役に立たないことが、脳のう裏りにぽん、と浮かぶ。

　絶体絶命のリッカを救ってくれたのは、クラスメイト、のひとり──エルドレッド・フィーランだった。

　もう何度助けられただろうか。

『ダブル』である彼らに対して、一切恐怖心を抱かなくなることは、もしかしたらないのかもしれない。だって持っている能力──力が、まるで違う。

　けれど、彼らに対する感謝の気持ちはある。とても、ある。そして力を持つからこその苦悩があることも知った。

　できることなら助けてもらうばかりではなく、自分も返していきたい。

「ボケッとすんな、この間抜けが」

　ひどく乱暴な声が、耳に入ってきた。

　──これは。

　ユージェニーの一撃から救ってくれた相手が誰なのか一瞬で気づく。

　エルドレッドではない。その二だ。

「貸し、三つな。どんどん溜たまっていくぜ」

　こんな緊急の場なのに、エルドレッドは不敵に頰を歪ゆがめて笑う。

　──……？

　その時、リッカの脳裏に、何かが引っ掛かった。

『間抜け』、ぞんざいな物言い、そして不敵すぎる笑い方──。

　だが何が引っ掛かったのか、リッカにはわからない。

　こんな事態だというのに、その、頭の隅に引っ掛かった疑問がどうにも気になって、その答えを求めてじっとエルドレッドに視線を注ぐ。

「ボケッとすんなって今言っただろうが、この耳は飾りか？」

　本当に『その二』は口が悪い。その上耳みみ朶たぶをつまんでぐいぐい引っ張るものだから、痛いです、とその手を振り払った。

「呆ほうけている暇はないぜ」

　エルドレッドはそう言い、ユージェニーに視線を向けると、表情を改めた。

　軽く目を眇め、唇を引き結んだ横顔は、瞳の色を見なければどちらのエルドレッドかわからない。だがまだ『その二』の方に違いない。リッカは確信していた。

「とりあえず意識を失わせねえと。──ナヴァロ先生、チャームの力を使えよ」

「王女に、ですか？　気が進みませんねぇ」

　気が進まないとか進むとか言っている場合ではない。ユージェニーの魔力は、すでに学舎を半分ほども吹き飛ばしている。そしてさらに被害は女子寮にまで及びかけていた。

　女子寮の屋根に直撃し、当たった箇所が崩れ落ちてゆく。

「だいたい僕、パワー勝負には向いていないんですが」

　そんなことを呟きつつも、ユージェニーへと一歩進む。

「先生」

「チャームの力は目と目が合わなければ相手にかけることができません。王女の顔をこちらに向けられますか？」

「ユージェニー様！」

　唯一ユージェニーが反応するのが、リッカからの呼びかけだった。

　ユージェニーはもうろうとしながらもこちらに顔を向けてくる。

「この距離では難しいですね。もっと接近しなければ」

　エルドレッドの背中から鋭角的な翼が出現するや、ナヴァロを背後から羽は交がい締じめするようにすると宙に浮かんだ。

「わたしが傍そばまでお連れしましょう。レディ、王女の気を逸そらしてください。カークはレディを守って」

　エルドレッドその二は、いつの間にか普段の彼に戻っていた。くるくると変わる彼に混乱しながらも、言われた通りリッカはユージェニーの名を、力いっぱい叫んだ。

　声は聞こえているのだろうか。ふらふらとこちらに向かって歩いてくる。だが相変わらず雷状の力があちこちに飛び散っている状態だから、決して油断はできない。いつあの力が放たれるかまったくわからないのだ。

　ナヴァロを抱えたエルドレッドは、空中を旋せん回かいし、ユージェニーの背後に回ると、一気に加速した。そして背中側から前面に回り込むや、ユージェニーとナヴァロをぎりぎりまで接近させる。

　目が合った──！

　ユージェニーの身から放たれる黄金色の力は、一気に消失する。

「ああ、よかった……！　ユージェニー様！」

　駆け寄ろうとしたリッカだったが、隣にいたカークに、ぐい、と肩を摑まれた。

「待て」

　なぜ引き留められるのかわからず、カークを振り返ったちょうどその間に、うわ、という声が聞こえてきた。

　慌ててユージェニーたちの方に顔を向けると、一旦はおさまったはずのユージェニーの黄金色の力が、先刻とは比較にならないほど強大に膨ふくれ上あがっていた。

「ユ、……ユージェニー、様、どうして？」

　ナヴァロのチャームの力にかかったのではないの？

　だが現実にナヴァロとエルドレッドは地に伏し、あるいは座り込み、まったく動けない状態だった。そしてユージェニーの力は、今や王女自身が霞かすんで見えないほど強烈な輝きを放っている。

「ユージェニー様！」

　恐怖というより、どうにか、なんとかしなければという思いの方が強かった。纏う黄金色の力の隙すき間まから、わずかに見えた王女の面に、涙が溢あふれているのが見えたからだ。

　矢も盾たてもたまらず、そして後先考えず、リッカはユージェニーに抱きついた。

　雷に打たれたかのような激しい衝撃が、リッカの全身に走り抜ける。

　痛いのではないか、あるいは熱いのか？　そう想像していたのに、いずれも違った。氷の湖の中に突き落とされたような冷たさだった。その冷たい感触は、やがてリッカに痛みをもたらす。

　痺しびれと痛みがガツンと突き抜け、目の前が真っ白になった。心の中も真っ白な光に席せつ巻けんされ、意識を失いかけ……すんでのところで、カークに救われた。

　リッカをユージェニーから引き離したのだ。

「カ、……カークさ……」

「なんという無茶をする。いくらリッカ殿が王女に愛され信頼されていたとしても、その思いが魔物の……『ダブル』の力に対抗できるとは限らない！」

　愛とそれゆえの行動が、簡単に相手を救えるなどと考えてはいけない。

　カークの声は真しん摯しで、そしてリッカを心配する想いで溢れていた。リッカはもうろうとしながらも、深く俯うつむく。泣きそうだった。

　リッカを呼び、求めるユージェニーを助けたかった。リッカは『ダブル』の学院の中で、ただひとりなんの力も持たない人間だ。けれどそんな自分にも、ユージェニーのためならば何かできるのではないか、と。だがそう思うのは、傲ごう慢まんだったのだ。

　それでも、どうにかして、ユージェニーを助けたい。

　堪こらえていた涙が、目の縁ふちに溜まって、今にも零こぼれ落おちそうだった。

　少しずつ進むユージェニーの後ろで倒れ、座り込んでいるナヴァロとエルドレッドにも目を向ける。するとエルドレッドがゆっくりと立ち上がった。一度身体が揺れたが、すぐに真まっ直すぐ背筋を伸ばすと、至し極ごく無む造ぞう作さな足取りでユージェニーへと向かった。王女の力を受けた時、かけていたはずのメガネはどこかに吹っ飛んだようだ。風に吹かれて前髪に隠れていた端整な面があらわになる。

　──その二、の方……？

　あまりにも淡たん々たんとした足運びだったものだから、リッカもカークも、エルドレッドの動きを、呆然と見守るばかりだった。

　エルドレッド（その二）は、背後からユージェニーの肩を摑んだ。力がエルドレッドに伝わり、彼自身も黄金色に包まれる。微かすかに頰を歪めながらも、エルドレッドはそれを甘受し、そして──。

　パァン！

　エルドレッドは、ユージェニーの頰を、高い音をさせて叩いた。

「────ッ？」

　──何をするの!?

　いくら力が暴走しているからといって、一国の王女を平手打ちするなんて、それこそ首が飛んでも仕方のない所業だ。

　あまりにも予想外の展開に、リッカもカークも啞あ然ぜんとするばかり。止めるどころか、あいつは何をしているのか、という疑問が頭の中をぐるぐる回り、それ以外のことが考えられなかった。

「しっかりしろ、仮にもヒュアート王国第一王女だろう。ユージェニー・ヒュアート」

　エルドレッドが静かな声で告げる。いつもとは異なる声音──エルドレッドその二だ。

　彼へと向かう黄金色の力が、わずかに弱まった。

　声が、聞こえたのだろうか？

「人目のある場所で取り乱すな。何があっても超然としていろ」

　エルドレッドの声は、確実に届いている。その証拠に、さらにユージェニーが纏う黄金色が、しぼむように褪あせてゆく。

「それが王族としての務めだろう。みっともないところを絶対に見せるな」

　その言葉を受けて、黄金色の力は、ほとんど見えなくなった。その時ようやく我に返ったリッカは、ユージェニーのもとへ駆け寄る。

「ユージェニー様！」

　一瞬、王女に触れる指にためらいが滲にじむ。だがそれは本当に瞬きひとつの間ほどで、すぐに覚悟を持って王女を抱きしめた。──力の放出は、ない。

　平手打ちでユージェニーが正気に戻ってくれた。

　あるいはもう力が消失しかけていたのかもしれない。そのタイミングで叩かれて、ようやく終わったのかもしれない。

　心の底からの安堵に、リッカはユージェニーを力いっぱい抱きしめる。

「リ、……ッカ」

「ユージェニー様、大丈夫ですか!?」

　こくり、とうなずくが、喋ることもままならないようだ。それでも、結果的に己を救ってくれたエルドレッドへぎこちなく顔を向けると、

「礼を、申し、ますわ。ウィーヴル型の、エルドレッ、ド、フィーラ、ン。本当に、ありがとう……」

　切れ切れに感謝の言葉を伝える。

「いや」

　声を聞いただけでわかる。まだ彼が、『その二』であることを。

　乱暴な止め方だったが、とにかくユージェニーが元に戻って、心底ほっとする。それはユージェニーも同様だったようで、そのまますこんと眠りに就いてしまった。

　途端に両腕に重みがかかって、倒れそうになるところを、カークが支えてくれた。完全に眠ったユージェニーを引き取り、抱き上げてくれる。

「それにしてもずいぶん無茶な止め方をしたな、エルドレッド」

　エルドレッドは微かに口元を歪めるだけで、返事をしない。リッカは落ちていたメガネを拾うと、エルドレッドに差し出す。

「……本当に、ユージェニー様を平手打ちなさるなんて……」

　女子の！　王女の！　頰を……！

　だがそうしたことでユージェニーが無事だったのだから、感謝と文句がリッカの心の中でせめぎ合っていた。

　メガネを渡す時、エルドレッドの手の甲こうが見えた。ユージェニーの力に触れたのか、細かな傷でいっぱいだった。それを見ると、文句もしおしおとしぼんでいく。

「ありがとうございました、フィーランさん」

　その二独特の笑みは、貸し四つな、と言っているような気がした。

「ずいぶん暴れたようねぇ」

　声は、突然だった。

　リッカの後ろから掛けられた声に、なんの覚悟もなく振り返り──言葉を失った。

　波打つ黒髪、凄せい艶えんかつ魅惑的な切れ長の瞳、雪のように白い肌はだ、蠱こ惑わく的てきな真紅の唇……。

　生者とは、思えなかった。

　完璧に計算されてつくられた人形のような美しさを、リッカはこれまで見たことがない。

　年の頃は二十代半ばから後半ほどだろうか。だが見れば見るほどいくつかわからない。もっと年を経へているような、それでいて無邪気な少女のようでもある。

　身につけているのは、素晴らしく鮮あざやかな真紅のドレスだった。黒髪、白い肌に恐ろしいほど映える。この世のものとは思えないし、同じ場に立てる相手には、とても思えない。

　自失したままその美貌の主をただただ見つめていると、

「あたしの娘、力だけはあたしにそっくりね」

　カークの腕に抱き上げられている、気絶したユージェニーをチラリと見やった。

　娘。

　──娘……!!

　ユージェニー王女の母にして、ユーリアン学院の創始者、現理事長、そして──全能の魔女、エルフリーデ。

　伝説の、と言っても過言ではない。恐らくはこの国……否いな、もしかしたらこの世界で、一番の魔力を持つ魔女。

　リッカなどエルフリーデの前にあっては、塵ちり芥あくた程度の存在でしかない。

　エルフリーデの視線はユージェニーから、彼女を抱き上げるカークへ、それからエルドレッドに向けられた。リッカはあっさりスルーされ、ユージェニーの力に触れて気絶しているナヴァロに向けられた。

「んん……」

　魔女エルフリーデはユージェニーへと近づくと、王女の額ひたいに、指先で一瞬だけ触れる。すると眠っていたはずのユージェニーがゆっくりと目を開ける。

「あ……」
















　娘が目覚めたのを確認すると、今度はナヴァロに向かう。

　その歩き方がまた斬ざん新しんだった。引き摺ずるほど長いドレスの裾すそをつまみ、大きな歩幅で歩きだす。ぞんざい極まりない歩き方なのに、それが妙に似合っている。

　エルフリーデが指先でナヴァロの額に触れた途端、彼もまた覚醒した。ナヴァロは目の前にエルフリーデがいることに気づくや、すっくと立ち上がった。

「エルフリーデ様、お帰りでしたか！　ご帰館は二日後の予定だったのでは」

　パッと顔を綻ほころばせるナヴァロなんて、初めて見た。

「ただいま、ナヴァロ。あたしの学院が仕掛け魔力では修復不可能なほど盛大に破壊されているのを感知したのよ。……それにしてもひどい有様ねぇ」

　そう言いつつスッ、と手を一振りする。それはまるで小さな羽虫を払うくらいの力しか込められていない。それなのに、その動きに合わせて、ユージェニーに壊された学舎がみるみるうちに修復されていく。

　鮮やかな魔法を目の前で見せられて、次第に血の気が引いてゆく。

　呪じゆ文もんも何もない。ただ手を振っただけで、あれだけ破壊された建物をすべて完璧に修復した。

　──全能の、魔女……。

　なんという力だろう。こんな力を持つ相手を出し抜いて王子を捜し当てるなんて、とてもではないが、現実的ではない。

　リッカはその場に立ち竦み、ただただ全能の魔女の背中を見つめることしかできなかった。
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「お母様、お久しぶりですわ！」

　力の使い過ぎで眠りに就ついたはずのユージェニーがすっかり元気になって、自身の母へと歩を進める。リッカが主へと顔を向けると、王女は今まさに魔術を繰り出すところだった。

　つい最前散々見た、雷状の魔力を、あろうことか自身の母親にぶつけようとしている。

「そんなに久しぶりかしら？」

　相対するユージェニーの母親……現王の元妻で、元王妃であるエルフリーデは、にっこりと妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

　娘からの痛烈な一撃が迫せまっているというのに、まったく動じても焦あせってもいない。

　それもそのはず、エルフリーデは、ユージェニーの一撃を指一本で止めたのだ。

　雷状の力は、しゅるしゅるとエルフリーデの人差し指の中に吸い込まれていく。

　ぽかん、とその様子を見守る周囲をよそに、ユージェニーはさらなる術を繰り出す。だがそれもエルフリーデに無効化されてしまう。

「お母様教えてくださいませ」

「なあに？」

「お兄様はいつお返しくださるのですか」

「返さないわ。ていうか、あたしの息子むすこだもの。ずっとそばにいてもらうわよ」

「お兄様は王太子、将来この国の王となられる方です！」

「王太子の前にあたしの息子。そんなに国のことが気になるなら、ユージェニー、あなたが女王になればいいじゃない」

「我が国は第一子が王となられるのです。法律でそう決まっておりますわ」

「じゃあ法律を変えちゃえば？」

「そういうわけには参りません！」

　言葉の応おう酬しゆうと同じ速さで、ユージェニーは術を繰り出すのに、エルフリーデはそのいずれをも簡単に退しりぞけてしまう。

　──べ、別世界……。

　リッカは目の前の光景が現実のこととは思えず、ただただ呆ぼう然ぜんと見守るばかりだった。それはリッカだけではなく、エルドレッドもカークも、周りにいたほかの生徒教師たちも、ナヴァロでさえそうだった。

　母と娘のやりとりは延々と続く。どちらも決して退ひかず、だが続けざまに術を放ったユージェニーは、力尽きてその場に膝ひざをついてしまった。

「ユージェニー様！」

　現実逃避中だったリッカは、慌あわててユージェニーへと駆け寄る。

　ユージェニーは地面に両手をつきながら、キッと顔を上げ、母を睨にらみつけた。

「なにゆえです。一度は王の妻となられたお母様が、なにゆえ国の未来を考えないのですか……！　お母様だけではありません、お父様も、お兄様がご自身の意思を無視して連れて行かれてしまったというのに、積極的に捜しもしないで……！　おふたりともいったい何を考えているのですか！」

　ユージェニーが、こんなに激しい表情で叫ぶ姿を、リッカは初めて見た。王女の気持ちは理解しているつもりだったが、悔くやしくてたまらない、と顔を歪めるユージェニーの横顔が胸に迫る。支える腕に、力が入った。

　だが心からの訴うつたえを声にした娘に、母の返事は恐ろしいほど自分本位なものだった。

「だって、ひとりじゃさびしかったんだもの」

　エルフリーデはじゃらじゃらと下がる耳飾りをいじりながら、小首を傾かしげる。

「……は？」

「ひとりで生きていくなんてつまらないじゃない。あたしに夢中の男はそれこそ星の数ほどいるけど、お腹を痛めて産んだ子はサディアスしかいないもの。そんなあたしの心情を陛へい下かは察してくださったのよ」

「わたくしもおりますわ」

「ユージェニーは女の子だもの。なんかね、むかぁしのあたしを見てるみたいでムカムカしてきちゃうのよね。だからサディアスを連れてきたの♡」

　ユージェニーはわなわなと唇くちびるを震ふるわせる。

　母として言ってはいけないことではないか。もし自分の母が、リッカとフロラをあからさまに差別したら、とても傷つく。母とて一個の存在だから、血を分けた子どもだからといって合う合わないもあるかもしれない。だがそれは、母親の胸のうちに、そっとしまっておいてほしい……と、娘の立場のリッカは思わずにはいられない。

　触ふれているユージェニーの背中も、小こ刻きざみに震えている。そのことに気づいて、リッカはなおのこと、ぎゅっと掌てのひらに力を込めた。

　だが、リッカの主はどこまでも逞たくましく、そして前向きだった。

「お母様、わたくし、必ずお兄様を捜し出して、王宮に連れ戻しますわ」

　これは貴女あなたへの宣言です、と高らかに告げる。

「いーや！」

「いやでもなんでも絶対に見つけますわ！」

　母と娘の睨み合いは、リッカのお腹が痛くなるほど長い時間続いた。

　このまま睨み合っていたら夜が明けてしまうのではないかと心配になるくらいだ。だが、折れたのかあるいは睨み合いに飽あきたのか、エルフリーデがふい、とそっぽを向く。その顔が向いた先にリッカがいたものだから、真正面から目が合ってしまう。

「この娘は何？」

　初めてリッカに気づいたかのようなエルフリーデに、びくりと肩が震える。

「わたくしの大事な侍じ女じよですわ」

「侍女。ええ？　人間連れて来ちゃったの？　ここに？」

「周りに信頼できる『ダブル』がおりませんでしたの」

「ふーん」

　突然エルフリーデが、ずい、と顔を近づけてきた。

「……ッ！」

　魔女の目が、じっくりとリッカを見み据すえる。まるで心までも見み透すかそうとするかのような眼差まなざしに、膝が砕くだけて座り込みそうになる。それを、歯を食いしばって堪こらえた。

　この学院に来て美び貌ぼうへの耐性がついたのだなぁと改めて思う。以前のリッカだったら、エルフリーデと目が合った途端に気が遠くなったかもしれない。

「おまえの父親って、もしかしてヘンリー・クレイトン？」

　まさか全能の魔女の口から、亡なき父の名が出てくるとは思いも寄らなかったリッカは、ポカンとしたまま、小さくうなずいた。

「あらまあそうなんだ。ヘンリーのねぇ……」

「お母様？」

「ユージェニーは覚えていない？　お義母様の庭の庭師。魔物でも愛めでられる花を咲かせてくれた」

　──『魔物でも愛でられる』……？

　疑問に思いつつユージェニーをチラリと見上げると、リッカの主は『ヘンリー』の名に覚えがないらしく、首を横に振った。

「ふーん、ヘンリーの」

　それがどうにも気になるのか、エルフリーデは何度も呟つぶやいている。

　父が、そんなに印象に残る存在だったのだろうか。

　今は亡きリッカの父は確かに腕のいい庭師で、現王の実母が住まう西の翼よく棟とうの庭を任されていた。西の翼棟の主は、父がつくる庭を殊ことの外ほか愛でていたという。

　父に連れられて宮殿に行ったこともある。だがなにぶんまだ幼かったため、ほとんど記憶に残っていない。

　エルフリーデはしっとりとした眼差しでじっとリッカを見つめていたが、やがて飽きたのか肩を竦すくめて歩きだした。

「お母様、わたくし負けませんわ」

　うやむやになった先刻の宣言を、再度ユージェニーは口にする。

「んー……」

　エルフリーデは何事か考えているように上空を睨む。

「ねえユージェニー、本当にサディアスを連れて帰るつもり？」

「ええ、もちろんですわ」

「だったら帰ってちょうだいな」

「は？」

「ここはあたしの、いわば城なの。ユージェニーにはいてほしくない」

　エルフリーデがユージェニーに顔を向けるのと、ユージェニーが何かを察してリッカに視線を向けたのは、ほとんど同時だった。




　お願い、リッカ




　聞こえないはずのユージェニーの声が、胸に響ひびく。

　悲痛な、そして強い想いのこもった声だった。

　次の瞬間、リッカは寮の自室に戻っていた。

　ユージェニーの魔法で場所移動をさせられたのだろう。

　ユージェニーは……、と焦って室内を見回すが、いない。嫌な予感に急せかされて部屋を出ようとした時、リッカは自分に異変が起きたことに気づく。

　──背が、縮ちぢんだ？

　周りの家具調度がやけに大きく見える。

　なんなの？

　そう言ったつもりだった。だが、リッカの口から出てきた言葉は──、

「にゃあ」

　という、猫の鳴き声だった。

　──……え？

「にゃあああ」

　リッカはその場に立ち竦んだ。自らの姿を確認する勇気はない。ないけれど、このままでいていいとも思えない。

　懊おう悩のうし、だがリッカは勇気を出すことにした。

　室内にある姿見まで移動し、自らを鏡に映す。

「に……にゃぁ……」

　これは現実だろうか。

　リッカは小さな小さな黒猫へと変わっていた──。
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　状況を整理しなきゃ。

　混乱のあまりがむしゃらに走り出したい衝動に駆かられる誘ゆう惑わくを懸命に堪え、リッカは己の現状を冷静に考えようと努力した。

　──わたしに黒猫になる姿変えの魔法をかけたのは、ユージェニー様。

　姿変えの術は最高難度といわれているのに、ユージェニー様すごいわ、ととりあえずプラス思考に持って行こうとする。だが姿見に映る自分を見るたびに、床にのめり込みそうになるほど落ち込む。

　猫って、……なんで、猫？

　確かにユージェニーの使い魔は翼つばさの生えた猫だったから、主あるじの趣味、好みなのかもしれないし、虫よりはいいけれど、とその場に座り込む。

　だが、落ち込んでいる暇はない。さらに状況整理を試みる。

　ユージェニーは、恐らく学院にはいない。エルフリーデに場所移動をさせられたのだろう。それを直前に察したユージェニーは、リッカをこの部屋に跳ばしさらに黒猫にした。

　お願い、リッカ。

　あれは、ユージェニーの心からの声だ。

　学院から強引に跳ばされようとするユージェニーが、自分の代わりにサディアス王子を見つけてくれ、という。

　──いや、……いや、でも猫になっちゃったら、人間以上になんにもできないですよ、ユージェニー様……！

　人間でいたらきっとすぐに見つかって、ユージェニー同様強制送還されてしまうからだろうが、いったい猫がどうやって王子様を探せるというの。あの、全能の魔女を相手に。

　リッカはしょぼしょぼと丸くなる。

　ああ、現実逃避したい。このまま眠ってしまいたい……。

　姿変えの術は、変わったものの気質に引かれるのだろうか。眠っている場合ではないのに、リッカは絨じゆう毯たんの上で丸くなって眠ってしまった。

　朝からあまりにもいろんなことがありすぎたからか、夢は今までリッカが経験してきたことからまったく関係ないこと、昔のことやつい最近のことと様々な出来事が入いり交まじる賑にぎやかなものだった。

　次々に場面が変わって面おも白しろくて飽きない。

　懐なつかしい。

　亡き父がいる。全能の魔女エルフリーデの口から、久しぶりに名を聞いたからだろうか。

　リッカは何度か父の仕事場である宮殿内の庭に来たことがある。まだ妹のフロラが生まれていない頃だから、五歳くらいだろうか。

　病弱な母が体調を崩した日など、父は宮殿に許可をもらってリッカを連れて仕事に来ていた。

　美しい庭だった。だが少し変わった庭でもあった。というのも、花がまったくなかったのだ。けれど花の代わりに、様々な種類の木が植えられていた。まるで子どもたちの隠れ家かつ遊び場のような庭をこしらえたり、そうかと思えば花のように美しく色付く葉をつけた木々を、緑から黄色、赤、赤褐色、黒と、葉色がグラデーションを描くように並べて植えたりする。そういう、少し子どもっぽい仕掛けを、庭の主は大層喜んだ。

　父はもちろん魔法は使えなかったが、父には特別な力が備わっているのではないかと、子ども心に感動するほどだった。

　夢の中のリッカは、木々が生おい茂しげる庭で遊んでいた。誰だれか──よく顔は見えないが、同じ年頃の子どもと一緒だ。

　──ああ、これは、本当にあったことだわ。

　忘れていた記憶がよみがえる。もしかしたら目覚めたらまた忘れてしまうのかもしれない。だがリッカは、幼おさない頃経験した宮殿の庭での出来事を懐かしく、そして楽しく追体験する。

　だがここで、思わぬ事件が起きる。

　何者かが侵入してきて、リッカを強引に攫さらおうとしたのだ。

『やぁ──！』

　叫んでじたばた暴れるリッカを軽々と抱え、賊ぞくはそのまま走っていこうとする。その賊が木の下を通ったその時、上から何かが落ちてきて、賊を踏ふみ潰つぶした。

　ぎゃっ、と声を上げて、賊は地面に倒れる。

『宮殿内で悪事を働いて成功するはずがないだろう間抜けが』

　怖こわい思いをしたリッカは、わんわん泣くのだが、突然頭を叩たたかれた。

『いたい……！』

『ピーピー泣くなようるせえな鳥かよ』

　ひどくぞんざいな声がした。

　その言い方になおも涙が溢あふれる目で、相手を見る。すると、地面にうつぶせで伸びている賊を踏みつけている子どもが、リッカを見下ろしていた。

　自分より少し年上だろうか。ぞんざいな口調同様に、表情もひどく生意気だった。

　──でも、きれい。

　リッカと同じ黒髪。瞳ひとみは黒だ。今までリッカが見たこともないほど、整った顔立ちの少年だった。

『……だれ』

『あ？　人に名前を訊きく時は自分から名乗れよ』

『リッカ』

『リッカ？　ふーん。俺おれは』

　名前を聞いたはずだが、リッカは覚えていない。




　誰だったかしら、あの、子ども。

　ぞんざいな物言いに、賊とはいえ大人おとなを踏みつけてもなんとも思っていないような、不ふ遜そんな態度。びっくりするほど綺き麗れいな顔立ちだったが、『性格に難あり』とひと目でわかるような表情をしていた。

　少年のことが引っ掛かりながらも、リッカは覚かく醒せいする。

　よく寝た、と伸びをし……ようとして、自らの状態に気づく。

　──ああ、やっぱり夢じゃなかった……。

　姿変えの術を施されたのは、現実だったのだ。

　本当にこの姿で何ができるというのだろう。だいたい、元に戻るためには、ユージェニーに解といてもらうしかないのではないか。

　だがユージェニーはここにはいない。

　魔女は今、この学院にはエルフリーデしかいないはずだ。だがあの全能の魔女のもとに行こうとは決して思えなかった。

　──勇気を出して、外に出てみようか。

　そうしなければ何も始まらない。

　ユージェニーがいない今、自分で考えて動かなければならない。

　お腹も空いたし。

　そう言ったつもりが、やはりリッカの口からはにゃあ、としか出てこない。

　リッカはひとつ息をつくと、部屋を出るべくまず出入り口の扉とびらと格かく闘とうすることになったのである。

　格闘時間はかなり長かったのだが、ようやく部屋を出る。

　まずは腹ごしらえとばかりに厨ちゆう房ぼうに行くと、気のいいコックは猫化したリッカに、あまりものをわけてくれた。

　お腹がいっぱいになると、なんとなく気分は上昇する。とりあえず学院内を歩き回って、王子捜しをしようと決めた。

　普段のリッカはどちらかといえば慎重派だが、猫の気質にやはり多少なりとも影響を受けているような気がしてならない。

　授業中の教室をひと間ずつ覗のぞいていく。

　そして生徒の『ダブル』たちが、紛まぎれもない『ダブル』……力を使えるということを確認していった。

　──人間でいるより猫になった方が断然効率いいなぁ……。

　もし当初からユージェニーが姿変えの術が使えたら、『ダブル』からの過干渉を受けることなく、王子探索をもっと広範囲かつ効率的におこなえていたかもしれない。

　だが今いま更さらそれを言っても遅い。リッカは身軽になったことをプラスに考え、最後にもともと自分が所属していたクラスを覗き、すべてをひっそり見て回った。

　生徒たちは皆、『ダブル』だ。力のない者はひとりもいない。

　やはりナヴァロの言っていたことは噓うそなのだろうか。

　ヴァンパイア、堕だ天てん使し、ウィーヴルのダブル三人は、真ま面じ目めに授業を受けている。

　猫の目で見ても、彼らはやはり美しい。人の世界で生きていけるよう、教師ナヴァロの言葉をよく聞き、実じつ践せんしていた。

　授業が終わったところで、三人が出てきたので、そっと移動して隠れる。

「リッカも王女も、私がいない間にそんなことになっていたなんて……」

　堕天使型のガラテアが、唇を嚙んで俯うつむいた。

「……ふたりは行方ゆくえ不明の王子を捜すために、この学院に入学したのだな」

　一部始終を傍かたわらで聞いていたカークもまた、ガラテア同様渋い顔をして呟く。

「人探しをしていることは気づいていたわ。ただ私が入学する前後のことだというのに、世情に疎うといから、王子が攫われたことを知らなかったわ」

　名めい簿ぼを欲しがったことから、ガラテアは察していたのだろう。

　ガラテアの呟きに、カークもエルドレッドもうなずく。

「僕も王子失しつ踪そうの件は知らなかった。だがサディアス王子は、本当にこの学院にいるのだろうか？　話によると、妹の王女もわからないと言っていた」

「変身させられているのでは？」

「ああ、姿変えの術」

　ガラテアとカークは会話をしていくうちに、その結論に到達したようだ。

「エルドレッドは学院に来て、確か……」

「五年だ」

「それらしいダブルはいない？　エルドレッドが一番顔が広いでしょう」

　エルドレッドは立ち止まり、ほかのクラスの生徒たちを一人ずつ脳のう裏りに思い浮かべているようだ。こっそり隠れながら三人についていったリッカも、固かた唾ずを吞んで見守った。

　だがエルドレッドは無念そうに首を横に振る。

「いや、まったくわからない」

　三人はつかの間黙り込んだ。

「今であれば、リッカと王女の手伝いをしてあげられるのに」

　ガラテアがぽつりと呟く。カークもエルドレッドも、その言葉になんの躊ちゆう躇ちよもなくうなずいている。

　──ガラテアさん、カークさん、フィーランさん……。

　リッカはそんな三人に、言葉を失う。

　こんなにも味方でいてくれているなんて、気がつかなかった。

『ダブル』だと、心の底でずっと怖がっていた。以前、怖いという気持ちはなくならないかもしれない、と自分が思ったことを覚えている。けれど──、

　怖さを凌りよう駕がする彼らへの親しみが、リッカの胸いっぱいに広がる。

　三人はリッカがこの学院で唯ゆい一いつの人間だったから、親切にしてくれているのかもしれない。でも彼らひとりひとりに個性や考えがあるように、人だってひとりずつ違う。

『ダブル』とひとくくりにするのではなく、個々の彼らとちゃんと接していけたらいい。

「君たち、どうしたんですか？」

　黄おう燦さんの間の前で立ち止まっていた生徒たちに、後から出てきたナヴァロが合流する。ガラテアたちは一瞬互いの顔を見合わせた。

「ナヴァロ先生、リッカたちはもう学院にはいないのですね」

　口火を切ったのはガラテアだ。ナヴァロはといえば、のんびりとうなずく。

「ふたりともエルフリーデ様に帰されてしまいましたからね」

「そうですか……」

　微かすかに目を伏せたガラテアは、すぐに真まっ直すぐ顔を上げた。

「リッカがおこなっていた、お部屋のお掃そう除じ、私たちがいたしましょう」

「……ん？」

　ナヴァロはガラテアが何を言っているのか、最初はわからなかったようだ。リッカもだ。

　だがすぐに教師ナヴァロはにっこり笑った。

「魔道具に触れるのは危険だが、ほかのところを片づけてくれたらとてもありがたい」

　ナヴァロは喜んで三人を連れていく。

　──……もしかして。

　リッカたちの代わりに、サディアス王子を捜そうとしてくれているのだろうか。

　ありがとう、ガラテアさん……！

　嬉うれしさのあまり涙ぐみながら、リッカは目につかないよう用心して、四人についていく。

　だが、

「おや、見慣れない可か愛わいらしい黒猫がいますね」

　上から声が降ってきたと同時に、ひょいと抱き上げられた。

「にっ、にゃあ！」

　精いっぱい威い嚇かくするが、まったく応えていないどころか、さらに腕の中に囲われる始末だ。

「誰かの使い魔でしょうか。……どこかで見たことのある配色ですが」

　黒い毛色で緑の目。人間のリッカの色だ。

　──気づいているの？　いないの？

　ドキドキして暴れずにはいられないリッカを器用に押さえた彼──ナヴァロは、生徒三人に、ほら、と見せた。

「おや、本当だ！」

　最初に食いついたのはエルドレッドだった。

　猫好きなのだろうか、にこにこしながらナヴァロの腕の中にいるリッカの頭を優しく撫なでる。

「先生、わたしに抱かせてください」

「僕が見つけたんですよ」

「少しだけ」

「そんなに猫好きなんですか？　エルドレッド・フィーランは」

「猫だけではありませんよ。ほかにも犬や鳥やヘビやトカゲや──」

　延々と動物の名が出てくるところを、ナヴァロはストップ、と止め、黒猫リッカをエルドレッドに差し出した。

「うん、本当に可愛らしい」

　ナヴァロよりはエルドレッドの方が幾いく分ぶん安心だ。ちらりと見上げ……ハッとする。

　赤褐色の左目が、一瞬、黒に見えたのだ。だがそれは本当に一瞬で、すぐにいつものガーネット色に戻った。

「三人で手伝ってくれるのですか？」

「わたしは少々用事があるので、明日手伝いをさせていただきます」

　そう言ってエルドレッドは部屋に入らず、そのまま廊ろう下かを進もうとしたが、

「ああ、エルドレッド・フィーラン、猫は置いて行きなさい」

「え」

「何か食べさせましょう。お腹が減っているかもしれない」

　エルドレッドは渋々黒猫リッカをナヴァロに手渡した。

　エルドレッドはその場を離れ、ガラテアとカークは、魔道具がある方の部屋へと入っていく。

　ナヴァロとふたりきりになった途端、緊張して身が竦む。

　──本当は気づいているのではないの？

　黒猫の正体に。

　だが、

「ミルクでも飲みますか？　食しよく餌じの方がいいかな」

　あれ、気づいていない、みたい……？

　ナヴァロは部屋にあったパンにミルクを浸ひたしたものを皿に入れ、リッカに差し出す。

「猫の食べるものではありませんが、まあいいでしょう。お食べ」

　正直言って、朝に食べたのみなので、確かに空腹だ。

　だが胡う散さん臭くさいナヴァロの手作りを口に入れる度胸はない。

「おやおや、用心深い猫ですね。ほら」

　ナヴァロは皿から一つまみパンを指で取ると、自分の口に放り込んだ。

「食べなさい」

　毒味をしたということか。

　リッカはおずおずと口を寄せる。一口食べると、一気に空腹感が増してきて、結局出されたものを完食した。

　ナヴァロは食べ終えたリッカを抱き上げると、膝の上に乗せた。そして漆しつ黒こくの毛並みをいとおしむように指先で撫でる。

　くすぐったいような、気持ちいいような……と、うっとりしかけ、いやいやダメダメ、と自らを叱しつ咤たする。

　気まぐれな猫を装って、ナヴァロから距離を取ろうとしたが、すぐに捕つかまってしまう。

　──うう……！

　ソファに座ったナヴァロの膝の上に乗せられ、逃げようとしても即戻される。

「昨日は大騒動でしたねぇ。知っています？　エルフリーデ様がお帰りになったこと」

　突然猫に話しかけてきたものだから、不信感マックスだ。

　やっぱり気づいている？　気づいていない？

　距離を取るべきではないかと危機感が募つのるのだが、インキュバスの掌は、猫にも通用するのか、撫でられて力が抜けてゆく。

「遠縁とはいえ、ほとんど血の繫つながりはないんですよねぇ。ですが『ダブル』に、そして一族からつまはじきにされていた僕に、居場所を与えてくれました」

　とても感謝しています、と呟くナヴァロは、常にない穏おだやかな顔をしている。

「愛しているんですが、まあ、僕だけのエルフリーデ様ではありませんからね」

　──……。

　あ、愛の告白ですか……？

　そろりと膝の上から顔を覗く。

　どちらかといえば恋愛感情というより、思し慕ぼの情という感じだろうか。

「僕だけのものにしたいんですけど、彼女は息子に夢中」

「……に」

　にゃあ（ナヴァロ先生）、と鳴きかけて、すんでのところで口を噤つぐむ。

　何か、今の言葉の中に聞き逃してはいけないワードがあった気がする。

　──ナヴァロ先生は理事長のことが好き。でも理事長はサディアス王子に夢中。

　確かに昨日のユージェニーとの会話を思い出しても、エルフリーデがサディアス王子に執しゆう着ちやくしていることがうかがえる。そしてナヴァロはエルフリーデに執着している？

　あ、とリッカは閃ひらめく。

　──ナヴァロ先生は、サディアス王子を学院から追い出したい？

　だからリッカに、ヒントを与えたのだろうか？

　リッカはこくりと喉のどを鳴らす。

　ならば、やりようによっては、ナヴァロから王子の情報をさらに引き出せるのではないか。だがやりようと言っても、リッカは今猫という状態である。情報を集めることはできても、何かを為なすことなんて無理だ。

　上う手まく動けばサディアス王子を見つけることができるのに、どうしたらいいかわからない。

　──ああ、フロラみたいに頭がキレたら……。

　凡ぼん人じんの自分では妙案が浮かばない。

「知っていますか？　姿変えの術を解くには、掛けた魔女自身によるものと、あとひとつ方法があることを」

　ギクリ、と自分でも驚くほど身体からだが揺ゆれた。

　もしや、という怖れを抱きながら、恐る恐るナヴァロを見上げる。

　薄紫色の、けぶるような瞳が、黒猫リッカをじっと見下ろしていた。

　インキュバスの、瞳。

　ぐらりと身体が傾かしぐ。それをナヴァロの手が優しく支ささえた。

「聞きたい？　その方法を」

　頭の中に靄かすみがかかったようで、思考がおぼつかない。やわらかくそれでいて色悪に満ちた声に抗あらがえない。

「それはね、確信を持って、その者の名を呼ぶことですよ。──リッカ・クレイトン」

　ナヴァロがその名を呼んだ瞬間、リッカは黒猫から人の姿へと戻っていた。まさに瞬またたく間まだったために、リッカはソファの上で呆然と言葉を失っていた。だが自らの状態に気づくや否いなや、喉を引ひき攣つらせる。

「～～～～ッ!!」

　黒猫の状態から人に戻ったのだ。リッカは一切の衣服を身につけていなかった。ソファの上で身を縮め、洋服でなくても何か身に纏まとうものをと蒼白になりながら辺りを見回す。だがそんなものは何もない。

「ああ、君は本当に美お味いしそう」

　そんな、ぞっとするようなことを言って接近してきたのは、インキュバスの『ダブル』だ。絶望して蒼白どころか顔色が真っ白になる。

「先夜はひと口しかいただけなかったから、今日はもっとたくさんもらいましょうか」

「せっ、先生、先生、落ち着いて。学院で違法行為はやめてください。ばれたら国外退去ですよ！」

「ばれなきゃいいんですよ」

　にっこり無む邪じや気きな笑顔でそんなことを言われてしまう。

「さ、いらっしゃい。怖くも痛くもありませんから」

　ナヴァロのしなやかな指が、リッカの剝き出しの腕に触れる。刹せつ那な、リッカは辺り一帯に響き渡るほどの悲鳴をあげた。そばにいたナヴァロが耳を塞ふさいだほどだ。

「きゃあぁぁぁぁぁぁ───ッ、うぐ」

　悲鳴はナヴァロの掌に塞がれる。だがきっと、隣の部屋にいるガラテアとカークの耳に届いたはずだ。

　だが間近でナヴァロは微笑する。

「無む駄だですよ。あちらの部屋は、隣であって、隣ではない。エルフリーデ様の魔力でつくられた部屋ですのでね」

　つまりカークたちに悲鳴は聞こえていない……、ということ？

　両肩を摑つかまれ、ソファの背もたれに押しつけられる。

「人の精気って、それぞれ味が違うんですよ。美味しいのもまずいのもある。どうしてだろうね？」

　そんなことただの人間の──しかも被食者だ！　──自分にわかるはずもない。

「それを僕は研究しているんですよね。なぜ精気の味が違うのか」

　そうですか、わたしには関係のないことです！

「気力体力、個々の人間の心と身体の能力によるものか。あるいはもしかしたら、善良であるとか底意地が悪いとか、性格、性質、資質によるものか。とても興味深いんですよね」

　いやいやほんとわたしそういうの興味ないんで！

「君の精気は蜜みつのように甘く、それでいてデザートではなく主食にもなり得る、しっかりとした味をしている。もっと、もっと、欲しくなる、中毒性のある味だ」

　薄紫色の瞳が目前に迫る。背けていた顔を真正面に向けられ、視線が繫がった。

「……あ」

　全力のインキュバスの力は、リッカを根こそぎひっくり返すような、強大なものだった。

　目が合った途端に頭の中が真っ白になったのだ。

　何かを考える、ということができない。身体は硬直しているのかそれとも力がまるっきり入っていないのかすらもわからない。

　ナヴァロの手が、肩から腕へと静かに滑すべり落おちてゆく。それにすら反応ができなかった。

　目の前のナヴァロが、年齢相応の表情で、にこりと笑う。それは、無邪気とすらいえる笑顔だった。

「では、いただきます」

「いただきます、じゃねえよこの色悪が」

　のしかかるように身を寄せていたナヴァロが、急に離れた。かと思うと、ぶっきらぼうな声が耳に飛び込んできた。

　ふわり、とリッカの身に何かが落ちてくる。

「おや、エルドレッド・フィーラン。ずいぶん柄が悪い言葉遣づかいですねえ」

「そういうあんたは、インキュバスの力に抗えず無様な真ま似ねをしやがる。教師ともあろうヤツがやることじゃねえなぁ」

「僕はそういう、乱暴な言葉が好きではありません」

「俺はガキを襲おそうような真似をする淫いん魔まを見ると虫むし唾ずが走るぜ。つーか、早く服着ろよ。わざわざ持って来てやったんだから」

　エルドレッドの厳しい、そして呆あきれたような視線が向けられたことが、リッカの覚醒を促した。

　──フィーランさん……じゃない、その二の方……！

　なぜこの危機的状況に都合よくやってきてくれたのか、さっぱりわからない。

　だが、ふ、と気づく。黒猫がリッカであることに、あの一瞬でエルドレッドは気づいたのかもしれない。

　確かに一瞬ガーネット色の瞳が黒に見えた、気がした。

　リッカはありがたさのあまり涙ぐみながら、エルドレッドその二が持ってきてくれた服を急いで身につける。そして争いの巻き添えを食わないように、隅すみの方で小さくなった。その間にも、エルドレッドとナヴァロの言い争いは続いている。

　ナヴァロからしてみれば、前回に続き再びリッカの捕食を邪じや魔ましたエルドレッドに対し、屈くつ託たくがあったに違いない。珍めずらしくくっきり眉み間けんに皺しわを寄せると、エルドレッドの襟えり元もとを摑んで、顔を上げさせた。

　──インキュバスの力を……!?

　まさか同性にも使うの!?

　ぎょっとするリッカの前で、もちろんナヴァロが術をかけようとしていることに気づいたエルドレッドは、相手の顔に掌を力いっぱい押しつけた。

「うぐ……ッ！」

　ナヴァロはうめき声をあげるや、ソファを乗り越え、エルドレッドから距離を取った。だがそこは狭い室内、なかなか大きく動くことができない。

　──ええと、インキュバスの力って、チャームだけよね……。

　ならば目を合わせさえしなければ、ウィーヴル型のエルドレッドの勝利は間違いない。

　ところがそれは、浅はかな考えだった。

「暴力は嫌いなんですけどねぇ」

　そう言いながら、ナヴァロは目にも留まらぬ速さで手刀を繰り出す。そのままでいたら確実に目に突き刺さったところを、エルドレッドはすんでのところで避ける。続けてナヴァロは見事な蹴けりで攻めかかった。エルドレッドは顔を蹴られそうになり、避けたところを肩にまともに受けてしまう。

「フィーランさん！」

「暴力は嫌いと言いつつ姑こ息そくな箇所ばかり狙ねらうんだな」

「誤解ですよ。狭い部屋ですから当てようと思うと上半身になるというだけのこと」

　ナヴァロの弁明を、エルドレッドは鼻で笑う。

「やられっ放しは性に合わないんでな」

　インキュバスのダブルとドラゴン系ウィーヴル型のダブルでは、勝負は最初からついているのではないか。

　ドラゴンに変化し、ドラゴンブレスを吐はけばすぐに終わる。

　ところがエルドレッドは、相手に合わせたのか、ナヴァロ同様に拳を連打し素早い蹴りで相手に向かう。肉弾戦だ。

　狭い室内で、本や食器といった小物はおろか、椅い子すや卓まで飛んでくるからたまらない。首を竦めて頭を抱える。

　──ダブルっていうより、人間同士のケンカみたい……！

　互いの魔物としての力ではなく、拳で戦うなんてどうなの……とリッカは半ばあきれながらふたりを見守る。

　言葉遣いからしても、エルドレッドは普段の彼ではなくその二の方だ。よく見ればやはり瞳の色が黒い。

　瞳の色が赤と黒の時は、エルドレッド。両方黒い時は、その二。

「……」

　それがどうしても頭に引っ掛かる。

『生徒たちの中に、ダブルの力を持たない者がいる』

『力』

『貸し、四つ目な』

「……」

　エルドレッドその二に助けてもらった四件を思い出す。

　空から落ちたところを抱き留めてくれた。

　ナヴァロに襲われかけた夜に助けてくれた。

　ユージェニーの雷状の攻撃から救ってくれた。

　力の暴走をしたユージェニーに平手打ちをしてその力をおさめてくれた。

　二番目は、気がついたらエルドレッドに抱きかかえられて空を飛んでいたのだから『力を持たない』には当てはまらない。だがその時のことをエルドレッドは覚えておらず、つまりリッカの危機を察知したのは、その二の方。

　──どうしてウィーヴルの力を使って、その二本人が助けてくれなかったの……？

　それは、




『エルドレッドの別人格は、ダブルの力を使えない』




　からでは？

　一瞬でそれらのことが、怒ど濤とうのように脳裏に押し寄せてくる。

　リッカは唇をぎゅっと引き結んだ。

　もしかして、いや……違うかもしれない。けれど、と逡しゆん巡じゆんする。

　──ええい、間違ったらそれはその時！

　大きく息を吸ったその時、リッカの脳裏に、ふっと思い浮かんだ顔があった。

　リッカと同じ黒い髪、そして底の見えない、漆黒の瞳──。

　夢で見た少年の顔だ。

　なぜ、今あの顔が思い浮かぶのかわからない。

　亡き父がつくった庭。あれは宮殿の庭だ。そこで攫われそうになったリッカを救ってくれた少年。

　ぞんざいな物言い、誘ゆう拐かい犯はんを踏みつけ、大の大人に向かって『間抜け』と言い放つ、あの少年は──。

「あ、……ああ！」

　思い出した、あの少年は……！

「サディアス・ヒュアート殿でん下か！」

　リッカは確信を込めエルドレッドに向けて、叫ぶようにそう呼びかけた。










　肉弾戦中に掛けられた呼び声に、エルドレッドはつかの間棒立ちになる。その隙すきを狙って、ナヴァロの攻撃がまともにエルドレッドに入り、壁に激突した。

「……！」

　強したたか頭を打ったエルドレッドはその場に倒れてしまう。

「うわ……、フィーランさん！」

　慌てて駆け寄るリッカの前で、目を疑う出来事が起こった。

　エルドレッドの身が、昨日のユージェニーのように、キラキラと輝きを放つ。

「う……っ」

　まぶしくて目を眇すがめながら、それでも瞼まぶたを閉じることなくエルドレッドを見守る。

　すると、エルドレッドの輪りん郭かくがじわじわと滲にじんでゆく。滲み、ぼやけ、しまいには輝きに溶けていってしまう。

「フィーランさん！」

　光の収束は突然だった。目の前にはふたりの青年が床に転がっていた。

　ひとりはエルドレッド・フィーラン、そしてもうひとりは……、

「……サ、サディアス、殿下？」

　伸びているふたりの顔を覗く。

　目を閉じて眉間に皺を寄せる顔立ちはよく似ていた。

　エルドレッドは黒に近い赤髪、もうひとりは黒髪だ。

　最初にエルドレッドの頰をそっと叩いて覚醒を促すが、ピクリとも起きない。もうひとりはといえば、リッカが覗き込んだと同時に、目を見開いた。

　黒い瞳の青年は、覚醒後に見てもエルドレッドと似ている。が、

「ああなるほど」

　そう呟いて、うっすら笑みを浮かべた顔……その表情の毒の孕はらみ具合ときたら、エルドレッドとは似ても似つかない。

「な、……なる、ほど？」

「目覚めましたか、サディアス殿下」

　リッカの後ろから、ナヴァロがひょいと顔を覗かせる。

　──ああ、やっぱりこのお方が、サディアス殿下……！

　やっと、やっと見つけられた！

　リッカは安あん堵どのあまり、くたくたとその場に座り込む。

　──ユージェニー様、とうとう殿下を見つけました……！

　嬉しくて、嬉しくて、ユージェニーの名を連呼しながらその場を走り回りたいくらい嬉しくてたまらない。
















「おめでとう、よくできました」

　にっこり笑って、ナヴァロがリッカの頭をぽんぽんと叩いた。

「……ありがとうござ……」

「よくできましたじゃねえよこの色悪が」

　起き上がりしな青年──サディアス・ヒュアート王子の拳が、ナヴァロの顔面にヒットした。

　ぐっ、とうめき声をあげて、ナヴァロは一撃でその場に倒れ込んでしまった。

「ナ、ナヴァロ先生……！」

　慌てるリッカに目もくれず、サディアスは立ち上がると、ぐん、と背伸びをした。

「そろそろ城に帰っか」

　これまでのリッカやユージェニーの苦労などまるでなかったかのように、あまりにもあっさりとサディアスはそう言う。

　ぽかんとサディアスを見上げていると、うっすら眇めた黒い瞳がリッカに向けられる。

「おい」

「は、……はい？」

「いつまで座り込んでる。帰るぞ」

　腕を摑まれ、無造作に引っ張られる。立ち上がらされたリッカをずるずると引ひき摺ずり、有無を言わさず部屋をあとにしようとした。

「ちょっ、こ、このまま!?」

　なんの後始末もせず、このまま帰ってしまうつもりなのだろうか。

「何か問題でもあるのか」

「いやっ、あのっ、隣の部屋にガラテアさんとカークさんがいらっしゃいますし、それにフィーランさん、気絶したままですし！」

「放っときゃ勝手に部屋から出てくるだろうし目を覚ますだろう」

「放ってはおけませんよ！　殿下をお助けする手伝いをして下さろうとなさっていた方々ですよ」

「別に俺が頼んだわけじゃねえし」

「……ッ！」

　せ、性格悪すぎませんか……!?

　もちろん声には出していないが、表情からすっかり伝わってしまったようだ。

「あ？　じゃああんただけ残るか、ここに」

「それはっ、遠えん慮りよしたいっ、です！」

「じゃあ帰るぞ」

「いや、あの……！」

　相手は王子だ。まさか自分がここまで抵抗するなんて──できるなんて思いも寄らなかった。だが、リッカはただ、ここを出たらもう会うことはないかもしれないクラスメイトたちに、挨あい拶さつと礼を言いたかった。

「俺はあんたの世界に帰ると言っている。帰りたくないのか？」

「もちろん帰りたいです。殿下をお探しし、宮殿にお帰りいただく──それがユージェニー様の願いですから」

「俺は見つかった。だから帰る。何が不満だ」

　うわ、この言い方、エルドレッドその二そのものだ。

「……殿下は、フィーランさんの中にいらした時のことは覚えていらっしゃるのですか」

「ああ。もちろん今のあんたも、昔のあんたも」

　微かに唇の端を歪ゆがめて笑うサディアスに、リッカは確信を深めた。

「覚えているか」

「父が整備した宮殿の庭でお会いしたことを、先程思い出しました」

　サディアスはふっと目を細めた。

「帰るのを躊躇するのは、ここが居い心地ごこちいいからか？　『ダブル』しかいないここが。恐おそろしくはないのか」

　リッカは、その問いには全力で首を振る。

「いやっ、あのっ、決して居心地がいいというわけでは……それに、恐ろしくないと言ったら噓になりますが、でも、『ダブル』だから怖いと決めつけたくないというか……！」

「ふーん」

　何が、ふーん、なのかわからず首を傾げたリッカの腕を、サディアスが突然摑んだ。

「あらぁ、術がとけちゃってる。どうしちゃったのかしら」

　艶つやめいた微笑を浮かべながら、突とつ如じよとしてその場にエルフリーデが出現した。

　魔女って世界のどこにでも目があるみたいだ。なぜ別の場所で起こった出来事を、見ていたように介入してくるのだろう。

　呆あつ気けに取られて年齢不詳の全能の魔女をポカンと見つめる。

「ここ、狭いわねえ。ナヴァロってば昔から狭くて籠こもれる場所が大好きだったからこんななのかしら」

　サディアスの一撃で延びている血縁を見下ろし、エルフリーデは肩を竦めた。

「ねえ、ちょっと移動しましょうよ」

　最後の「よ」が聞こえた時には、サディアスとエルフリーデの姿はなくなっていた。

「……！」

　ふたりでどこかへ行ってしまった。

　リッカは呆ぼう然ぜんとその場に棒立ちになり……だがすぐに、ハッと我に返った。

「ちょっと、ふたりきりにしちゃまずいじゃない！」

　せっかくサディアス王子を見つけたのに、術をかけたエルフリーデとふたりにしてどうするの、とリッカは慌てて立ち上がる。

「あっ、フィ、フィーランさん、フィーランさん！　起きて！」

　力いっぱい揺すり、一瞬ナヴァロも見るがそのままにし、続いて隣の部屋に続く扉を開けた。

「カークさん、ガラテアさん！」

　室内にいるはずのふたりを呼ぶ。すると飛ぶようにしてカークとガラテアが本棚のある方からやってきた。

「リッカ殿!?」

「王女と場所移動をさせられたのでは!?」

「あのっ、実は」

　簡単に説明しているところで、目覚めたエルドレッドが、首を傾げ傾げやってきた。

「……つまり、エルドレッドの中に、殿下がいらっしゃった、と？」

　ガラテアが、じっとエルドレッドを見つつ、そう確認してくる。リッカはうなずいた。

「エルドレッド、気づいていなかったのか？」

「まったく」

「……理事長の魔力のすごさに驚くべきか、エルドレッドの鈍どん感かんさに呆れるべきか」

　カークの呟きに、エルドレッドはム、と眉まゆ尻じりを上げるも、今はそのことに抗議する暇はないと考えたようだ。

「殿下と理事長を追いかけよう」

　それには全員が同意した。

「あのっ、皆さん……！」

　廊下を走りながら、リッカは三人に声をかける。

「ありがとうございます！」

　礼は、様々な意味を込めて。

　すると三人は一瞬互いの顔を見合わせ、それぞれが彼ららしい表情を見せてくれた。

　カークは照れた上での無表情を、ガラテアは天使の如ごとき慈じ愛あい溢れるうなずきを、そしてエルドレッドは輝くような笑顔を。

　リッカはといえば、控えめに笑みを返し、そして小さく息をつく。

「でも、おふたりはどちらに……？」

　探す手間はいらなかった。

　外から爆発音にも似た、大きな音が響いてきたからだ。

　四人は何も言わず、外へと走った。










　外は、世界が一変していた。

　学舎のあった場所には瓦が礫れきの山がそびえている。建物など跡形もない。

　呆気に取られているのは、リッカだけではない。爆音を聞きつけ、生徒や教師、使用人たち全員が、その場に集まっていた。

　中心にいるのは、サディアスとエルフリーデだ。

「どうしても帰る、と」

　エルフリーデがサディアスを激しい眼差しで見据える。普通の人間が相対したら、恐ろしさの余り気を失ってしまうのではないか──それほどに苛か烈れつな瞳だった。

「帰る」

　だがサディアスの返事は素っ気ないどころか冷淡ですらあった。

　──ああ、あんなおっしゃり方をされたら……。

　ひやひやしていると、案の定エルフリーデから憤ふん怒ぬの炎ほのおが噴出した。

　炎は、先日のユージェニーの雷状の力と同じで、魔力が視覚化されたものだろう。炎はゴォッと音をたてて立ち上ると、学舎の後ろ側にある教師寮りように激突した。その一撃で、寮は木こっ端ぱみじんになった。

　巨大な建物が、たった一撃で……。

　リッカを含め、その場にいた者たち全員が、ぞっとして身を強こわ張ばらせる。

「よくわからねえな。生徒の中に俺を押し込んでおいて、自我すらも奪って、それがそばに置いておくってことになるのか」

「だってサディアスのままにしておいたら、すぐに城に帰ってしまうでしょ？」

「当たり前だ」

「あなたがどんな形であれ、そばにいてほしかったの」

「人形が欲しいなら俺じゃなく別の従順なヤツを隣に置いとけ」

　サディアスは自身の母親をじっと見据えた。

　その、実に冷え冷えとした眼差しに、見られていないリッカの背筋が震える。王子には魔力はない──まだ発動したことがない──と聞いていたのだが、もしかしたら、何かとんでもない力を持っているのではと勘かん違ちがいしてしまいそうな目力だった。当の母親はといえば、息子の無言の視線に、そわそわする。

「母親が息子と暮らしたいって望んでもいいじゃない！」

　とうとう癇かん癪しやくを起こした途端に、またしても全身から炎が噴き上がる。

　このままではここは更さら地ちになってしまうではないか。

　それはあっという間に現実となった。全能の魔女は自らが理事長を務めるユーリアン学院を破壊し尽くしたのだ。

　なんという激情だろう。

　魔物と人の間に生まれた『ダブル』なんて可愛いものだ。生粋の魔物は、強大な力を持つゆえか、頑がん是ぜない子どものようだった。自分の意見が通らないと、駄々をこねる。

　エルフリーデの炎の魔力は吹き上がり、空に火の雲をつくった。メラメラ燃える炎が学院のあった場所全体に広がり、火花が落ちてくる。だが建物はすべて壊れていて、避難できる場所はない。

　皆てんでに逃げるが、この場に安全な場所などどこにもなかった。

「リッカ、こちらへ！」

　引き寄せられた場所は、火花は落ちてこなかった。ほっとしたのは一瞬のこと、リッカは上を向いて言葉を失う。

「ガラテアさ、翼が……！」

　ガラテアは自らの灰色の翼を広げ、それを傘にして火の粉を防いでいたのだ。だがこれでは翼が焼けてしまう。

「羽ばたきをしているから大丈夫」

　翼を振ることで火の粉を払う。

　見ればエルドレッドは硬い鱗うろこを纏うドラゴン型に変化し、カークはマントを頭から被かぶっている。いずれも火の粉の影響はないようでホッとする。けれど頭上の火の雲はさらに分厚く膨ふくらんでゆき、火の粉どころか火の玉まで降ってきた。

「わ、わ……！」

　ガラテアはリッカを抱き上げると、凄すさまじい勢いで飛んだ。翼を持つリッカのクラスメイトたち三人は、全員火の玉が降らない場所に向けて飛ぶ。

「サディアス殿下……！」

　上空からサディアスとエルフリーデを見下ろすと、ふたりが立つ場所にのみ火は降っていない。

「エルドレッド、王子を！」

　ガラテアの叫びに、ドラゴンに変化したエルドレッドが墜つい落らくするかのような勢いで地上に立つふたりに突っ込んでゆく。そしてサディアスの襟首を牙きばに引っ掛けると、グン、と急上昇した。

　あまりにもぞんざいな救出方法にぞっとするが、牙に引っ掛かったサディアスは前後に身体を振ると、勢いをつけてエルドレッドの頭上に飛び乗った。

　すると王子の身を案じたのか、火の玉はぴたりと止まる。

「エルドレッド、そのまま外に出ろ！」

　カークの声を受けて、サディアスを乗せたエルドレッドはぐんぐん加速していく。だが全能の魔女の力は『ダブル』の比ではなかった。姿が消えたかと思うとエルドレッドの前に瞬間移動し、ドラゴンの鼻面に炎の魔力を炸さく裂れつさせる。強烈な一撃にエルドレッドは一時意識を失い、そのまま地上に落ちて行く。

「殿下、フィーランさん！」

　落ちるふたりへとカークが飛ぶ。ドラゴンのままのエルドレッドも片腕で支える腕力を持っていることに、思わずすごい、と呟いた。

「邪魔しないで頂戴な」

　エルフリーデがカークの背面までやってくると、翼の間にガンッ、と拳を突き入れる。エルドレッド同様に、カークもまたブラックアウトし、もろともに落下するのを愕がく然ぜんと見下ろす。

「リッカ、行きますわ！」

　ガラテアが飛んだ先には、サディアスの姿があった。ガラテアは片方の腕でリッカを支えもう一方の手でサディアスを摑んだ。そして地面へとゆっくり下ろす。王子は無事だったが、エルドレッドとカークは地面に激突してしまった。

「カークさん、フィーランさん！」

「ふたりは頑丈だから大丈夫ですわ。それより殿下と──」

「ふーん、堕天使型ねぇ」

　ハッと振り向いた先にはエルフリーデがいた。間かん髪はつを容いれず炎が飛んでくるのを、翼を羽ばたかせることで散らす。

「灰色の翼っていうのが残念ねぇ。白か黒だったらいいのに」

　ぴく、とガラテアの頰が引き攣る。

　それはガラテアが気にしていることに違いなかった。その、一瞬の怯ひるみを見逃さなかったエルフリーデは、ふっと妖艶な笑みを浮かべる。

「半端な翼なんていらないんじゃない？　取っちゃえば？」

　そんなゾッとすることを口にしたエルフリーデは、ふっと息を吹きかける。それは、リッカにしては大胆すぎる行動だった。

　炎が来る、と察した瞬間に、ガラテアを突き飛ばしたのだ。

　ガラテアはすんでのところで炎の直撃を免まぬかれた。だが、そのために、庇かばったリッカへと、全能の魔女の恐ろしい視線が突き刺さる。

「ユージェニーと宮殿に跳ばしたはずなのに。……ていうか、サディアスへの術を解いたのはおまえ？」

「……」

　絶世の美女の凄絶な視線は、リッカを凍りつかせる。比ひ喩ゆでなく本当に全身が凍ってしまったのではないかと思うほどの眼差しに、人と魔物の絶対的な違いをまざまざと思い知らされる。

　恐怖に震えるリッカの前に、サディアスがのんびりとした足取りで立った。それはなんだか──気のせいだろうが──リッカを庇うかのように見えて、ちょっとびっくりする。だがエルフリーデはびっくりする、だけでは済まなかった。

「サディアス、あなたこの娘を庇うの」

「庇う？　これがか」

　そんなつもりは爪の先ほどもないに違いない。それは庇われたように間違えられたリッカも十分理解している。ところが理解してほしいエルフリーデには通じなかった。

　わなわなと震えながら、エルフリーデはサディアスの後ろのリッカを視線で殺しそうなほど強く睨みつけてくる。

「ゆーるーさーなーいー!!」

　──うわうわうわ……!!

　エルフリーデは全身に炎を纏う。オレンジ色から真紅、さらには青へと変わっていく炎を呆然と見ていると、エルフリーデは炎ごと突っ込んできた。

「いや──ッ!!」

　普通の人間だったなら触れた瞬間消し炭になりそうな炎に、リッカはもう何度目かわからない、死を覚悟する。




　ああ、お母さん、フロラ、帰れなくてごめんね……。




「許さないって何を」

　炎すら凍ってしまうのではないかと思うほどの、しんしんと雪が降り積もるかのような、冷たい、ひたすらに冷たい声だった。

　突っ込んできたエルフリーデの額に、サディアスが無造作に掌を押しつけて近づくのを阻そ止ししていた。

　エルフリーデの炎に触れているサディアスの掌から、肉の焼けるにおいと煙が立ち上る。

「サディアス殿下！」

　エルフリーデの炎は、ただの魔力ではなかった。実際に触れれば火のように熱く、火傷やけどをするのだ。

　リッカはサディアスの腕を慌てて摑み、エルフリーデから離した。

「なあ、許さないって、俺が言うべきじゃないか？」

「あのっ、そのことはちょっと置いといてください！」

　エルフリーデに触れたサディアスの掌は、無残な火傷を負っていた。

　傷を見るなりうめいたリッカは、だがすぐに辺りを見回した。

「医療者はいませんか！」

「サディアス！」

　火傷を負わせた張本人が真っ青になってサディアスの手をリッカから引っ攫う。治療をしようと指を触れさせようとし、だがサディアスはそれを拒んだ。

「サディアス!?」

「治療は帰ってからするからいい」

　触るな、とばかりにエルフリーデの手を振って離す。

　痛くないわけがないのに、サディアスの顔はまったく平然としたものだった。

「殿下、理事長に治療してもらってください。このままでは痕あとになってしまいます！」

　リッカだって気が気ではない。だがサディスアはふんと鼻で笑って再度拒んだ。

「あ、あたしに触られることもいやだって言うの」

「誰であろうと不用意に触りたくないだけだ」

　冷たい口調に、息子の母はその場に泣き崩くずれた。

「どうして！　そう！　素っ気ないの……！」

　エルフリーデの悲しみはわからなくはないが、きっとリッカに理解されても嬉しくないだろう。

「子どもの頃からどうして!?」

「おい帰るぞ」

　号泣する母をあっさり置いて、サディアスはさっさと歩きだす。

「サディアス───！　もっと優しくして!!」

「冗じよう談だんだろう。自分のしたことを振り返ってみろ」

　どこまでも冷たい態度に、リッカの方がうろたえる。

　身も世もなく泣き続けるエルフリーデだったが、そんな哀あわれな母を、息子は一いつ顧こだにしなかった。

「そっちのドラゴン型の目を覚まさせろ」

　あれに乗って城に帰ると言い、エルフリーデからどんどん遠ざかる。

「いや、帰さな───い!!」

　ドォン、ドォン、と地響きが続く。続いて、立っていられないほど地が揺れた。

「ああ！」

「どうしても帰るというのであれば、この母を倒してからゆきなさい」

　──いやいや、それおかしいって……！　なんで母と息子が帰る帰らないで戦わなきゃならないの！

　あまりの揺れに立つこともできず、座り込んだまま身動き一つできない。

　そばにいるガラテアが、リッカを引き寄せようとするも、火の玉が続けざまに飛んできて、飛行を邪魔する。

　学まなび舎やであるはずの場所での阿あ鼻び叫きよう喚かんの大騒ぎに、この世のものかと言葉もない。

　──もしかしてわたし、もうあの世の住人になっている、とか……？

　気がつかないうちに人間としての生を終えてしまったのかもしれない。

「ガラテアさん、……あの、わたしたち、まだ生きています？」

「とりあえずまだ生きているわ。このままでは時間の問題という気がするけど」

「ですね」

　正気を失った魔女の暴走を止めない限り、いずれ炎に焼かれるか地割れに嵌はまって地中へ落ちるかだろう。

　生きた心地がしない。

「───……！」

　その時リッカの耳に、馴な染じみのある声が聞こえてきた。

　リッカはそろりと辺りに目を配る。

「リッカ──！」

　ハッ、と空に目を向ける。すると純白のドラゴンにまたがったユージェニー王女がこちらに向かって飛んでくる姿が見えた。

「ユージェニー様……！」

「これっ、受け取って──ッ！」

　ドラゴンの肢あしにぶら下がっていた袋が一直線に落ちてくる。

「えっ、えっ!?」

　目の前に重い音を立てて着地した革袋と、上を旋せん回かいするユージェニーを交互に見やる。

「その中身を、お母様にぶつけるの！」

　もしや魔女に有効な武器!?

　リッカは固く結ばれた紐を夢中で解といた。

　苦労してどうにか結び目を解ききった時、辺り一帯に濃厚な芳ほう香こうが広がる。と同時に、どっと地面に溢れてきたものを見るなり、そばにいたガラテアが、うっ、と飛とび退のいた。

「ガラテアさん？」

「は、花……！」

「花、ですが……あの？」

　なぜ花がダメなのかがわからなくて、リッカは首を傾げる。

　ガラテアは涙目になりながらも、ああ、そうか、と声をあげた。

「なんですか、ガラテアさん」

「その花を理事長にぶつけるのですわ！」

「え、え？」

「魔物は美しい花と芳香に弱いの……！」

　リッカはそれを聞くや否や、袋を引き摺りながら走った。

　そして、我を忘れて辺りを破壊しまくるエルフリーデに向けて、袋いっぱいにつめられた花をぶちまけた──！

　だが寸前でそれを察知したエルフリーデが、強風を起こして花を散らす。

「あ……っ！」

　あちこちに飛ばされていく花を慌てて目で追うと、ガラテアの言葉どおり、『ダブル』たちは花を見るなり飛んで逃げていく。まるで花が恐ろしい化け物のような反応だ。

「よーくーもー！」

　目を吊つり上げてエルフリーデが襲いかかってくる。だが花で力が弱まっているのか、繰り出された術はあらぬ方に飛んでいき、リッカはその隙に全力で逃げた。

　風に飛ばされ、コロコロと転がる花に向かって走る。

　純白、淡いピンク、明るい黄色、情熱的な赤……。ユージェニーが運んできた様々な色の花を一輪ずつ拾う。

　学院の『ダブル』たちはまったく役に立たない。花に触れ、拾い、集められるのは、人であるリッカだけだった。

「待ちなさい！」

　猫のように素早い動きで花を拾っていくリッカを、恐ろしい形相でエルフリーデが追いかけてくる。それを、学院の生徒たちが追いすがり、止めようとしているのが見えた。

「『シングル』！　がんばって！」

　エルフリーデに足蹴にされながらも、『ダブル』の生徒たちがリッカにエールを送る。

　──うう、がんばる……！

「リッカ──！　ファイトよ!!」

　花が転がる地上に下りられないユージェニーの声が、辺り一帯に響き渡る。

　広い敷地内に散らばる花は、なかなか集めきれない。息を切らしながらも、リッカは夢中で走った。

　──どれくらい集めれば全能の魔女に効くの？

　まだ二十輪程度しか集まっていない。

「小娘～！」

「ひゃっ」

「リッカ！」

　エルフリーデに後ろから肩を摑まれるや、空に浮かぶユージェニーの雷状の術が地上に降り落ちる。

「ユージェニー！」

　キッと空を見上げるエルフリーデから危うく距離を取った。だが安堵するのは早かった。ぐん、と伸びてきた腕がリッカを突き飛ばし、思いきり転んでしまった。

「ああっ！」

　痛い、と叫ぶ間もなかった。振り返ったそこには、見た瞬間凍りついてしまうのではないかと恐怖するほどの、凄まじい形相がリッカに迫り来ていた。

　刹那、リッカは手にしていた花を、エルフリーデの顔に押しつけた──！

「あ、あ……、は、な……」

　エルフリーデは硬直し、そしてカクン、と膝が折れてその場に座り込んだ。そしてそのまま動かなくなる。

「……ッ」

　──き、効い、た……？

　どっと力が抜ける。

　だがさすが全能の魔女、エルフリーデだ。漸ようよう周りに落ちる花を震える手で払う。そしてリッカを押さえ込んだのだ。




　今度こそ……、もう、ダメ、かも……。




　この学院に来て、毎日死を覚悟する場面があった。だが今、この時ほど、あの世が近づいたことはない。

　ぎゅっときつく目を閉じたリッカは──、ふいに、鼻び孔こうをくすぐる甘い芳香に気づいた。

「……え？」

　そろり、と目を開ける。するとエルフリーデの背後に立ったサディアスが、彼の母の上に、大量の花を落としていた。

「サ、サディアス……？　あなた、花……」

「花？　花がなんだ」

　──『ダブル』なのに、花に触れられるの？

　敷地に散らばった花を、リッカよりたくさん集めてきたサディアスは、『ダブル』だというのに、平然としていた。

　──もしかして、殿下こそが、最強……、ということ？

　全能の魔女も力を消失する花に触れても大丈夫だなんて。

　もしかしたら、『ダブル』として力が発現していないからだろうか？

　呆気に取られていると、上空からユージェニーが飛び下りてきた。

「やりましたわ、やりましたわ！」

　リッカを立ち上がらせると両手を取って、くるくると回る。

「ああ、お兄様！　ご無事で何よりですわ！」

　今度は兄の手を取り、ユージェニーは飛び上がった。

「まあ、なんてひどい火傷……」

　ユージェニーが傷に触れると、途端に火傷は跡形もなく消えた。

「それにしても」

　ユージェニーは、瓦礫の山と化した学院を、ため息交じりに見渡した。

「お母様、これはひどいですわ。理事長たる貴女がその学校を壊すなんて……」

　嘆なげかわしい、としみじみと娘に言われ、だが花に囲まれたエルフリーデは、弁解のひと言も口にできずにいる。

「……魔物さんって、お花が苦手なんですね」

　そういえば昨日エルフリーデ本人が言っていたではないか。

『魔物でも愛でられる花を、ヘンリーはつくってくれた』

　と。

　つまり普通の花を、魔物は愛でられない、と。

「古き魔物にならば武器になるのですわ。美しく可か憐れんで、特に香りのよい花が」

「……そうなんですか」

　なるほど、『ダブル』のガラテアたちも嫌がっていたが、生粋の魔物であるエルフリーデの方により強く作用したのか。

　エルフリーデは花にまみれながら、指一本動かせないようだった。

「お兄様、宮殿に帰っていらっしゃいますわよね？」

　素っ気なくうなずく兄に、妹は満足げに微笑む。

「待って……！」

　腰砕けになったエルフリーデが、這はってやってきた。

　だがサディアスは母親を一いち瞥べつもしなかった。それがどんな罵ば倒とうよりもこたえたようだ。エルフリーデはさめざめと泣き伏した。

「お母様、それでは、ごきげんよう」

　ユージェニーはひと言挨拶をし、そしてリッカに手を伸ばしてきた。

「リッカ、帰りましょう！」

「あ」

　リッカはユージェニーに腕を取られながらも、三人のクラスメイトを振り返った。

　──ああ、よかった。カークさんもフィーランさんも目が覚めたのね。

「ガラテアさん、カークさん、フィーランさん、ありがとうございました！」

　お元気で！

　手を振ったリッカに、ドラゴン型のままのエルドレッドが近づいてきた。

「わたしも名で呼んでいただけたら嬉しいのだが」

「あ。……エルドレッドさん」

「うん」

　ドラゴンの表情は変わらないが、なんだか嬉しそうに見える。

「無事学院を卒業しましたら、遊びにいらしてください」

　もう一度手を振ったリッカを、三人の『ダブル』が見送ってくれた。

　潰れた学舎から、教師ナヴァロがよろよろとやってきて、泣き伏すエルフリーデの周りの花を、苦い顔をしながら放り投げているのが見えた。

「リッカ、リッカ！　ご苦労様でした！　ありがとう！　感謝いたしますわ！」

「……あんまり何かした、という感じではないのですが」

『ダブル』やサディアス王子に助けられ庇われてばかりだった。

「ですが人にしかできないことを、確実にしていただきましたわ」

　にっこりユージェニーは微笑む。

　それも、リッカでなければならない理由はないのだが、とりあえずそれは言わぬが花、というところだろうか。

　ユージェニーが乗ってきたドラゴンに三人がまたがると、一気に上昇していく。

　上空からちらりと学院を振り返ったら、つい少し前まで瓦礫と化していたはずの学舎や寮が、元のまま綺麗に修復されていて──やはり全能の魔女の能力は素晴らしく、そして怖いなぁ、とリッカは首を竦めたのだった。











終章






　明るい日差しに満ち満ちた美しい庭の手入れを終えたリッカは、ふう、と息をついた。

「リッカ、そろそろ昼ひる餉げにしなさい」

「あ、はい！」

　庭師長に促うながされたリッカは、丁てい寧ねいに手を洗うと家から持参した弁当を持って、風通しのよい木の下へと走った。

　自作の弁当は、好物の具を挟んだサンドイッチと季節の果くだ物ものだ。

「いただきます」

　早速サンドイッチをぱくつく。

　暑くもなく寒くもない、いい季節だ。

　宮殿の西の翼よく棟とうの庭には花が咲いていない。庭師長に仕事を世話してもらった時、それを不思議に思ったのだが、今ではよくわかる。

　元王妃であるエルフリーデは魔女、王とエルフリーデの間に生まれたサディアス王子とユージェニーは『ダブル』だからだ。ユージェニーの言葉によると、魔物とダブルは美しい花が苦手なのだそうだから。

　──まさか綺き麗れいで香りのいい花が最大の武器だなんて……。ちょっと寂さびしいなぁ。

　まあ、魔女も『ダブル』も、自分自身が花のように美しいものね、と思いながら、果物を口に運ぶ。

　エルフリーデはあれから何度か宮殿にやってきたらしい。そしてサディアス王子を取り戻そうとしたが、油断していない王子を強引に連れていくことは、いくら全能の魔女でもできないようで、毎回手ぶらのまま、そして泣きながら学院に帰っていく。

　いったいあの王子はなんと言って自身の母親を泣かせているのか、想像すると恐おそろしい。

　だが四年もの間、エルドレッドの中に閉じ込められていたのだから、王子の怒りも相当根深いのだろう。

　聞くところによると、エルドレッドの中にいる間、サディアスとしての記憶は完かん璧ぺきに封じられていたのだそうだ。自分はエルドレッドの別人格だと、まったく信じて疑わなかったらしい。

　全能の魔女の力は本当に素晴らしくそして恐ろしい。

　ユージェニーの即席侍女としての仕事は一いつ旦たんおしまいで、リッカは本来の庭師助手の仕事に戻り、そろそろ十日ほどになる。家にも無事帰り、母は療養所へ、妹のフロラは全寮制の学校に入学した。そのためにかかるお金はすべて今回の報ほう酬しゆうで賄まかなえたから、がんばった甲か斐いがあったというものだ。

　ユージェニーからは、侍女を続けてほしいと言われたが、リッカは謹つつしんでお断り申し上げた。庭師だった父の仕事を継ぎたかったからだ。

　そう言って丁寧に頭を下げたリッカに、しぶしぶユージェニーはうなずいてくれた。

「お父さんがつくったという、魔物でも愛めでられるお花って、どんなものかしら……」

　だいたい魔物やダブルが、生花が苦手だなんて初めて聞いたことだ。──それを世に知らしめると、いろいろ面倒だったりまずいことがあったりするからかもしれない。

　魔物やダブルたちは本当に生きづらいのだなぁ、とリッカは彼らの苦労を思い、小さく息をついた。

　ユーリアン学院でクラスメイトだった彼らは、いつ卒業できるのだろう。

　いつか会いに来てくれるだろうか。

　最初は怖こわくて関わりたくないとあれほど思っていたのに、今ではすっかり友人気分だから、人間なんてわりといい加減なのかもしれない。

　昼餉を終えて、家から持参したポットに入れたお茶をカップに注そそぐ。持ち上げたところで、横から奪うばわれた。

「んっ？」

　勢いよく隣を向くと、いつからいたのかサディアス王子が横に座り、リッカの茶を一気に飲み干した。

「サディアス殿でん下か……！」

「まあまあだな」

「はっ？　あの……！」

「ユージェニーが、リッカの淹いれる茶は美う味まい、リッカの茶が飲みたいと、折に触れ言うから飲みに来た」

「ユージェニー様が」

　確かに学院にいる時、リッカが淹れる茶を毎回褒ほめてくれたが、そんなに気に入ってくれているとは、と内心喜んでいると、知らず笑みを浮かべていたようだ。じっとサディアスが横から視線を注いでくる。

　気づくなり、リッカは緊張に身を震ふるわせた。

「あの、……で、殿下？」

「どれくらい思い出した」

「は？」

「昔ここで会った時のことだ」

「……どれくらい、と申されましても」

「ユージェニーに間違われて誘ゆう拐かいされそうになったことは？」

　それも、思い出した。

　もう十年以上前のことだ。

　まだ妹のフロラの誕生前で、リッカは父に連れられて仕事場である庭に来ていた。

　その時自分と同じくらいの子どもと仲良くなったのだ。この庭で。

　父がつくった美しい庭で、かくれんぼをしたり木登りをしたりよく遊んだ。

　相手は──ユージェニーと、サディアスだ。

　思い出すにつれ、子どもとはいえ、ずいぶん無礼な真ま似ねをしたのではないかと、リッカの頰ほおは次第に青ざめてくる。

「覚えているか。約束を」

「約束？　ええと……すみません、そこまでは」

「ユージェニーに間違えられて攫さらわれかけた時助けたのは俺だ」

　それは覚えている。サディアスはリッカを救うために木の上から賊ぞくに向かって飛び下り、相手を失神させたのだ。

「……その節はありがとうございました」

　では、その時に『約束』をしたというのだろうか。だがまったく覚えていない。

「『ユージェニーひめさまに間違えられたけれど、わたしはおひめさまじゃない。それが悲しいの』」

「──」

　サディアス王子の、セリフがかった言葉を聞いた途と端たんに、忘れていた記憶が怒ど濤とうのようによみがえる。

　姫様に間違えられたけれどわたしはお姫様じゃない。それが悲しい。

　確かにリッカはそう言った。

　今ではそんなことは思いもしないが、まだ幼かった自分は美しいユージェニーに憧あこがれて、そんなことを口にしたのかもしれない。

　ユージェニーとリッカの共通点なんて、黒髪しかない。平民を王女と間違えるとは、ずいぶん間抜けな賊だと今ならば呆れるが、当時の自分は本気で悲しんだのだろう。

　──小さい時はわたしもお姫様に憧れるようなところがあったのね。

　などと懐なつかしく思い出すも、ふと、真顔になる。

　姫様じゃない、と悲しんだリッカに対し、サディアスはなんと返した？

　記憶の底を浚うが、嫌な予感しかしない。

　冷や汗をこめかみに浮かべ、そろりと王子を見上げる。

「『じゃあ気が向いたらそのうち本物の姫さんにしてやるよ』」

　──それは、……それは、つまり……。

　サディアスはうっすら口元を歪ゆがめて笑う。

「気が向いたからあんたを本物の姫にしてやる」

　じっと目を覗のぞき込こまれる。

　それは、つまり。

　王子のもとに嫁とつげば、ただの娘も王子様の嫁──つまり王族、要するに姫になる、……と？

　そんな強引な、とさらに冷や汗をかきながら、リッカはじりじりと退しりぞく。退いた分、サディアスが身を寄せてくる。
















「あ、あ、殿下、わたくしまだ子どもでしたから大変な不敬を働いてしまいました。本物のお姫様だなんて畏おそれ多おおいことでございますゆえ、これにて失礼いたします……！」

　すっくと立ち上がってその場から脱だつ兎とのごとく逃げ出すつもりが、後ろから腕を引かれてひっくり返りそうになる。そこを悠ゆう々ゆうと待ちかまえていたサディアスの腕の中に、背中から飛び込む羽目に陥おちいる。

「よく聞いておけ。俺おれは有言実行主義者だ。口にしたことは必ずする」

「おおおおおお待ちくださいませ……！　わたくし平民でございます！　しかも！　なんの取とり柄えもない、ほんっとうにつまらぬ女子でございますゆえ！」

「気にするな。魔女と結婚した父上が反対するはずもないし、そこまでつまらなくもないぜ」

　そんな耳元で囁ささやかれても、うっとりするどころか恐怖しか感じない。

「貸しもまだ返してもらっていないしな」

「はっ、そ、それは……」

「まあそれは術を解いてくれたことでチャラにしてやろう」

　ありがとうございます、感謝します、と言うべきなのだろうが、今のリッカにそんな余裕は一切なかった。

　どんどん距離を縮めてくる王子に、リッカは背にしていた木にしがみつく。

　──誰だれか助けて！

　そんなリッカの切なる願いが天に届いたのか、遠方から音が響ひびいてきた。

　小さい音は、だが明らかに不ふ穏おんなものだ。

「……今のは……」

　ユーリアン学院でよく聞いた、何かが爆発するような、破壊されるような、そんな音だったような……。

　不安を抱いたまま、そろりとサディアスを窺うかがうと、微かすかに苦みを帯びた表情をしていた。

　やがてサディアスの従者が駆けてくる。

「殿下、南の翼よく棟とうで爆発が……！」

「南……って、ユージェニー様の!?」

　続いて、空からリッカを呼ぶ声が響く。

「リッカ、リッカ──！」

　たった今名前が出たユージェニーだ。

「あ、リッカ！」

　庭のリッカを見つけたユージェニーが急降下してきた。

　なぜかユージェニーの顔が煤すすけていたものだから、リッカは慌あわててハンカチで汚よごれを拭ぬぐった。

「あらありがとう。あのねリッカ、仕事をお願いいたしますわ」

「え」

「一度はなんとなく使いこなせるようになったかしらと安心していた魔力なのだけれど、まだ少し不安定みたいなのですわ」

「──」

「ユージェニー」

　ユージェニーはぐいと兄を押しのけ、リッカの手を握る。

「それでね、わたくしもう一度学院に再入学しようと思っておりますの」

　聞きたくない、が、聞かないわけにはいかない。

　王女はにっこり朗ほがらかに微笑した。そして可か憐れんな唇くちびるを、なんの躊ちゆう躇ちよもなく、それどころかどこか嬉うれしそうに開いた。そして言う。

「つきましては、リッカもついてきてちょうだいね」

　と。




　絶対に行かせない、いえ、絶対についてきてもらいますわ、と兄妹きようだいゲンカに発展したことは言うまでもない。

　どっちに転んでも、己おのれの将来がなかなかに厳きびしいものになるだろうという予感しかしない。

　王子と王女に挟まれながら、リッカは我が身の明日を思って、ため息をつかずにはいられなかった。





了　













あとがき






　香こう月づき沙さ耶やです。

　このたびは『囚とらわれの王子様は最さい凶きようでした』をお手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　新作は初めての学園モノとなりました。とはいっても、ちょっと変則的な学校だったので、書いていてとても楽しかったです。

　今回いろんなタイプの魔物（と人間の間にできた子ども）が出てきますが、そもそもモンスターって何種類くらいいるの？　と調べたところ、古こ今こん東とう西ざいびっくりするくらいたくさんいるんですね。初めて目にする名もあり、今回はその中でも馴な染じみのある魔物（のダブル）を登場させてみました。

　以前の拙せつ作さくを読んでいただいた方はお気づきかと思いますが、わたしは人と人以外のコンビがとても好きで、今回はその好みを前面に押し出した物語となりました。読者の皆様にも楽しんでいただけたらいいなぁと願っています。




　それではあとがきのページも残り少なくなりましたので、お世話になった皆様へ謝辞を。

　イラストを担当していただいた蔦つた森もりえん先生、今回執筆が遅れ、ご迷惑をお掛けしてしまい、心よりお詫わび申し上げます。

　蔦森先生に描いていただいたリッカは可か愛わいらしく、王子をはじめ『ダブル』たちのキラキラした美しさにうっとりしました。素晴らしいイラストで物語を彩いろどっていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。

　今作より担当していただいております編集のＵ様、大変お世話になりました。

　Ｕ様はデビュー時の担当さんで、久しぶりに一緒にお仕事ができて嬉うれしかったです。これからも精しよう進じんしてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　最後に、読者の皆様へ。ここまで読んでいただき、ありがとうございます。

　毎回あとがきはお礼のオンパレードになってしまうのですが、執筆を終えたあとに思うことといったら、当作の発刊に携たずさわっていただいた皆さんと、読者様への感謝しかないのです。いつも同じような内容ですみません。

　それでは、またお会いできますよう、心より願っています。


香月　沙耶　拝　










著

香月沙耶

Saya Kohzuki




６月11日生まれ・双子座・Ｂ型・埼玉県在住

今作はちょっと変則的な学園モノとなりました。学園モノといえば制服！

蔦森えん先生に、可愛くて素敵な制服を着たキャラクターを描いていただきました。

美麗なイラストとともに楽しんでいただけたら嬉しいです。




【弥涼暮月】http://s-kohzuki.jugem.jp/










イラスト

蔦森えん

En Tsutamori




はじめまして、学園モノが好きなので楽しく描かせていただきました。

主人公には刺激が強過ぎる存在みたいですが色々と報われなさそうなナヴァロ先生がお気に入りです。



















イラスト／蔦森えん

デザイン／coil












囚とらわれの王おう子じ様さまは最さい凶きようでした








香こう月づき沙さ耶や
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